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刊 行 に あ た っ て

凹 星曇頻唖二△空岳芭量担ユ壁僅EL Lゞ 近傍には縄文時代の遺跡をはじめ中世から戦

国期に及ぶ様々な遺跡が点在 し、古来からの人々の営みを窺うことができます。

このたび調査を終了 しました長坂町中丸地区の新宿区区民健康村遺跡は、仮称東京都新

宿区立区民健康村建設を契機に発見されました。

新宿区に区域外調査の前例がないため、調査は新宿区立新宿歴史博物館の全面的なご支

援のもと、早稲田大学人間科学部助教授谷川章雄先生を調査団長 とする新宿区区民健康村

遺跡調査団を設置 して実施され、発掘は平成 4年 7月 2日 に開始 し同年 11月 30日 に終了 し

ました。

しかし、約21haと いう広大な事業用地であることから、全体で170箇所の試掘坑を設定・

調査後、炎天下に始まった本格調査は施設建設部分を中心に24,800rに 及びましたが、谷川

団長の指導のもと、調査員はじめ現場作業担当者の方々の並々な らぬ努力の結果、調査報

告書の刊行を迎えることができました。

今回の調査の結果、縄文 。平安時代等の住居遺構や遺物が多数確認されたことで、八 ケ

岳南麓地域における新たな歴史資料を提供することになったものと考えます。

調査にご指導とご協力を賜 りました山梨県教育委員会・ 地元長坂町役場はじめ関係者の

皆様には、改めて厚 く御礼申し上げます。

平成 6年 3月 31日

新宿区区民健康村遺跡調査団

副調査団長

(新宿区生活文化部長)

吉 野 道 雄



例  言

1,本報告書は、山梨県北巨摩郡長坂町大字中丸字新代1622番地ほかに所在する健康村遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2.本調査は、 (仮称)東京都新宿区立区民健康村建設事業に伴 う緊急発掘調査として、新宿区からの委託によっ

て実施されたものである。

3。 発掘調査から報告書作成までの費用は、新宿区が負担 した。

4.調査は、新宿区区民健康村遺跡調査団を組織 し、谷川章雄団長の指導のもとに実施 した。

5。 本書の作成は、谷川章雄団長、富樫雅彦参与の指導のもと、調査団員が行なった。

6.本書の執筆は、第 1～ 5章については主に板倉が行なったが、第 1章第 2節 を黄川田が、縄文時代の遺物の

うち、晩期のものを小林が、その他を荻野が行ない、第 6～ 8章については、文頭に文責を記 した。なお、編

集は、板倉 。荻野が行なった。

7.自 然科学分析および石器の石質鑑定は、パ リノ・ サーヴェイ株式会社に委託 した。

8.遺物の実測・ トレースの一部は、株式会社シン技術コンサルに委託 した。

9.遺構の実測・ トレースの一部は、アジア航測株式会社に委託 した。

10。 遺物写真は、ナカ・ アー トスタジオに委託 した。

11.本調査において検出された諸資料は、山梨県長坂町教育委員会の責任において保管 。活用を図るものとする。

12.発掘調査か ら報告書の作成に至るまで、次の方々や諸機関から御指導・御協力を賜わった。記 して感謝する

次第である。 (敬称略五十音‖贋)

石川郁 今福利恵 小野正文 河西学 葛西美智子 桐生直彦 佐藤万里子 斎藤孝正 末木健 瀬田正明

長沢宏昌 野口佳子 野代幸和 橋本員紀夫 平川南 保坂康夫 三辻利一 山田真一

加藤重機建設株式会社 小淵沢町教育委員会 新宿区遺跡調査会 新宿区企画部 新宿区教育委員会 新宿

区生活文化部 須玉町教育委員会 豊科町教育委員会 長坂町 松本市立考古博物館 武川村教育委員会

山梨県教育庁 山梨県考古学協会 山梨県埋蔵文化財センター

夕J

1,遺構・ 遺物の縮尺は次のとおりである。

遺構 全体図1/250・ 1海 00・ 1/500・ 1/600・ 1/2000、 住居跡1/60(付帯施設1/30)、土坑1//30。 1た 0、 埋甕 1た 0・

1/20、 石組土坑1/30、 竪穴状遺構1/60

遺物 土器実測図1海 。lμ、土器拓本1/3、 土製品1/3・ lμ、石器1/1・ 2海・ 1海・ 1た、金属製品1海

2.遺構断面図中のレベルポイント部分にある数字は、標高を表わす。

3 石器観察表の ( )は、現存値を表わす。

4.平安時代遺物観察表における法量の欄については、上か ら口径・器高 。底径を表わす。なお、 ( )は 推定

値を表わす。

5。 図中のスクリーントーンの指示は次のとおりである。

□甥 地山 踵翻 黒色土器
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第 1章 調査の経過と概要

第 1節 調査に至る経緯

1.調 査 に至 る経緯

平成元年 9月 、新宿区は山梨県】ヒ巨摩郡長坂町大字中丸字新代1622番地ほかに位置する約210,000∬ にも及ぶ

広大な土地に、区民の総合的余暇活動施設 としての「区民健康村」建設を決定 し、山梨県及び地元長坂町と協議

1こ 入った。

平成 3年10月 29日、新宿区長より長坂町教育委員会あてに、当該地における埋蔵文化財の有無について照会を

したところ、長坂町教育委員会から、当該地内の 2カ 所に周知の埋蔵文化財包蔵地が存在するものの、そのほか

は包蔵地となっていない旨の回答があった。平成 4年 1月 、長坂町教育委員会が当該地内において埋蔵文化財の

存否確認調査を実施 したところ、遺構・遺物が検出されたため、本格的な発掘調査が必要となった。

新宿区と長坂町は、山梨県教育委員会の指導のもと、長坂町が発掘調査を実施することで調整を図っていたが、

平成 4年 5月 25日、諸般の事情により、長坂町が発掘調査を実施することが困難 となった旨の申し入れが新宿区

あてにあった。その後、新宿区と長坂町、山梨県とが協議を進めた結果、平成 4年 6月 、山梨県及び長坂町の指

導の下、新宿区が調査団を組織 して、発掘調査を実施する事で合意 した。

平成 4年 6月 22日、谷川章雄 (早稲田大学人間科学部助教授)を調査団長 とする「新宿区区民健康村遺跡調査

団」が発足 し、 7月 2日 より調査が実施された。

2.調 査組織 (新宿 区区民 健康 村 遺跡 調査 団 )

調査団長  谷川章雄  早稲田大学人間科学部助教授

副団長   森岡泰弘  新宿区企画部長 (平成 4年 12月 7日 まで)

山田外彦  新宿区企画部長 (平成 4年 12月 8日 から平成 5年 3月 31日 まで)

吉野道雄  新宿区生活文化部長 (平成 5年 4月 1日 か ら)

小松伊勢夫 長坂町企画課長

事務局長  鹿島一雄  新宿区生活文化部区民健康村開村準備担当課長

事務局次長 菊池宏利  新宿区生活文化部地域振興課区民健康村担当主査

事務主任  安沢万起子 新宿区生活文化部地域振興課区民健康村担当主任

事務補佐  有泉幸彦  新宿区生活文化部地域振興課区民健康村担当主査

監事    小林喜文  長坂町企画課地域計画係長 (平成 5年 3月 31日 まで)

小沢孝文  長坂町企画課地域計画係長 (平成 5年 4月 1日 から)

田崎晴夫  新宿区企画部企画主査 (平成 5年 3月 31ま で)

小川洋二郎 新宿区生活文化部地域振興課管理係長 (平成 5年 4月 1日 から)

高須達郎  新宿歴史博物館文化財主査 (平成 5年 3月 31日 まで)

村田純子  新宿歴史博物館文化財主査 (平成 5年 4月 1日 か ら)

参与    富樫雅彦  新宿歴史博物館学芸員

総括主任  板倉歓之  新宿歴史博物館研究員

主任調査員 池田悦夫  新宿歴史博物館研究員

調査員   黄川田修  明治大学考古学専攻生

荻野早苗  國學院大學卒

小林青樹  國學院大學大学院考古学専攻生

調査補助員 松島悦子  國學院大學

整理作業員 滝浪美登里、影山典子



第 2節 地理的環境

1 遺跡周辺 の環 境

本遺跡は、日本有数の火山列である八 ケ岳の南麓に位置 している。

八 ケ岳は、北は蓼科山か ら南は編笠山まで、南北約21k mにわたって標高2,000m級 の山が連なる雄大な火山

列である。 この山列は北八 ケ岳 と南八 ケ岳の 2つ に分けられ、その長期にわたる火山活動により、東・南・西の

それぞれの方角の山麓に、広範囲でなだらかなスロープが形成されている。

南に向かって広がる南麓地域は、南八 ケ岳に属する権現岳 (標高2,786m)を頂点 として南に広がる、雄大な

スロープである。権現岳に源を発する多 くの小河川は、下 っていくに従 って大地を深 く削 り、凹凸に富んだ地形

を形成するようになっていく。

その雄大で豊かな自然は観光へ、あるいは牧畜へと利用されており、牧場、或いは避暑客のための観光施設が、

ここでは数多 く見 られる。

2 遺跡 の立地

本遺跡が立地するのは、長坂台地と呼ばれる台地の北部である。

この台地は八 ケ岳南麓地域の他の台地と同じく、権現岳の爆発によって形成されたものであり、凝灰集塊岩・

凝灰角礫岩 。火山灰などか ら構成される火山砕屑岩流堆積物、及び溶岩から構成されている。台地の南端は釜無

川によって削 られて崖状を呈 し、台地上には北から釜無川へ注 ぐ河川によってV字状の谷が数多 く作 られ、大変

起伏に富んだ地形 となっている。本遺跡も、東を大深沢川、西を小深沢川が流れ、両河川の谷に挟まれた馬の背

状の地形に位置 している (第 1図 )。 特に東の大深沢川の形成する谷は深 く、遺跡の東側は部分的に崖状を呈 し

ている。

遺跡は東の大深沢川にむかって北西から南東へと緩やかに傾斜する場所に立地 している。極めて水捌けが良 く、

日当たりが良い。そして、付近には八 ケ岳に源を発する湧水が数多 く存在 している。極めて人の居住に適 した環

境であり、調査前から数多 くの遺構の存在が予想されていた。なお、標高は約750mで ぁる。

3 周辺 の遺跡

長坂町は1985年 に、山梨考古学協会に町内の遺跡分布調査を委託 しており、162ケ 所の遺跡の存在を確認 して

いる。それらを時代別に見てみると、縄文時代が102遺跡、平安時代が68遺跡と、両時代によってかなりの割合

が占められており、『長坂町誌』では「町内のどこでも (両時代の)遺跡をみることができよう」 とまで述べ ら

れている (註 1)。 本遺跡の近 くでは、事業地西側に隣接する畑 (No 82遺跡)において縄文時代前期 と中期の上

器が、南側に隣接する土地 (No.88遺跡)か らは、縄文時代中期と平安時代の土器が出土 したことが報告 されて

いる。

周辺の有名な遺跡としては、柳坪遺跡と金生遺跡とがある。

柳坪遺跡は、1973年 と1984年 に計二次の調査が行なわれ、その内容・ 規模から、長坂町の代表的な遺跡となっ

ている。 ここでは、縄文・ 弥生 。古墳 。平安のそれぞれの時代の遺構が検出され、なかでも、縄文時代中期及び

平安時代の資料は特に豊富で、 これらは八 ケ岳南麓及び周辺地域における重要な資料 となっている (註 2)。

また長坂町の北に位置する大泉村の金生遺跡は、八 ケ岳南麓地域において極めて重要な遺跡である。1980年 に

調査が行なわれたこの遺跡では、縄文時代から中世まで及ぶ様々な時代の遺構が確認されたが、最も重要なのは、

縄文時代後期 。晩期の大集落である。後期から晩期にかけての住居址が38軒確認されたこの集落は、幾つかの空

白期間を除いて後期 。晩期に継続 して存在 していた事が確認されており、八 ケ岳南麓地域における当時の人々の

活動拠点の一つであったと考えられている (註 3)。

八 ケ岳南麓地域は、藤森栄一氏の『井戸尻』刊行により、中部地方における縄文時代研究の重要なテーマとな

り、今でも数多 くの課題が残されている (註 4)。 また、保坂康夫氏によって、平安時代における鍛治遺構 の集

中分布地域の一つとして指摘されており (註 5)、 平安時代の生産 。流通における重要な地域 として認識す るこ
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とが可能となってきた。現在、以上の様な認識がなされている当地域において、大規模な発掘調査を行なった本

遺跡の意義は誠に大きい。周囲の遺跡との比較・ 対比によって、当地域における先史時代・古代史研究に対 し、

少なからぬ寄与が出来ると思われる。

註

1)長坂町誌編集委員会 1990 『長坂町誌』 長坂陶

2)末木健 1975 『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』 山梨県教育委員会

米田明訓 1986 『柳坪遺跡』 山梨県教育委員会

3)新津健 1989 『金生遺跡Ⅱ (縄文時代編)』  山梨県教育委員会

4)藤森栄- 1965 『井戸尻』 中央公論美術出版社

5)保坂康夫 1992 「山梨県下の平安時代鍛治遺構の様相」『山梨県考古学協会誌』第五号 山梨県考古学協

会

第 1図 遺跡の位置と週辺の遺跡
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第 3節 調査方法・調査区域

1.調査方法

事業用地は約210,000だ と広大であるが、事前の山梨県及び長坂町の教育委員会との協議の結果、切土・盛土

を行なう約80,000ゴ を調査の対象とすることとし、先ずその5%に あたる4,000だ 分 (170箇 所)の試掘坑を設定

して、埋蔵文化財の遺存状況を把握する目的で試掘調査を実施した (第 2図 )。

① 調査対象範囲現地確認 (便宜的にA～ G地区と称す)

② 樹木伐採及び障害物撤去

③ 国土座標系による試掘坑設定 (4× 4と 4× 12m、 170ケ 所)

④ 表土機械掘削

⑤ 自然層人力掘削

⑥ 遺構確認精査

⑦ 平面図作成

③ 試掘坑土層断面精査

③ 土層観察 。断面図作成

⑩ 写真撮影

⑪ 図面・写真整理

⑫ 埋蔵文化財確認調査報告書作成

試掘調査の結果、遺構382基、遺物518点が検出された (詳細は第 1章第 5節参照)。 この結果をうけて、調査

委員会 (詳細は第 1章第 4節参照)を開催 し、A・ BoE・ Gと いう4地区 (約25,000だ )について本格的な調

査を実施することとなった。

① 本格調査の範囲を確定させ、試掘の際に残されていた樹木の伐採と障害物撤去を行なった。

② 表上の掘削は、重機によって行なった。

③ 表土掘削終了後、遺構確認面までの掘削を行なった。A地区は土層堆積状態が複雑で、遺構確認面を確定

するのに手間取った。

④ 遺構確認作業を行ない、住居跡、石組土坑、土坑、炉跡、埋甕、性格不明遺構という遺構ごとに番号を付

した。

⑤ 遺構調査は、十字ベルトの設定後の掘削若しくは半哉によって土層観察帯を設け、写真撮影、図面作成、

土層観察後完掘し、全景写真撮影を行なった。なお、平面図の作成は写真測量によったが、住居跡の生活面

の平面図及び微細図は、手取りの実測で行なった。

⑥ 遺物は、原則として遺構ごとの一括取り上げを行なった。

⑦ 一部の遺構において覆上のサンプリングを行ない、ウォーター・ セパレーションを実施 した (詳細は第 7

章第 5節参照)。

2.調査区域

調査区は、試掘調査の際に便宜的にA～ G地区と称した。なお、本格調査の範囲を確定させる際に、F地区の

一部をA地区に含めて調査を実施 した。

調査区ごとに、国家座標系による10m× 10mの グリッドを設定し、東西に西からアルファベットで、南北に南

からアラビア数字で番号を付した。
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第 4節 調査・整理の経過

1.調査経過

く試掘調査〉

平成 4年

7月 2日 ～ 7月 8日 調査範囲の踏査、樹木伐採・試掘坑設定等の準備作業。

7月 9日 ～ 7月 18日  機械及び人力による自然層掘削作業。

7月 19日 ～ 7月 28日 遺構確認、図面作成、写真撮影作業。

7月 29日 ～8月 10日  図面・写真整理作業。

(本格調査〉

8月 H tt A地区よりB地区、E地区の1頂 に、調査区確定作業、樹木伐採作業、表土機械掘削を開始。

8月 17日  表土機械掘削が終了した部分より、遺構確認作業を開始。

8月 24日 A地区北半より、遺構調査を開始。

9月 24日  A地区北半の調査にメドがついたため、G地区の樹木伐採作業、表土機械掘削を開始。

9月 29日 A地区南半の表土機械掘削を開始 し、G地区での遺構確認作業、遺構調査を開始。

10月 1日 A地区南半の遺構確認作業を併行 して進めることとなった。

10月 10日  A地区南半の遺構調査を開始。

10月 16日  遺物の水洗い作業開始。

10月 31日 遺跡見学会を実施。約70名 の参加があった。

11月 4日 写真測量を実施。調査区全景写真撮影も行なう。

11月 14日  発掘調査を終了。A地区の埋め戻し作業を開始。

11月 30日 すべての作業を終了し、撤収を完了。

く整理調査〉

平成 5年

2月 1日  図面・写真整理作業開始。

3月 2日  ウォーター。セパレーション作業開始。

3月 9日 遺物抽出作業開始。

4月 10日  遺物水洗い。分類作業開始。

4月 28日 遺物接合作業開始。

5月 14日  遺物集計開始。

5月 21日 遺構図面と写真測量図面との合成作業開始。

6月 22日 拓本作業を開始。

7月 5日 遺物実測作業開始。

8月 16日  トレース作業開始。

9月 21日  図版レイアウト作業開始。

12月 20日 図版作成作業・原稿執筆開始。

平成 6年            ―

3月 20日 報告書印刷・製本終了。

2.調査委員会

本遺跡の調査に関する専門的・技術的事項を協議、調整するために、山梨県教育委員会、長坂町教育委員会、

新宿区、区民健康村遺跡調査団が新宿区区民健康村埋蔵文化財調査委員会を設置した。
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第 5節 試掘調査の概要

1.地 区別概 要

A地区 (第 1表 )

37ケ所 (追加 1ケ 所を含む)の試掘坑を設定 した。地区のほぼ全面から194基の遺構と247点 の遺物が検出され

ており、その量は調査地の中で最も多い。遺構は住居跡14軒をはじめとして、溝・土坑等であり、遺物は縄文土

器 (前期・ 中期・晩期)、 土師器 (奈良 。平安)、 石器等で、土偶 1点、瓦 3点 も検出されている。量的には縄文

前期の上器と土師器が多 く、住居跡はこの時期に帰属するものと考えられる。

B地区 (第 2表 )

13ケ所 (追加 1ケ所を含む)の試掘坑を設定 した。台地部 (Bl～ 4。 9・ 11・ 12)と 谷部に分けられる。遺

構 。遺物は主に北側台地部で検出されており、南側での分布は希薄である。遺構は住居跡 1軒 と土坑等66基であ

り、遺物は縄文土器 (前期 。後期)等27点が検出されている。

C地区 (第 3表 )

26ケ所の試掘坑を設定 した。東側斜面に若子の遺構が見 られるものの、全体的に遺構(22基)。 遺物(9点)|ま希

薄であった。なお、 C15～ 22は産業廃棄物によって埋め立て られていた。

D地区 (第 4表 )

25ケ所の試掘坑を設定 した。北東台地部に若干の遺構が見 られるものの、斜面 (D16～ 25)では殆ど遺構・遺

物は検出されなかった。全体的に、遺構 8基、遺物 5点 と、検出状況は希薄であった。

E地区 (第 5表 )

24ケ所の試掘坑を設定 した。周知の埋蔵文化財包蔵地 (長坂町No.82遺跡)に隣接する平坦部 (E3～ 7・ 11・

12)に おいて、住居跡 4軒 と縄文土器 (晩期)等が検出されている。 この他、斜面の下で若干の遺構・ 遺物が見

られ、全体 としては、遺構59基、遺物144点が検出され、A地区に次 ぐ量であった。

F地区 (第 6表 )

20ケ所の試掘坑を設定 した。A地区に隣接する部分 (F4～ 6)では、遺構の広がりがつかめたが、その他の

部分では、殆ど遺構・ 遺物は検出されなかった。全体で、遺構 5基、遺物11点が検出された。

G地区 (第 7表 )

30ケ 所 (追加 3ケ所を含む)の試掘坑を設定 した。尾根部北側 (G2・ 4～ 7)と A地区の南に隣接す る部分

において若干の遺構・ 遺物が検出されているが、全体的にその分布は希薄で、遺構28基、遺物75点であった。

2.出土遺物 (第 3図、第 9。 10表、図版49・ 50)

Aか らGま での 7地区において、518点の遺物が検出されたが、そのうち22点を図示 した。

1～ 10は縄文時代のものである。 1～ 4は諸磯 C式土器である。 1は棒状の結節浮線文が施されているもので

ある。 2・ 3は結節浮線文が発達するタイプで、渦巻状のモテーフをとるものであり、円形貼付文 も施されるも

のである。 4は集合沈線文を地文にもち、結節沈線文と円形貼付文が施されるもので、比較的大型の貼付文 も見

られる。いずれもA15か ら出土 している。

5・ 6は A10か ら出土 した中期初頭の土器であり、いずれも沈線文系である。

7～ 9は 曽利 Ⅱ式上器である。 7は地文に条線が施された口縁部破片である。 8・ 9は胴部破片で、結節縄文

が施されている。 7・ 8は A7、 9は A29か ら出上 している①

10～ 15は 晩期終末 (氷 I式期)の土器である。10～ 12は浅鉢である。10は内湾気味に立ち上がる器形で、頸部

無文帯を有 し、体部のモチーフは、沈線部を磨き込み浮線を作 り出している。11は沈線による浮線風なモチーフ

のもので、12は沈線部のみ残存するものである。 13・ 14は甕の口縁部片である。端部に低い山の突起をもち、日

縁部モチーフは 2条の凹線をやや離 して平行に引いただけで、14は凹線を近接 して引き、浮線文を作 り出 してい

る。15は深鉢の回縁部片で、 2条の凹線文をもつ。15は A12か ら、10・ 12～ 14は E6か ら、11は G9か ら出土 し
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第 1表 A地区

No 規模 縦XttX深さ(a) 検出遺構数 ピット1土坑 1 溝 1住居跡i不明 出土遺物数 縛牡器 弼阻器 土師器 i陶器 1石器 1鉾朝品 礫 その他

1 4× 12× 03 8 8 2 1 1硯 1

2 4× 12× 06 4 t 1 1 2

3 4× 12× 05 5 3 1 1 0

4 4× 12× 03 8 1 2 5 3 1 キセル 1

5 4× 12× 06 8 7 1 0

6 4× 12× 04 ll 9 1 1 0

7 4× 12× 04 17 3 1 2

4× 4× 04 2 4

4× 4× 04 3 9 1 1瓦 1

4× 12× 03 1 2 3

11 4× 12× 04 7 4 1 9 5 2 2

12 4× 4× 04 7 7 8 6 1 と

4× 12× 03 0 0

4× 12× 02 3 1 2

4× 12× 07 5 3 l 1 8 6

4× 12× 06 8 8 2 1 2 1 7

4× 12× 05 4 3 3 11 1 2

4× 12× 09 2 1 1
1

4× 12× 11 0

4× 12× 05 5 5 11 l

4× 12× 03 5 3 2 3 2 1瓦 1

4× 12× 02 0 0

4× 12× 04 0 0

4× 12× 04 10 2 5 3 0

8× 4× 05 4 3 1 3 2 瓦 1

4× 4× 09 0 1 土偶 1

12× 4× 05 6 4 l 2 2 1 1

4× 4× 03 2 1 l 1 1

12× 4× 04 3 1 1 5

4× 8× 08 3 1 1 1 1 1

12× 4× 08 5 1 1

4× 4× 06 3 0

4× 4× 07 1 1 0

4× 4× 04 2 1 1 3 3

4× 4× 03 2 2 0

4× 4× 03 0

4× 12× 03 0 3

第 2表  B地区

規模 縦XttX深さ(m) 険出醐 ピット1土坑 1 溝 i住居跡1不明 出上遺物数 鰯 暇 土師器 陶器 石器 劉咄 礫 その他

1 4× 12× 02 9 1 9 1

2 4× 12× 03 5 ユ 4 1 1

3 4× 12× 05 9 2 2 4 1 11 2 1

4 4× 2× 03 5 1 1 瓦 1

4× 2× 11 7 1 0

6 4× 2× 09 3 l 5 5 5

7 4× 2× 08 0

4× 2× 08 0

4× 2× 04 0 0

4× 2× 04 0 0

11 4× 2× 04 0 0

4× 4× 05 4 3 1 0

12× 4× 04 4 1 3 0
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第 3表  C地区

規模 縦XttX深さ(m) 検醐 ピット 土 坑 溝 1住居跡1不明 出土遺物数 鰯仕器i棚趾器1土師器 i陶器 1石器 劉饂 礫 その他

1 4× 4× 03 0 [ 1

2 4× 4× 04 0 0

3 4× 4× 03 0 0

4 4× 4× 02 0 0

5 4× 4× 03 0 0

6 4× 4× 05 0 0

7 4× 4× 05 0 0

8 4× 4× 05 0 0

9 4× 4× 11 0 1 1

4× 4× 05 0

4× 4× 04 2 2

4× 4× 07 0 1 1

4× 4× 05 8 4 2 2

4× 4× 05 8 7 と 1 1

0

0

0

0

0

0

0

4× 12× 08 4 4 2 1 l

12× 4× 15 0 2 2

12× 4× 16 0 1 1

第 4表  D地区

No 規模 縦X横 ×深さ(m) 検出遺岸醐 ピット 土坑 溝 1住居跡1不明 出土遺物数 縛牡器 弼土器 土師器 1陶器 1石器 1鉾朝品1 礫 | その他

1 4× 4× 03 0 0

2 4× 4× 03 0 0

3 4× 4× 03 2 0

4 4× 4× 04 0 0

5 4× 4× 04 0 0

6 4× 4× 04 2 0

7 4× 4× 03 0 0

4× 4× 04 0 0

4× 4× 02 0

4× 4× 04 1 と 0

11 4× 4× 03 0 0

4× 4× 03 0

13 4× 4× 07 0

4× 4× 03 0

4× 4× 03 1 と 0

4× 4× 03 2 t 1 1 1

17 4× 4× 03 0 2

4× 4× 02 0 0

4× 4× 02 0 0

4× 4× 02 0 0

4× 4× 03 0 0

4 ×4× 04 0 2 1 l

4 ×4× 02 0 0
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No 規模 縦XttX深さ(m) 検出遺構数 ピット1土坑 1 溝 !住居跡1不明 出土遺物数 鰐 1蹴 土師器 陶器 石器 i鎌融語 礫 : その他

4× 4× 02 0 0

4× 4× 03 0 0

第 5表  E地区

No 規模 縦XttX深さ(m) 検醐 ピット 土坑 溝 1住居跡1不明 出土遺物数 鰯 脳 土師器 陶器 石器 棚 礫 その他

1 4× 4× 08 0 4 1 3

2 4× 4× i4 0 3 3

3 4× 4× 04 7 1 4 1

4 4× 4× 03 5 3 2 3 4

4× 4× 03 1 1 7 1

4× 4× 03 1
2

7 4× 4× 07 2 1 2 1 ユ

4× 4× 06 1 1 2

9 4× 4× 04 3 1 1 l 2 1 ユ

10 4× 4× 04 0 5 2 3

11 4× 4× 03 8 5 2 ユ 4 4

4× 4× 03 4 2 1 1 7 2 1

4× 4× 04 2 2 6 1

4× 4× 13 1 1 1

4× 4× 03 0 0

4× 4× 02 0

4× 4× 03 0 1 1

4× 4× 02 0 1 1

4× 4× 03 0 0

4× 4× 02 0 0

4× 4× 02 0 0

4× 4× 03 0 0

4× 4× 03 0

4× 4× 02 0

第 6表  F地区

規模 縦XttX深さ(m) 検出追構敷 ピット 土坑 溝 1住居跡1不明 出土遺物数 脳 脳 土師器 陶器 1石器 釧 礫 その他

と 4× 4× 02 0 4 3 1

2 4× 4× 05 2 1 1 0

3 4× 4× 09 0 2 1 1

4 4× 4× 05 2 1 1 0

5 4× 4× 05 1 1 0

6 4× 4× 04 0 1 瓦 1

7 4× 4× 04 0 1 l

8 4× 4× 04 0

9 4× 4× 02 0

10 4× 4× 02 0 0

4× 4× 03 0 0

4× 4× 03 0 0

4× 4× 03 0 I 1

4× 4× 02 0 0

5 4× 4× 04 0 0

4× 4× 02 0

7 4× 4× 03 0

4× 4× 02 0

4× 4× 03 0 0

4× 4× 03 0 2 1 1
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第 7表  G地区

No 規模 縦XttX深さ(m) 険醐 ピット1土坑 溝 1住居跡1不明 出土遺物数 隅 嘲 土師器 陶器 石器 瓢 礫 その他

1 4× 4× 03 0 0

2 4× 4× 03 5 2 2 l 0

3 4× 4× 02 0 0

4 4× 4× 03 2 2 0

5 4× 4× 03 l 1 2 1 l

6 4× 4× 03 2 1 ユ t l

7 4× 4× 03 1 1 0

8 4× 4× 02 0 2 l t

9 4× 4× 03 0 7 6 骨 1

4× 4× 03 0 2

11 4× 4× 03 0 1 1

4× 4× 03 0 1 1

4× 4× 02 0 1 1

4× 4× 02 0 0

4× 4× 02 0 1 1

4× 4× 02 0 17 1

17 4× 4× 04 5 と 2 2 9

4× 4× 03 1 1 0

4× 4× 05 0 1 1

4× 4× 04 0 6 5 1

4× 4× 04 0 1 と

4× 4× 02 3 1 2 5 5

4× 4× 02 0 1 1

4× 4× 03 0 1 1

4× 4× 03 0 2 1 1

4× 4× 03 0

4× 4× 05 5 4 1

4× 4× 03 0 4 1 1

4× 4× 04 3 3 1 1

4× 4× 02 0 1 ユ

第 8表 試掘調査における地区別遺構 。遺物数

検出遺構数 検出遺物数

A地区 194基 (51%) A地区 247点 (48%)

B地区  66基 (17%) B地区  27点 (5%)

C地区  22基 (6%) C地区   9点 (2%)

D地区   8基 (2%) D地区   5点 (1%)

E地区  59基 (15%) E地区 144点 (28%)

F地区   5基 (1%) F地区  11点 (2%)

G地区  28基 (7%) G地区  75点 (14%)

計  382基 計  518点
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ている。

16は土偶の左足部分である。いわゆる出尻土偶 と呼ばれるもので、曽利式期に相当するものである。 A26か ら

出土 している。

17は左側縁部を欠損 した石皿であり、 E4か ら出土 している。18は撥形の打製石斧であり、比較的大型のもの

で、形 も整っている。 G30か ら出土 している。19は黒曜石製の石鏃である。凹基無茎鏃で、基部をわずかに欠損

している。 A15か ら出土 している。

20・ 22は平安時代のものである。20は土師器の郭で、体部外面にヘラ削 り、内面に放射状暗文が施されており、

底部は糸切 りの後、外周のみにヘラ削 りが施される。 A17か ら出土 している。22は A2か ら出土 した鉄鏃である。

身部が蛇頭状を呈するもので、残存長17.5cmを測る。

21は硯と思われるもので、作 りが粗いことから未製品であると考えられる。Alか ら出土 している。

3.ま とめ

調査の結果、遺構382基、遺物518点が検出され、当初の予想以上に埋蔵文化財包蔵地の広がりが確認できた。

当該地一帯は、雑木林と畑地で構成されているが、『包含層』はA地区の一部を除いては検出されず、表土層

直下で遺構が検出される場合が多かった。 したがって、ここで検出された遺物の大半は、表土中に混在するもの

であった。また、遺構は、住居跡と考えられたものも柱穴状のピットも同じように 1基 と数えているため、数量

的にはかなり多 く感じられる。

遺構は、A・ B・ E地区において、全体の 1割を越える量が検出されており、遺物は、A・ E・ G地区におい

て、総量の 1割を越える状況であった (第 8表 )。

この結果と、その具体的な内容を検討した上で、A・ B・ E・ G地区を本格調査の対象とすることとなった。

第9表 出土石器・石製品一覧表

図 番号 出土位置 器種 石材 長さ⑤⑪ 幅 (mlll) 厚さ いの 琶畳 (g) 状態

第 3区 E4 石皿 輝石安山岩 (2056) 6,9100

G30 打製石斧 ホル ンフェルス 290 5754

A15 石鏃 黒曜石 (227) (142)

Al 硯 粘板岩 630 606

第10表 土師器観察表

番号 器種 法量 (cm) 外面特徴 内面特徴 底部 胎土 色 調 焼成 備考

第 3 区

杯

(64)

ヘラ削り 横ナデ

放射状暗文

糸切り→外周ヘラ

肖」り

緻密

雲母を含む

赤褐色

良好

A17出土

―-14-―



第 2章 A地区

第 1節 概要

1.地 区 の概要 (第 5図 )

事業地の中央西側に位置する畑地であった部分を中心とした、約18,000だ がA地区である。

調査区北西すみに最高点をもち、北か ら南及び、西から東への傾斜地となっており、中央南側及び東側はほば

平坦になっている。標高は746.0～ 761.5mを測る。

斜面地では、自然層がかなり流失 しているようで、 ローム層 (Ⅲ a層)上面において、部分的に礫混 じリロー

ム層が露頭 している。

また、調査区南半の平坦面には、東から浅い谷が回 り込むように入っているようで、帯状に黒色土が広がる部

分が確認されている (第 5図点線内)。

2.遺 構

遺構は、平安時代のものを中心として、縄文時代、中世のものであり、住居跡16軒、土坑14基、焼土坑 2基、

埋甕 3基、石組土坑 6基、竪穴状遺構 1基、屋外炉 9基などが検出されている。

縄文時代のものは住居跡 2軒、土坑12基、埋甕 3基などであり、時期的には前期、中期、晩期に比定されるも

のである。埋甕のうち 1基 は晩期のもので、土器棺墓 として捉えられる。

平安時代のものは住居跡14軒である。一部の住居跡には、拡張もしくは建て替えの様相が窺えるが、以下の記

述では、大きく1軒の住居跡として扱っている。14軒の住居跡はA地区の平坦部に営まれている。出土遺物の違

いから、谷を埋めている黒色土中に位置するものと、 この外側にあるものとに、若干の時間差のあることが想定

7520m
7500m

7550m

D-8

B-10

Ia暗 褐 色 土
Ib褐  色  土
Ic暗 褐 色 土

■a黒 褐 色 土
Ⅱb暗 褐 色 土
Ⅱb′ 暗 掲 色 土
Ⅱc褐  色  土
Ⅲa黄 褐 色 土
Ⅲb黄 褐 色 土
Ⅲc黄 褐 色 土
Ⅲd灰 白 色 土
Ⅳ 明責褐色軽石層
V白 色 粘 質 土
Ⅵ 赤 褐 色 粘 質 土

黄 白 色 土

赤 褐 色 粘 質 土

責 褐 色 土

明 責 褐 色 土

褐  色  土

黄 褐 色 土

黄 褐 色 土

H・ I-9。 10

やや黒みが強 く白っばい。赤色 スコリアを中量、灰白色 スコリアを多量、黒色スコリア、 ローム粒子を少量含む。粘性弱、 しまりややあり。
Ia層 土 にブロック状のローム土を多量、黒色 スコ リア、灰白色スコ リアを少量、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

起甚蒙 ゼまず宝ぞ守F暗
褐色土を主体 にブロック状の黒褐色土粒 と、黒色スコリア、 ローム粒を少量、灰白色スコ リアを中量、炭化物を微量合む。

黒みが強 く、ややつやがある。 ブロック状の嗜褐色土、責褐色 スコリア、黒色スコ リア、 ローム粒を少量含む。粘性弱、 しまりややあり。
暗褐色土を主体に黄褐色土粒、黒色スコリアを少量、赤色 スコリアを微量含む。粘性弱、 しまりあり。
嗜褐色土を主体に黄褐色を中量、黒褐色土 ブロック、黒色スコリアを少量、白色スコリアを微量含む。粘性強、 しまりあ り。
黄掲色土を主体に暗褐色土を中量、黒色スコリアを少量、 白色スコリアを微量含む。粘性強、 しまりややあり。
ソフ トロームで含有物が無 、ヽ やや橙色 に近 い。粘性弱、 しまりややな し。
ソフ トロームでⅢa層 よりやや黒 っぼ くしまっている。黒色 スコリア、白色 スコリア、灰白色スコリアを少量含む。粘性弱、 しまりふつ う。
ソフ トロームでIa層 よりやや白っぽ く白色スコ リアを多量、黒色スコリアを微量含む。粘性な し、 しまり強。
Ⅲc層 より自色スコリアが多 く、底部に灰緑色の火山灰の塊を含む。
味噌土 とも呼ばれる。御岳第 1軽石層 (Pm― I)。

白色スコリアを多量含みざらざらしている。粘性強、 しまり強。
拳大のもるい礫を中量含む。粘性強、 しまり強。
Ⅳ層上、Ⅲd層土、 V層上の混合上で黒色 スコ リアを少量含む。粘性強、 しまりあり。
Ⅶ層土が白っぽ く変質 したもの。粘性強、 しまり強。
粒子が粗 く黒色スコリア、白色スコリア、緑灰色 スコ リア、赤褐色スコ リアを含む。粘性強、 しまりあり。
黒色スコリアを多量、白色 スコリアを微量含む。粘性強、 しまりあり。
黒色 スコリアを多量、白色女コリアを微量含む。粘性強、 しまりあり。
黒色スコリア、白色スコリア、緑灰色 スコ リア、赤掲色 スコリアを含む。粘性強、 しまりあり。
にない黄色細砂、黒色スコリアを多量、 白色 スコ リア、暗緑灰色スコリアを中量、橙色土粒を少量含む。粘性強、 しまりあ り。

第 4図  A地区基本層序 (S=1/60)
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されている (第 7章第 4節 )。 また、カマ ドが検出されず床面に炉をもつ住居があるが、その性格は確定で きな

かった。

中世のものは石組土坑 6基、土坑 2基である。石組土坑は共伴遺物が殆どなく時期決定に苦慮 していたが、 1

基において内耳土鍋が検出されたため、他 も同時期のものと判断 した。

時期不明のものとして、屋外炉 9基と溝 1条がある。また、詳細な記述を行なわなかった遺構 9基は、非キ由出

遺構として掲載 した (第30表 )。

3.遺物

遺物は、全体で8,800点程検出されており、縄文土器、土師器、灰釉陶器、石器、鉄器などがある。

縄文土器は遺構内・外とも前期末のものが圧倒的に多く、ほかは中期初頭、中期後半、後期初頭、晩期末のも

のがある。

土師器は平安時代のもので、甲斐型土器編年のⅧ期から�期にかけてのものである。

4.基本層序

調査区は斜面地と平坦地に分けられるが、 3ケ 所のテストピットで観察された自然層の堆積状況 (第 4図)も、

斜面地 (B-10)と 平坦地 (H・ I-9・ 10)で は異なっている。更に、北側の斜面上部では、 I層の下にす ぐ

Ⅲ層がくる状況であり、基本的にローム層 (Ⅲ a層)上面を遺構確認面としたものの、全体的にこの作業面を確

定するのに手間取った。特に、平坦地の黒色上で覆われた埋没谷部では、 4本の トレンチを設定 して谷の上層堆

積状況 (第 4図 D-8)の 把握を行なうことによって、黒色土中に住居跡が営まれていることが明らかとなった。

最終的には、すべての遺構がⅡa層及びⅢ層上面において検出された。

第 2節 縄文時代

1.遺 構 と遺 物

6号住居跡 (第 6・ 7図、図版 5)

E-13グ リッドの斜面に位置 し、南東部は斜面の下となるため、明確にしえなかった。

残存する規模は長径54m、 短径4.8m、 深さ50cmを測り、隅丸方形を呈するものである。ただし主軸方向は不

明である。

壁はほば垂直に立ち上がっており、覆土は10層 に分けられるが、その堆積状況には切り合い (立ち上がり)と

見 られる部分 もあり、本来の規模はより小さいものであったことも考えられる。

床は、地形の傾斜に沿 って北から南に若干傾いており、多少の凸凹をもっている。 しかし、地山面において、

ローム層下の白色粘土層が露頭 していたりして、正確に床面が認識できていなかったことも考えられる。

炉跡は住居のほぼ中央に位置 し、長径74cm、 短径67cm、 焼土面までの深さ3cmを測り、不整円形を呈する地

床炉である。覆土は 3層に分けられ、焼土層の厚さは 5cmで、被熱ロームの厚さは 7cmを 測る。

このほか、炉跡の南北に 2箇所の焼土溜まりがあった。ゴヒ側のものは、長径043m、 短径0.3m、 高 さ 2cmを

測り、不整円形を呈する火皿状のものである。また南側のものは、長径09m、 短径0.32m、 深さ 2 cmを 測 る長

楕円形の部分に、南北に分かれて焼土がかたまっているものである。いずれも、積極的に炉跡と認定 しえなか っ

たものである。

出土遺物 (第 8・ 9図、第11表、図版51)

覆土中からは約600点 の遺物が出土 した。内訳は縄文土器、石器・ 千J片、礫などか らなるが、縄文土器がほぼ

半分を占める。次に石器・剖片の出土量が多 く、220点程となる。図示 したものは土器13点、石器22点である。

縄文土器は諸磯 C式を主体としたもので、後述する土坑群出土土器との接合例がいくつかある。 1は 4単位の

波状口縁を有する土器である。波頂部、波底部から棒状の結節浮線文が施されており、 2個 1組で円形貼付文 も

配されている。地文は、日縁部文様帯は矢羽状に、頸部は横位に集合沈線文が施されている。 2は 4単位の波状

-16-―
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黒褐色土 黒褐色土を主体に暗褐色土 ブロックを少量、自色粘土粒を中量、責褐色土 ブロック、炭化物を微量、赤色 スコ リアを微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

黒褐色±  1と ほぼ同 じだが、暗褐色土ブロックを中量含む。粘性弱、 しまりややな し。

黒褐色±  2と ほぼ同 じだが、黄掲色土プロックを中量含む。粘性やや強、 しまりややあり。

黒褐色±  1と はぼ同 じだが、暗褐色土 プロックはより少な く、黄褐色土粒を中量含む。粘性弱、 しまりややあ り。

暗褐色±  1と ほぼ同 じだが、暗褐色土ブロックを多量に含む。粘性弱、 しまりややな し。

暗褐色土 暗褐色土を主体に黒褐色土 ブロック、責褐色土粒を中量、責褐色土 プロック、白色粘土粒、焼土粒を少量、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりあり。

暗褐色±  6と ほぼ同 じだが、焼土粒は含まず、黄褐色土 ブロックを多量に含む。粘性弱、 しまりあり。

暗褐色±  3と ほぼ同 じだが、黄白色土粒を少量、白色粘土粒を 3よ り多 く含む。粘性弱、 しまりややあり。

黄褐色土 黄褐色土を主体 に黒褐色土粒が少量混入する。粘性強、 しまりあり。

暗褐色土 暗褐色土を主体 に責褐色土粒を中量、白色粘土粒を少量、炭化物を微量、黒色スコリアを微量含む。粘性弱、 しまり普通。

第 6図  6号住居跡
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一一≪⊆藍こ匿三二ぅ》―

7574m 7544m

1焼  土

2 暗褐色土

赤褐色土。非常 に固い。粘性な し、 しまり強。

暗褐色土にローム粒を少量合む。粘性な し、 し

まりな し。

1 焼土 赤褐色上。粘性なし、しまり強。

0                 1m

1 暗褐色土 暗褐色上 にローム粒を少量、炭化物粒が

微量混入 している。粘性な し、 しまりな

し。
2 焼  土 赤褐色土。粘性な し、 しまり強。

第7図  6号住居跡炉

口縁を有するもので、結節浮線文により渦巻状のモチーフをとる。波頂下に 2個 1組の渦巻文を配 し、器面は 4

分割される。円形貼付文は、 3個 1組で配されている。 8・ 13も 2と 同様に、結節浮線文により渦巻文が施され

る土器である。 3・ 4は集合沈線文が施された底部破片で、 3は 円形貼付文 も配されている。 5・ 6は結節浮線

文と円形貼付文が、 7・ 12は結節沈線文と円形貼付文が施されている。 6の 円形貼付文上には半哉竹管で刺突が

加えられる。有孔浅鉢 も出土 しているが復元可能なものはなく、 2点のみ破片を図示 した (9・ 10)。

石器は37点出土 した。 1～ 7は石鏃である。 1～ 5は凹基無茎鏃で、 6・ 7は未製品である。 8・ 9は石錐で

ある。10は スクレイパーである。両側縁に急斜度の調整を加え、刃部 としている。11～ 16は細部調整剖片である。

先端が尖るもの (12・ 13)は石錐とも考えられるが、調整が部分的であることなどから、細部調整手」片 とした。

17は両極手」片であるが、厚い剰片を分割 してから両極手」離を行なっていることから、両極石核とも見ることがで

きる。18は石匙のつまみ部分である。19は撥形の打製石斧で、下部を欠損 している。20は 凹石、21・ 22は磨石で

ある。

17号住居跡 (第10図、図版 6～ 8)

D-5・ 6グ リッドに位置する。表土機械掘削の際に掘 り過ぎたきらいがあり、東側の壁はかなり削 られてい

る。

残存する規模は長径4.5m、 短径42皿、最大深22cmを測 り、楕円形を呈するものである。主軸方向はN-40° 一

Wであった。

覆土は10層 に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を示 しているが、全体的に炭化粒を若干含んでいた。

床はほぼ平坦であるが、西壁沿いおよび炉跡の南側に、20点程の角礫が置かれていた。壁はなだらかに立ち上

がっており、幅 4～ 1lcm、 深さ10～ 12cmの 壁溝が全周 していた。

ピットは 5基検出され、 4基が主柱穴と考えられる。南東壁際のピットには、東西に板状の石が平行に半分埋

まった状態で立て られており、入 り日部に係わる施設と考えられる。

炉跡は主軸上の中央北寄 りに位置 し、長径1.lm、 短径1.Om、 焼土面までの深さ38cmを測り、長方形を呈す る

石囲い炉である。覆土は 8層 に分けられ、焼土層の厚さは最高 8cmで、被熱ロームの厚さは10cmを 測る。

出上遺物 (第 11・ 12図、第12表、図版52・ 53)

覆土中からは約150点の遺物が出土 した。図示 したものは土器 5点、石器 4点である。

1は 曽利Ⅲ式に比定される土器で、復元 してあるが、回縁部～胴下部と、底部破片は接合 していない。地文 に

5条の条線を施 し、蛇行沈線文を配すものである。 3も 条線をもつ もので、隆帯と蛇行沈線文が施されている。
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第11表  6号住居跡出土石器一覧表

図 番捐 器種 石材 長さ⑤⑪ 幅 (mm) 厚さ 6� ) 琶 量 (g) 備 考

第 9図 1 石鏃 黒曜石 10

2 石鏃 黒曜石 172

3 石鏃 黒曜石 226

4 石鏃 黒曜石 (253) 12

5 石鏃 黒曜石 (140) 21

石鏃 黒曜石 未製品

7 石鏃 黒曜石 未製品

8 石錐 黒曜石 (167)

9 石錐 黒曜石

スクレイパー 黒曜石

細部調整工U片 黒曜石 325

2 細部調整剰片 黒曜石

細部調整ま」片 黒曜石

4 細部調整剖片 黒曜石 (203)

5 細部調整まU片 黒曜石 77

6 細部調整剖片 黒曜石 267

7 両極工J片 黒曜石

石 匙 黒曜石 (187) 74

打製石斧 粘板岩 (917)

凹石 輝石安山岩 700

21 磨石 輝石安山岩 1027 4930

磨石 輝石安山岩 377 2858

2も 沈線文が垂下するが、地文はLR縄文である。 4・ 5は頸部にX字状把手をもつ大甕の破片である。隆帯に

よる渦巻文と、地文にはRL縄文が施されている。

石器は 5点出土 し、そのうち 4点を図示 した。 1は下部を欠損 しており全体の形状は不明であるが、石鏃と比

較 して大型であるので、ここでは両面調整石器 としてある。 2は石核、 3・ 4は打製石斧である。 3は撥形、 4

は短冊形であると思われる。

土坑群 (第 13・ 14・ 16～ 19図、第13表、図版 5・ 54～ 61)

F-13グ リッドの、急斜面から緩斜面への変換点付近に位置する11基 の土坑 と2基の焼土坑である。

当初、竪穴状遺構として調査を行なっていたが、検出されたピットの殆どが柱穴というには大きいことと、配

列が不規則であること、そして、焼土を有するピット (炉跡)が壁際に位置することに加えていくつかの上坑の

掘 り込み面が、竪穴状遺構の覆土上面になる点から、全体は自然地形の溜まりとして認識 し、 ピットを上坑に、

焼土を有するピット (炉跡)を焼土坑に、そしてこれらをまとめて土坑群として扱 うこととした。

出土土器は殆どが諸磯 C式に比定されるものであり、土坑間で、また 6号住居跡との接合例がある。

個々の土坑 。焼土坑の様相は以下のとおりである。

1号上坑

残存する規模は長径098m、 短径0.65m、 深さ46cmを測り、不整形を呈 している。断面形は逆台形である。

主軸方向はN-50° ―Wであった。

覆土は 6層 に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を示 している。

底面はほば平坦である。

覆土中からは3点の縄文土器が出土 した。第16図 6は底部破片であり、横位の集合沈線文と円形貼付文が施

されている。

3号上坑

残存する規模は長径0.8m、 短径0,76m、 深さ22cmを測り、不整形を呈 している。断面形 は逆台形である。

主軸方向はN-68° ―Eであった。

覆土は 2層 に分けられ、自然堆積の様相を示 している。
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1 暗 褐 色 土 ローム粒微量、 ロームブロック微量含む。粘性弱、

しまり普通。

2 暗 褐 色 土

 長屁ぅ警争ラ抜畳吾念F尼性亀争写|ノあ鰹 篭響

塾

3 暗 褐 色 ± 2よ りやや暗い。 ローム粒微量、 ロームブロック

微量、炭化粒微量含む。粘性弱、 しま り普通。

4 暗 褐 色 ±  2よ りやや明るい。 ローム粒多量、 ロームブロッ

ク中量、炭化粒微量、炭化 ブロック微量含む。粘

性弱、 しまり普通。

5 暗黄褐色土 ローム粒多量、 ロームブロック多量含 む。粘性弱、

しまりややなし。

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

髄髄
髄
髄
絶髄
髄
髄
雑
髄

黒

黒

黒

暗

嗜

黒

黒

黒

明

黄

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

ローム粒微量、 ロームブロック微量、炭化粒微量、炭化物微量含む。粘性弱、 しまり普通。
1よ りやや明るい。 ローム粒微量、 ロームブロック微量、炭化粒微量、炭化物微量含む。粘性弱、 しまり普通。
2よ りやや明るい。 ローム粒微量、 ロームブロック微量、焼土粒微量、炭化粒微量含む。粘性弱、 しまり普通。
ローム粒微量、 ロームブロック微量、炭化粒微量、炭化物微量、焼土粒微量、焼土 ブロック微量含む。粘性弱、 しまり普通。
ローム粒微量、 ロームブロック微量、炭化粒微量、焼土粒中量、焼土 プロック微量含む。粘性弱、 しまり普通。
1よ りやや嗜い。 ローム粒微量、 ロームブロ ック微量、炭化粒微量、焼土粒微量、焼土 ブロック微量含む。粘性弱、 しまり普通。
1よ りやや暗 ちヽ ローム粒微量、 ロームブロック微量、炭化粒微量、炭化物微量、焼土粒微量、焼土 ブロック微量含む。粘性弱、 しまり普通。
焼土粒微量、焼土 ブロック微量含む。粘性弱、 しまり普通。

炭化粒微量含む。粘性弱、 しまりあり。

被熱 コーム。粘性弱、 しまりあり。

第 10図  17号住居跡
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第11図  17号住居跡出土土器

等
1

聾  3 ~4

10cm

底面はほぼ平坦である。

覆土中からは約30点 の遺物が出土 し、土器 2点 と、石器 1点を図示 した。第16図 1は集合沈線文 と円形貼付

文が施されている。第18図 27は ミニチュア土器の底部で、 4号土坑と接合 したものである。第19図 1は細部調

整崇J片である。下端部に調整が加えられている。

4号土坑

残存する規模は長径085m、 短径074m、 深さ16cmを測 り、不整円形を呈 している。断面形は逆台形である。

主軸方向はN-45° 一Eで あった。

覆土は 3層 に分けられ、自然堆積の様相を示 している。

底面はほぼ平坦である。

覆土中からは約10点の遺物が出土 した。第18図28は ミニチュア土器で、沈線文が施されている。

第12表  17号住居跡出土石器―覧表

図 番号 器種 石材 長さ (め 幅 (a ll) 厚さ ⑤0 重量 (g) 備 考

第12図 l 両面調整石器 黒曜石

2 石核 黒曜石

3 打製石斧 砂岩

4 打製石斧 角閃岩
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的∂
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1号焼

1号土坑
75と In攪乱

暗褐色土 暗褐色土 を主体に、黒褐色上、炭化物 を
少量含む。粘性強、しまり普通。

暗褐色±  1と ほぼ同 じだが、黒褐色土ブロックを

中量含む。粘性強、 しま り普通。
暗褐色±  2層 土に基本層序のⅣ層土 をブコック状

に含む。粘性強、 しま り普通。
掲 色 土 黄褐色上 を主体 に、暗褐色上 を多量、自

色スコリアを少量、黒色スコ リアを微量
含む。粘性弱、 しま りややあ り。

暗掲色土 暗褐色土 を主体に、黒褐色土、黄褐色土

を少量含む。粘性弱、 しまりややあ り。
黄褐色土 黄褐色上 を主体に、 3層土 を少量含む。

粘性弱、しまりややあ り。

D′
坐智

暗褐色土 暗褐色上 を主体に、褐色上 をブロッ
ク状に含む。 白色スコリア、黒色ス
コリアを少量、赤色スコリアを微量、
ローム粒 を中量含む。粘性強、 しま
りあ り。

褐 色 土 黄褐色土を主体に、黒褐色上、暗褐
色土 を少量、自色スコリアを中量含
む。粘性弱、しまりややあ り。

K′ 型聖!m

暗褐色土にローム粒を微量、娩土粒を少量含む。粘性弱、
しまり弱。
赤褐色上に暗褐色土を少量含む。粘性なし、しまり強。

0                  1m
ll l l   l

暗褐色土 暗褐色土 を主体 として、黒褐色
土、責褐色上 を少量、自色スコ

リア を中量、赤色スコリア を少

量、炭化物 を微量含む。粘性弱、
しま りややあ り。

黄褐色土 責褐色上 を主体に、 1層 上 を少

量含む。粘性弱、しま りややあ り。
黄褐色土 黄褐色上 を主体に、暗褐色土 を

多量含む。 自色スコ リアを少量、
黒色ス コ リアを微量含む。粘性
弱、 しま りややあ り。

1号焼土坑    _K

2号焼土坑

/A′

3号土坑

B/
C′

4号土坑  /

/◎
C

I＼＼＼ノ
((::')t「

土坑
  E＼

6号土坑

Ｋ／一〈い］》／Ｋ

F′

/

5号土坑

1 暗褐色土

2 焼  土

7号土坑

号土坑

L′

ロームプロックを中量 、炭化物 を少
量含む。粘性弱、 しま りやや あ り。

2 暗掲色土 褐色上 を主体に、暗褐色土 を多量含
む。ローム粒 を多量、自色ス コリア
黒色スコ リア、炭化物 を少量、赤色
スコリアを微量含む。粘性弱、 しま
りあ り。

3 褐 色 土 褐色土 を主体に、黒褐色上、暗褐色

1       †m  蛇
′健筆昇しま争る尋払丁1中

量含む。

9号土坑

｀
＼

G′

＼
＼

H′
  

＼＼
E′

c坐 ♀m4号土坑 _c′

1

2

3

4

L′ 二壁!m

第13図 土坑群 (1)
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12号土坑

B′
坐 〒m3号

土坑
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F坐4?n

E′
二聖?m

7号土坑
――F′

1 暗褐色土

2 暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄白色土

褐 色 土

褐 色 土

暗褐色土を主体に、褐色土を少量ブロック状に含む。白色 スコ リア、 ローム粒を

i:ここ:真:i:急身巨§拿早与与31富::ξ::喜子テiごξ〕F,ここ
7営こ:≧森:争彗哲乙Υ皇倍屋空を寡≦昏急F稚悔路習しまあ隼卓猛

'P°藝蓬毒廊キ低 珊 官謙 を、乾陥象
ま
3事霧ぞ増丞暁

基本層序の Ib層 よリロームブロックが少ない。粘性弱、 しまりややあり。

8号土坑 6号土坑

しまりや

―一」
′

暗褐色土 暗褐色土に褐色土がブロック状で混入

している。 白色スコ リアを少量、黒色

スコリアを微量含む。粘性強、 しまり

あり。

黄褐色土 黄褐色土を主体に、暗褐色上を多量に

含む。 白色 スコリアを少量、黒色スコ

リアを微量含む。粘性弱、 しまりやや

あ り。

暗褐色±  1層上を主体 に、黄白色土を少量、炭

化物を中量含む。粘性弱、 しまりやや

あり。

暗褐色±  1層土を主体に、黄白色土を中量、炭

化物を多量含む。粘性弱、 しまりやや

あり。

褐 色 土 褐色上を主体に、暗褐色土が中量混入

している。粘性な し、 しまりな し。

責白色土 黄白色土を主体に、暗褐色上がブロッ

ク状に混入 している。粘性強、 しまり

ややあり。

第14図 土坑群 (2)

9号土坑

G′ 1三三二6P
―

G

暗褐色土 暗褐色土を主体に、褐色土を少量、白色

スコリアを中量、赤色 スコリアを少量含

む。粘性弱、 しま りややあり。

暗褐色土 暗褐色土を主体に、褐色上を少量 ブロッ

ク状に含む。炭化物、赤色スコリアを微

量 ローム粒 を少量含む。粘性弱、 しま

りややあり。

暗褐色±  2と ほぼ同 じだが、 ローム粒を中量含む。

粘性弱、 しまりややあ り。

褐 色 土 褐色土を主体に、黄褐色土 ブロ ックを多

量に含む。粘性強、 しまりややあり。

暗褐色土 暗褐色土を主体 に、 ローム粒を多量に、

ロームブロックは 4層上の 1/4程度、

白色 スコリアを微量含む。粘性強、 しま

りややあり。

暗褐色±  5と ほぼ同 じだが、妻組也土を少旦含む。

粘性強、 しまりややあり。

暗褐色±  5と ほぼ同 じだが、 5よ り多 くローム粒

を含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色±  7層上に黄 白色上 を少量含む。粘性弱、

しまりややあり。

暗褐色±  7層土に黄白色土 を中量含む。粘性弱、

しまりあり。

1空
yn H号土坑 _I′

暗掲色土 暗褐色土 を主体 に、褐色土がブ

ロック状 に混入 している。 ロー

ム粒、白色 スコリアを中量、黒

色 スコ リアを少量、赤色 スコリ

アを微量含 む。粘性強、 しまり

あり。

掲 色 土 褐色土を主体 に、黒褐色土、暗

褐色土を中量含む。粘性弱、 し

まりややあ り。

暗褐色±  1層土を主体 に、 2層土を中量

含む。粘性弱、 しまりややあり。

o                   2m
i     l     !

暗褐色土を主体に、褐色土を少量含む。粘性なし、

しまりややあり。

6 暗褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 暗褐色土

10 暗褐色土

7539m
H― ―

―一E

暗褐色土 暗褐色上を主体 に、暗褐色土を多量に合む。 ローム粒を多量、 白色 スコリア、黒色スコリア、

炭化物を少量、赤色 スコリアを微量含む。粘性弱、 しまりあり。

暗褐色±  1と ほtF同 じだが、黄 白色上を少量含む。粘性弱、 しまりあり。

暗褐色±  1と はぼ同 じだが、 ローム粒を 2倍強含む。粘性弱、 しまりあ り。

嗜褐色土 暗褐色上を主体に、褐色土、焼土 ブロック、炭化物、 ロームブロックを少量含む。炭化粒のた

め底部 は黒ずんでみえる。粘性弱、 しまり普通。

褐 色 土 褐色土を主体に、黒掲色土、暗褐色土を少量、 白色スコリアを中量含む。粘性弱、 しまりやや

あり。
暗褐色土を主体に、黒褐色土、焼土を中量、炭化物、ローム粒を少量含む。粘性弱、しまりや

やあり。
6層土を主体に、焼土を多量に含む。粘性弱、しまりややあり。
暗褐色土を主体に、黄白色土、焼土、黒褐色上を少量、炭化物を中量含む。粘性弱、しまりや

やあり。
暗褐色土を主体に、
しまり普通。
暗褐色上を主体に、
やあり。

10号土坑

ローム粒を中量、 ロームブロック、黄白色上、炭化物を少量含む。粘性弱、

ローム粒を多量、 ロームブロック、炭化物 を少量含む。粘性弱、

_H′  」聖生4P     12号 土坑

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土を主体 に、褐色土、炭化物を

少量、白色スコリアを中量、赤色スコ

リアを少量含む。粘性弱、しまりあり。

1層土 とはぼ同 じだが、炭化物を含ま

ず、暗褐色上の量が15倍程である。

粘性弱、 しまりあり。

暗褐色± 2層土に焼土を少量含む。粘性弱、し

まりあり。

暗褐色上ム畳未t,殿蒼泉
｀
想踏Fし匿

りあり。

暗褐色±  2層 土にロームブロックを少量含んで

いる。粘性弱、 しまりあり。

暗褐色土
 只号考焦毒伊哲と要握蘇 岳暴

白色 スコリア、黒色 スコリアを少量、

赤色 スコリアを微量含む。粘性弱、 し

まりあり。

褐色土
 煽号藝:音雹損と尋編縁幸望暮塚P惹

性弱、 しまりややあり。

3

4

5

_B′  1 暗褐色土
7518n

B―

A4と
'm

ｒ

・

／
／

∬
第 15図  35号土坑
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第16図 土坑出土土器(1)

5号土坑

残存する規模は長径092m、 短径0,76m、 最大深43cmを測り、不整円形を呈 している。断面形は舟底形であ

る。主軸方向はN-50° 一Wであった。

覆土は 3層 に分けられ、自然堆積の様相を示 しているが、上層部に角礫が入 っていた。

底面はほぼ平坦である。

覆土中か らは約15点 の遺物が出土 し、 4点を図示 した。第18図 1・ 2は結節浮線文により渦巻状のモチーフ

をとる土器である。地文には横位の集合沈線文が施される。 3・ 4は集合沈線文と円形貼付文が施されている。

6号土坑

Ib層下より掘 り込まれている。

―-28-



残存する規模は長径1.06m、 短径1,04m、

主軸方向はN-33° ―Wであった。

第17図 土坑出土土器②

深さ74cmを測り、不整円形を呈 している。断面形は方形である。

覆土は 3層 に分けられ、自然堆積の様相を示 している。

底面はほば平坦である。

覆土中からの出土は 1点のみである。第16図 8は楕円形を呈する土製品である。周縁部は穿子とされているが、

貫通 していない所もある。両面とも赤色顔料を塗彩 した上に粘土をナデつけている。図の表面は比較的丁寧に

ナデられているが、全体的にはそれほど丁寧な作 りではないようであり、周縁には指頭圧痕が残る。

7号上坑

Ib層下より掘り込まれており、 8号土坑に接 している。

残存する規模は長径1lm、 短径1.05m、 深さ58cmを測り、不整形を呈 している。断面形 は逆台形である。

主草由方向はN-5° 一Eであった。

覆土は 7層 に分けられ、自然堆積の様相を示 している。

底面はほぼ平坦である。

覆土中からは約20点の遺物が出土 した。図示 したものは土器 4点と石器 1点である。第18図 5～ 7は集合沈

線文と円形貼付文が施されるものである。 6は結節浮線文 も施されている。 7の 円形貼付文上には半哉竹管で

刺突が加えられている。 8は結節浮線文が発達するタイプの土器である。第19図 2は石錐の先端部である。

8号土坑

7号土坑に接 しており、 9号土坑に切 られている。

残存する規模は長径119m、 短径1.03m、 最大深74cmを測り、不整形を呈 している。断面形は不整形である。
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第19図 土坑出土石器

図 番号 出上位置 器種 石材 長さ 0の 幅 (mm) 厚さ ⑤⑪ 煮量 (g) 備 考

第19図 l 3号土坑 細部調整手」片 黒曜石 369

2 7号土坑 石 錐 黒曜石

3 10号土坑 石 錐 黒曜石

4 10号土坑 打製石斧 ホ ル ンフェル ス
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主軸方向はN-87° ―Eであった。

覆土は 8層に分けられ、自然堆積の様相を示 している。

底面はほば平坦である。

覆土中か らは約20点 の遺物が出土 しており、土器 5点を図示 した。第16図 3は結節浮線文で渦巻文が施され

る土器である。 4は集合沈線文と円形貼付文が施される。 3・ 4と も比較的小型の深鉢である。第18図 9は結

節浮線文、10は集合沈線文、円形貼付文が施されている。11は比較的大型の貼付文が施されている。

9号土坑

8号土坑を切 っている。

残存する規模は長径1.15m、 短径1.lm、 最大深92cmを測 り、不整円形を呈 している。断面形 は舟底形であ

る。主車由方向はN-70° 一Wであった。

覆土は 9層に分けられ、自然堆積の様相を示 している。

底面はほぼ平坦である。

覆土中からは約80点 の遺物が出土 した。上層から出土 した深鉢の口縁部～胴上部破片 1点 と、そのほか 3点

を図示 した。第16図 2は 4単位のゆるい波状口縁を有する土器である。 3条 1組の結節浮線文と、 2個 1組の

円形貼付文が施されており、日縁直下には横位に結節沈線文が施されている。第18図 12～ 14は、集合沈線文上

に貼付文や結節浮線文が施されている。円形貼付来上には半載竹管で刺突が加えられる。

10号上坑

残存する規模は長径1.16m、 短径0.98mを 測り、不整形を呈 している。断面形は、南側は深さ55cm平均でほ

ぼ平坦で、北側に50cm程 の掘 り込みをもつ状態になっている。主軸方向はN-40° ―Eで あった。

覆土は 7層 に分けられ、自然堆積の様相を示 している。

覆土中からは約110点の遺物が出土 した。図示 したものは土器11点 と石器 2点である。そのほか、破片が 8

号土坑出土土器 (第16図 4)と接合 した。第16図 5は頸部か ら胴部にかけての破片であり、集合沈線文上に円

形貼付文と結節沈線文が施されている。第18図 18～ 20も 同様のタイプの土器である。15～ 17は 円形貼付文上に

刺突が加えられたもので、大型の貼付文や結節浮線文が施されている。21は有孔浅鉢の破片である。22・ 23は

結節浮線文による渦巻文が施される土器である。24は結節沈線文が施された波状口縁部の破片である。第19図

3は石錐、 4は打製石斧である。

11号上坑

残存する規模は長径082m、 短径075m、 深さ22cmを測 り、不整円形を呈 している。断面形は長方形である。

主軸方向はN-55° ―Eで あった。

覆土は 3層に分けられ、自然堆積の様相を示 している。

底面はほば平坦である。

覆土中の遺物は少なく、図示できるものはなかった。

12号土坑

Ib層下より掘 り込まれている。

残存する規模は長径0.88m、 短径0.8m、 深さ80cmを測 り、不整形を呈 している。断面形 は逆台形である。

主軸方向はN-64° 一Eで あった。

覆土は 6層に分けられ、自然堆積の様相を示 している。

底面はほぼ平坦である。

覆土中層より、日縁部を欠いた半哉された状態の深鉢形土器が横位で検出された (第16図 7)。

覆土中からは約70点 の遺物が出上 した。そのうちの殆どが接合 しており、ほか 2点を図示 した。第16図 7は

口縁部を欠いた深鉢である。集合沈線文を地文にもち、円形貼付文が 2個 1組で施されている。内面には底部

から胴下部にかけて煤が付着 しており、脆 くなっている。第18図25は結節浮線文が発達するタイプの土器、26
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第20図  1号埋甕
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第21図  2号埋甕

は日縁部文様帯下の破片で、文様帯を区画する横位の結節浮線文が見 られる。そのほか 6号住居跡出土土器と

接合 したものもある (第 8図 11)。

1号焼土坑

残存する規模は長径0.7m、 短径0.68m、 深さ6cmを測り、円形を呈 している。断面形は逆台形である。主軸

方向はN-27° ―Eで あった。

覆土は2層 に分けられ、焼土層の厚さは最高 3cmで、掘り方の深さは13cmを測る。

焼土面より上で、深鉢形土器が横位につぶれた状態で検出されている (第17図 1)。

第17図 1は集合沈線文が施された胴部破片であり、貼付文は施されていない。 2は 日縁部付近から胴部にか

けての破片である。集合沈線文を地文にもち、結節沈線文、円形貼付文が施されている。円形貼付文には刺突

が加えられるものと加えられないものとがある。 3は コップ形を呈する無文土器である。底部は高台状に突出

しているが、全体の形状は不明である。外面下半部は横位のナデ、上半部は横位・斜位にミガキが施されてい

る。胎土に雲母、石英、赤色粒子を含み、色調は黄白色を呈する。

2号焼土坑

残存する規模は長径0,75m、 短径0,7m、 深さ4cmを測 り、不整円形を呈 している。断面形 は皿状を呈 して

いる。主軸方向はN-65° ―Wで あった。

覆土は2層 に分けられ、焼土層の厚さは最高 3c血で、掘り方の深さは 8cmを測る。

ノ
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彗
鴇
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ふ
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暗褐色土 暗褐色上を主体にローム上がブロック状に中量混入 している。黒色スコリアを少量、赤色 スコ リア、白色スコリアを微量含む。粘性なし、 しまり普通。

黒褐色土 黒褐色土を主体に暗褐色上をブロック状に中量、ロームブロック少量含む。黒色 スコ リアを微量含む。ところどころ層の中間辺 りに硬質 ブロックを含 む。

粘性弱、しまりややあり。

暗褐色土 黒褐色土 と暗褐色上の混合土 とロームブロックを中量含む。黒色スコリアを少量含む。粘性弱、 しまりややな し。

暗褐色土 暗褐色土 とロームの混合土を主体に黒褐色上のブロックを多量含む。黒色スコリアを少量、炭化物を微量含む。 4 cm前後のロームブロックが点在す る。

粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色±  3に類似するが、やや多 く黒褐色土を含み、層の中間辺 りに硬質プロックを含む。粘性弱、 しまりややあり。

褐 色 土 黄褐色上を主体に嗜褐色土、黒褐色土粒を少量、黒色スコ リアを中量含む。粘性弱、 しまりややあり。

第23図  5号竪穴状遺構

―

、
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2

3

4

5

6
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焼土面より上で、深鉢形土器がつぶれた状態で検出されている (第17図 5)。

第17図 5は 口縁部を欠いた深鉢であり、集合沈線文と円形貼付文が施されている。 6は底部を欠いた無文の

深鉢である。器面は粗 く横ナデが施されており、輪積み痕が明瞭に観察される。胎土に多量の砂粒を合み、非

常に脆い。

35号土坑 (第 15図、第16図 9、 図版 12・ 62)

H-5グ リッドに位置 し、遺存状態は良好である。

残存する規模は長径1.45m、 短径1.28m、 最大深21cmを測り、不整形を呈 している。断面形は舟底形である。

主軸方向はN-10° 一Wで あった。

覆土は、ロームブロックを含む暗褐色上の単一層である。

底面はほぼ平坦であるが、北半分の石組み部分が周囲より多少下がっている。

石組みは、土坑北半分の長軸06m、 短軸055mの範囲に方形に設けられており、 その中心部 には、若干火を

受けていると考えられる部分が確認 された。

石組み外の覆土から、底部を欠いた無文の浅鉢が出土 した (第16図 9)。

1号埋甕 (第20図、図版 9。 63)

H-12グ リッドに位置する。遺構確認の段階で土器が現れていたので、上部の様子は不明である。

平面形は不整円形を呈 し、長径17cm、 短径16cm、 最大深10cmの掘 り方内に密着 した状態で埋設されていた。

覆土は 1層のみで、焼土粒を若千含んでいる暗褐色土である。

埋設土器は底のない胴下半部のみで、正位の状態で埋設されていた。土器は残存器高 9cmを測 る深鉢形土器

で、曽利Ⅱ式に比定されるものと考えられる。部分的にLR縄文が見 られ、垂下する沈線文が施されている。

2号埋甕 (第21図、図版 10・ 64)

G-16グ リッドに位置する。

平面形は不整円形を呈 し、長径57cm、 短径53cm、 最大深22cmの土坑を伴 うものである。

覆土は 1層のみで、炭化粒を若干含む暗褐色土である。

埋設土器は、胴上半部から口縁部にかけてがほぼ完存 しているもので、逆位でやや傾いた状態で埋設されてい

た。

土器は残存器高22cmを測る深鉢形土器で、中期初頭のものである。日唇部に連続爪形文を施 し、以下 は平行

沈線文が施される。

4号埋甕 (第22図、図版 11・ 65・ 66)

F-5グ リッドに位置する。

平面形は不整円形を呈 し、長径64cm、 短径57cm、 最大深25cmの掘 り方内に、部分的に密着 した状態で埋設さ

れていたが、大半の土器は壊れて掘 り方内に散 っていた。

覆土は 2層 のみで、焼土粒を若千含んでいる暗褐色土

である。

掘 り方内に密着 し、やや直立気味の土器 (2)は、正

位の状態で埋設されていた。

この埋甕は、土器 (2)を棺身とし、破片で散ってい

た土器 (1)を蓋として利用 した土器棺墓と考えられる

が、再葬墓か小児埋葬かは判断できなかった。

1は深鉢である。日縁端部に刻みをもつ山状の突起を

有 し、体部には斜め方向にかすれの激 しい粗い細密条痕

文を施 している。内面はヘラナデを施 している。胎土に

少量の砂粒を含み、焼成は良好である。体部中位内外に

ハ
0                  5cm
l l 1 1 1 1

第24図 ナイフ形石器
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第25図  遺構外出土土器 (1)
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第26図 遺構外出土土器 (2)

は炭化物の付着が認められる。日径約31.5cm。

2は頸部のくびれる甕である。回縁部に 1条の凹線部を有する。内外面にナデを施 した後、外面にはやや太め

の ミガキを、内面には部分的にミガキ、下位になるほどヘラナデを施す。胎土に少量の砂粒を合み、焼成は良好

である。日径約35cm。 これらの土器の時期は、氷 正式期のなかでも最 も新 しい段階に相当する。

5号竪穴状遺構 (第23図 )

H・ I-15・ 16グ リッドの、斜面から平坦面への変換点付近に位置する。

残存する規模は長径6.8m、 短径57m、 最大深56cmを測り、不整形を呈するものである。断面形は皿状を呈 し

ている。主軸方向はN-60° ―Wであった。

覆土は 6層 に分けられるが、自然堆積とは言い難い。

床面は西から東へ傾斜 しており、多少凸凹 している。

北壁はほぼ垂直であるが、ほかの壁はなだらかに立ち上がっている。

覆土中の遺物は少なく、図示できるものはなかった。

2 遺構外 出土 遺物

遺構外出土遺物は土器が2,340点 程、石器 。剖片が470点程となっている。特にE・ F-13グ リッドに集中 して

おり、土器・石器類の全体に占める比率はそれぞれ30%。 60%で ある。 E・ F-13グ リッド出土土器は殆ど諸磯

C式に比定されるもので、同位置の 6号住居跡・土坑群 との接合例が多い。

旧石器時代の遺物 も出土 している。第24図 は黒曜石製のナイフ形石器である。石刃を素材とし、基部 と先端部

に調整を加えている。長さ56.3mm、 幅19,lmm、 厚さ6.Omm、 C-4グ リッド表土出上である。

上器 (第25～27図 )

第25・ 26図 は、第25図 1を除きすべて諸磯 C式に比定される土器である。 1は沈線文が施された浅鉢の回縁部

破片であり、諸磯 b式に比定される。 2～ 4は刺突が加えられた円形貼付文をもつ土器である。 5は大型の貼付

文が施されている。 6。 10・ 29は結節沈線文が施された土器である。 7～ 9。 11～ 28は結節浮線文、円形貼付文
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第32図 遺構外出土石器 (5)

2

第14表 遺構外出土石器一覧表

図 Ｅ，
一

番 出土位置 器 種 石材 長さ (め 幅 (mm) 厚さ ⑤の 琶量 (g) 備 考

第28図 と E-13 石鏃 黒曜石 (246)

2 F-13 石 鏃 黒曜石 (227) 157

3 E-13 石鏃 黒曜石 215 47

20号住 石鏃 黒曜石

5 D-9 石鏃 黒曜石 (192) 10

6 F-13 石鏃 黒曜石 (147)

7 I-16 石鏃 黒曜石 (142) 07

8 G-8 石鏃 黒曜石 (165)

9 拡張部 石鏃 黒曜石

0 E-7 石鏃 黒曜石 (110)

16号住 石鏃 黒曜石 107

2 D-8 石鏃 黒曜石 112 未製品

D-12 尖頭器 黒曜石 (262) (145)

4 F-13 尖頭器 黒曜石 (128) 127

5 拡張部 尖頭器 黒曜石 (204)

D-12 石錐 黒曜石

17 21号住 石錐 黒曜石 168

F-13 石錐 黒曜石 268 114

9 F-13 石錐 黒曜石 12

G-12 石錐 黒曜石 15

G-7 両面調整石器 黒曜石

E-13 両面調整石器 黒曜石 57

第29図 1 L-8 スクレイパー 黒曜石

2 F-15 スクレイパー 黒曜石 (244)

3 E-13 細部調整剥片 黒曜石 352

4 F-13 細部調整手U片 黒曜石 393

5 表採 細部調整剥片 黒曜石 363
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図 番鍔 出上位置 器種 石材 長さ Q0 幅 (mm) 厚さい0 琶畳 (g) 備 考

第29図 6 14号住 細部調整キU片 黒曜石 (232)

7 E-13 細部調整よJ片 黒曜石 (172)

8 F-12 細部調整工J片 黒曜石 277 131

9 E-13 細部調整剖片 黒曜石 117 113

と3号住 細部調整工U片 黒曜石

F-13 細部調整剥片 黒曜石

表採 細部調整工」片 黒曜石

K-7 細部調整剥片 黒曜石

I-15 細部調整剖片 黒曜石 11

D-8 ピエス・エスキーユ 黒曜石 258

G-8 石核 黒曜石

17 F-13 石核 黒曜石 199

F-12 石核 黒曜石

第30図 1 F-13 石核 黒曜石 1130

2 L-8 石核 黒曜石 151

3 G-12 石核 黒曜石 156 335

4 D-8 礫器 緑色岩 1080 1073

5 C-2 打製石斧 砂岩 (1650) 895

6 7号石組 打製石斧 砂岩 1175 1085

7 C-13 打製石斧 砂岩 1315 570 1773

8 D-7 打製石斧 砂岩 1123

9 1号住 打製石斧 砂岩 (1234)

第31図 1 F-7 打製石斧 砂岩 2792

2 表採 打製石斧 砂岩

3 F-13 打製石斧 砂岩 1005

4 F-13 打製石斧 粘板岩 1245 と25

5 表採 打製石斧 砂岩 (990)

20号住 打製石斧 砂岩 (878) 452

7 F-13 打製石斧 粘板岩 と05

D-8 打製石斧 千枚岩 (928) 155 795

M-10 打製石斧 砂岩

0 E-6 打製石斧 シル ト岩 (865)

表採 打製石斧 砂 岩

2 H-5 打製石斧 ホフレンフェフレス

3 表採 打製石斧 砂岩

4 21号住 打製石斧 砂岩 (613) 165

5 F-7 磨製石斧 タルク (706) (308) 855

F-13 敲石 輝石安山岩

表採 石皿 輝石安山岩 913 866

D-2 石皿 輝石安山岩 (2052) (1697) 2,4000

第32図 1 表採 凹石 輝石安山岩 3819

2 F-13 凹 石 輝石安山岩 3580

3 20号住 凹 石 輝石安山岩 523

4 表採 凹 石 輝石安山岩
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が施されるものであり、 このタイプが一番多い。30～ 32・ 36は集合沈線文が施されたもの、33～35は集合沈線文

上に円形貼付文が配されるものである。第26図 は結節浮線文により渦巻文を施す土器であり、出土数 も比較的多

い。第27図 1は前期末の土器である。刺突文が施されている。 2～ 6は 曽利 Ⅱ式に比定されるものである。 2は

斜格子目文土器の日縁部、 3・ 4は縦位の条線文が施される。 5は結節縄文が施される口縁部破片である。 6の

地文には刺切文が施される。 7・ 8は 曽利Ⅲ式に比定されるものである。

9は後期初頭、10～ 14は堀ノ内式に相当するものである。

15～ 20は晩期終末の土器である。15は頸部無文帯をもち外反する日縁部の浅鉢である。頸部と体部に沈線によ

る文様を有する。 16・ 17は 凹線を有する深鉢の回縁部破片である。16は 凹線で浮線文を作 り出している。 16は体

部に細密条痕を施 し、17は無文である。 18。 19は 日唇部に押圧文を有する深鉢である。18は押圧が小さく浅い。

19は押圧が強 くジグザグを呈する。ともに体部に細密条痕を施す。20は端部に前方に突出する突起を有する深鉢

である。体部は無文である。いずれの土器 も、晩期終末氷 I式の新相の範疇に収まる土器群である。

21・ 22は網代痕をもつ底部破片である。

石器 (第28～32図、第14表、図版69)

遺構外か らは133点の石器が出土 した。内訳は、石鏃13点、尖頭器 3点、石錐 5点、石匙 2点、両面調整石器

1点、スクレイパー 3点、細部調整手J片30点、 ピエス・ エスキーユ 4点、石核12点、打製石斧37点、磨製石斧 1

点、礫石器18点、その他 4点である。平安時代 。中世の遺構か ら出土 した石器も混入遺物 と捉え、 この中に含め

た。また、旧石器 も出土 しているので、すべて縄文時代の石器とはいいきれない。今回出土 した剰片石器・石核

はすべて黒曜石製で、磨石・ 石皿 。凹石など礫石器は輝石安山岩に限 られるようである。

第28図 1～ 12は石鏃である。殆どが凹基無茎鏃であり、平基無茎鏃 も見 られる。11は小型で、基部の快 りの部

分から中心部にかけて擦 (磨)痕が見 られる。12は未製品である。13～ 16は いずれも破損 しているが、尖頭器と

思われる。16～ 20は石錐である。調整が粗いものが多 く、 18・ 19の先端部の調整は比較的細かい。21は両面調整

石器、22・ 第29図 1・ 2は スクレイパー、 3～ 14は細部調整千J片である。15は ピエス・ エスキーユ、 17・ 18・ 第

30図 1～ 3は石核である。石核は原石に近い 1の ような大型のものも見 られる。第30図 4は片刃の礫器である。

5～ 9・ 第31図 1～ 14は打製石斧である。殆どが短冊形、撥形であり、分銅形と思われるものは 1点のみである

(第31図 10)。 石材は砂岩が多 く、粘板岩がこれに次 ぐ。第31図 15は定角式磨製石斧である。16は敲石、 17・ 18は

石皿、第32図 1～ 4は凹石であり、石材はすべて輝石安山岩が用いられている。

第 3節 平安時代

4.遺構 と遺物

1号住居跡 (第33図、図版13・ 14)

J・ K-9。 10グ リッドの西から東への緩やかな斜面に位置する。西側約1海 は大きく攪乱を受けており、ま

た東壁中央は 1号石組土坑によって切られている。なお、東壁は斜面の下になるためか、明確にできなかった。

残存する規模は長軸5.2m、 短軸38m、 深さ27cmを測り、隅丸方形を呈するものと考えられる。主軸方向は不

明である。

覆土は3層に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈 している。

床はほぼ平坦であり、全体的に固くしまっていた。また、壁は緩やかに立ち上がっている。

住居の中央北よりと南よりの2箇所において、焼上の広がる部分が検出されたが、炉跡とは認定しえなかった。

南側のものは直径0.6mを測るもので、幅20cmの帯状に堆積 した白色灰が、直径約 lmの半円を描 くように廻 っ

ていた。また、】ヒ側のものは長径13m、 短径0,7mの楕円形を呈する範囲であった。

南東コーナー部に、長径10m、 短径0.92m、 深さ45cmを 測り、不整形を呈するピットがある。覆土 は灰白色

土と黒褐色土との混合上であり、約50点の石が詰まっていた。ピット内からは、底面で板状炭化材が、底面から
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暗 褐 色 土 責色土 ブロックを微量含む。赤色スコリアを微量、白色スコリアを中量含む。粘性弱、 しまり弱。
暗黄褐色土 炭化物を少量、責色土 ブロックを微量含む。赤色 スコ リアを微量、白色スコリアを少量含む。粘性弱、 しまり弱。
暗責褐色土 黒色土 ブロックを少量含む。赤色スコ リアを微量、白色 スコリアを微量含む。粘性弱、 しまり弱。
黄 掲 色 土 赤色スコリアを微量、白色スコリアを微量含む。粘性弱、 しまり弱。

ピット

出土遺物

10cln

I

1号住居跡
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日
一
前
判

ロ

7520m
A十一

15号土坑

―一 A′

0                 2m
l     l     l

1

2

3

4

暗褐色土 暗褐色上を主体に焼土が少量、炭化物が微量混入している。粘性なし、しまりややあり。

暗褐色上 暗褐色上を主体に黄褐色土プロックを少量、炭化物を微量含む。粘性なし、しまりややあり。

褐 色 土 暗褐色土を主体に黄褐色上を多量、炭化物を微量含む。粘性なし、しまり普通。

褐 色 土 暗褐色土を主体に黄褐色土を多量含む。粘性なし、しまりややあり。

一―C′

c型型in 暗褐色土 暗褐色上を主体に焼土粒を少量、炭化材を中量含む。粘性弱、 しまり普通。

暗褐色土 暗褐色上を主体に黒褐色土を中量、 ローム粒を少量含む。粘性弱、 しまりややな し。

0                  1m
II III    I

第34図  2号住居跡
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第35図  2号住居跡出土土器

第15表  2号佳居跡出土土師器観察表

番号 器 種 漣  (cn) 外面特徴 内面特徴 底部 胎土 色調 焼成 備考

ユ 邦

107
41
46

横ナデ

体部下半ヘラ削り

横ナデ→放射状暗文 糸切 り 緻密

赤色粒子・ 雲母
を含む

外

内

明褐色

赤褐色 良好

内外面とも
一部剖落

2 邦

(110)
41
53

横ナデ

体部下半ヘラ削り

横ナデ→放射状暗文 ヘラ切り 緻密

赤色粒子・ 雲母
を含む

喝色

良好

邪

109
40
57

横ナデ

体部下半ヘラ削り

横ナデ→放射状暗文 ヘラ削り 緻密

赤色粒子・ 雲 母

を含む

喝色

良好

内面かなり

制落

4 界

107
41
44

横ナデ

体部下半ヘラ削り

横ナデ→放射状暗文 糸切り→ヘラ削り 椒 密

赤色粒子・ 雲母
を含む

褐 色

一部暗褐色 良好

内外面とも
一部キ」落

孫

110
42
51

横ナデ

体部下半ヘラ削り
横ナデ→放射状暗文 糸切 り→ヘラ削 り 椒 雀

赤色粒子・ 雲母
を含む

赤褐色

良好

イ

113
43
55

横ナデ

体部下半ヘラ削り

横ナデ ヘラ削 り 徹密

赤色粒子・ 雲母
を含む

赤褐色

良好

完 形

7 甕

(243) 縦ハケ日

口縁部横ナデ

横ハケロ 石英 。長石・ 金

雲母 。砂粒 を含
む

外

童

勺

暗赤裡

暗褐色
良好

10cm程上の石の間からカヮシンジュガイが検出されている。

出上遺物 (第33図 )

覆土中からは、縄文土器や土師器、黒曜石片、石手U片、炭化物が約500点、また、鉄鏃 1点、鉄滓及び鉄片 11

点が検出されているが、いずれも小破片で図示できたものは、長さ11.5cmの 雁股形の鉄鏃のみである。

2号住居跡 (第34図、図版 15・ 16)

D・ E-8・ 9グ リッドに位置する。遺構確認段階に設定 した トレンチによって、住居中央を東西に切 られて

おり、北東コーナー付近は試掘調査によって壁を削 られている。また、南西コーナー部を14号土坑が切っている。

残存する規模は長軸5.8m、 短軸46m、 深さ25cmを 測 り、長方形を呈するものである。主軸方向 はN-3° ―

Wであった。

覆土は 4層に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈 している。

床はほぼ平坦であり、壁はなだらかに立ち上がっている。

ピットは13本検出されたが、柱穴と考えられるものは4本である。

壁溝は、南壁下を除いた部分で確認されており、幅 4～ 12cm、 深さ3～ 6 cmを 測る。

北東コーナー部において、焼土を被った角礫 と炭化物が検出されたが、カマ ドとはしえなかった。

住居中央南側において15号土坑が検出された。その残存する規模は長径1.Om、 短径0,7m、 深 さ15 cmを 測 り、

不整形を呈するものであるが、住居との新旧関係は不明である。
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21号土坑
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1 暗褐色土 基本層序における Ia層の流れ込み。粘性弱、 しま りやや な し。

2 暗褐色土 暗褐色上 を主体 に褐色土が少量混入する。炭化物 を少量、焼上 を微量、赤色スコリア を中量含む。粘性弱、しま り普通。

3 暗褐色土 暗褐色上 を主体 に黒褐色土が少量混入する。粘性弱、しま り普通。

4 暗褐色土 暗褐色上 を主体に責褐色土粒 、黄褐色ブロックを微量、赤色スコ リアを少量含む。粘性弱、 しまり普通。

5 黒褐色土 黒褐色土 を主体 に暗褐色土ブロックを少量含む。粘性弱、 しま りやや な し。

6 暗褐色土 暗褐色土 を主体に黒褐色土ブロックが多量に混入す る。粘性弱、 しま りややあ り。

7 暗褐色土 暗褐色土 を主体に褐色上ブロックを中量含む。粘性弱、 しま り普通。

8 暗褐色土 暗褐色土 を主体 に黒褐色土 を中量含む。粘性弱、 しまりやや あ り。

9 暗褐色土 褐色土 を主体に暗褐色土が中量混入する。ローム粒、ロームブロックを中量含む。粘性弱、しま りやや あ り。

10 暗褐色±  9と ほぼ同 じだが、ローム粒は微量含み、ロームブロックは含 まない。 9よ りやや黒味 を帯びている。粘性弱、しまりややあ り。

■ 暗褐色上 褐色土 を主体に暗褐色土が中量混入する。炭化物 、赤色ス コリア を微量含む。粘性弱、 しまりやや あ り。

12 暗褐色上  10と ほぼ同 じだが、やや黒味があ り、しまりがややある。焼土粒 を少量含む。粘性弱、 しまりあ り。

13 黒褐色土 黒褐色上 を主体に暗褐色土 を中量、焼土粒、焼土ブロ ックを微量含む。粘性ややあ り、 しまり普通。

14 黒褐色± ■ とほぼ同 じだが、焼上 を含 まない。粘性やや あ り、しま り普通。

15 褐 色 土 褐色土 を主体に暗褐色上、ローム粒 を含む。粘性弱、 しま り普通。

―― E′

黒褐色土 ローム粒 を少量、暗褐色土ブロックを中量含む。粘性弱、 しまりややなし。

暗褐色土 褐色土 を中量、炭化物 、ローム粒、コームブロック、赤色スコリア を少量含む。粘性 弱 、 しまり普通。

暗褐色土 暗褐色土 を主体に褐色土 を少量、粘上 を多量に含む。粘性ややあ り、しま り弱。

第36図  3号住居跡

北西コーナー付近において、 6点の土師器の雰がまとまって検出されている。

出上遺物 (第35図、第15表、図版73)

覆土中の遺物は約320点 あるが、図示できたものは 7点である。

1～ 6は いわゆる甲斐型郭で、 1～ 5に は内面に放射状暗文が施されている。

3号住居跡 (第36・ 37図、図版17)

D・ E-7グ リッドに位置する。南西コーナー部は 4号石組土坑に接 しており、東壁中央部は21号土坑によっ

て切 られている。

ロヽ

ー
ー

劇
判
ｍ
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ムブロックを主体に暗楊色土 を微量含む。粘性な し、 しまりあり。

暗 褐 色 土 暗褐色土を主体にローム粒を少量含む。粘性弱、 しまりややあり。

第37図  3号住居跡カマ ド

‖岬
隠

第38図  3号住居跡出土土器
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第16表  3号住居跡出土土師器観察表

番号 器種 法量 (cm) 外面特徴 内面特徴 底 部 胎土 色 調 焼 成 備考

l 皿

横ナデ

下半部ヘラ削り

横ナデ ヘ ラ切 り 徹径

雲母・ 赤色 粒子
歩 合 す|

ホ褐色
良好

朴面に「に
D墨書

2 甕

(91)

縦ハケロ 部横ハケロ 木乗 痕 る央 。長右・ 釜

雲母・砂粒を含む
外  嗜 偶 任

内 褐色 良好

3 甕

(290) 縦ハケロ
ロ縁部横ナデ

横ハケロ 4H央・ 長右・ 釜

雲母・砂粒を含む
赤褐 色

良好

4 甕

(316) 縦ハケロ
ロ縁部横ナデ

横ハケロ 石英 。長石 。金

雲母・砂粒を含む
黒褐色

良好

残存する規模は長軸4.5m、 短軸4.4m、 深さ45cmを 測り、ほぼ方形を呈 している。主軸方向はN-86° 一Eで

あった。

覆土は15層 に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈 している。

床は平坦であり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

ピットは 2本検出されたが、柱穴 と考え られるものはなかった。

壁溝は、北壁か ら西壁にかけてと、南東 コーナー部で確認されており、幅 6～ 20cm、 深さ 8 cmを測る。

カマ ドは東壁中央に位置 し、幅06m、 奥行 き1.lmを測る。袖は地山のロームによって構築されており、かな

り被熱 している。

貯蔵穴は南東コーナー部にあり、その残存する規模は長径07m、 短径0.45m、 深 さ14cmを 測 り、不整形を呈

するものであった。

出土遺物 (第38図、第16表、図版74・ 90)

覆土中の遺物は約360点であるが、図示できたものは4点であった。

1は土師器の皿であり、体部に墨書がある。平川 南氏によれば、この文字は「伴」 と読めるもので、大伴氏

が伴氏に氏名変更する (823年 )こ とに関係する可能性を示された。土器そのものは、 9世紀中頃の所産 と考え

られるため、時間的鯉鯖はなく、今後の研究における一視点となるものと考えられる。

10号住居跡 (第39図、図版 18)

D・ E-10・ 11グ リッドの斜面から平坦面への変換点近 くに位置する。南側約2/3は試掘調査の際に掘 ってい

るため、南壁は明確にできなかった。

残存する規模は長軸4.Om、 短軸37m、 深さ15cmを測り、ほぼ方形を呈するものと考えられる。主軸方向はN―

86° ―Eで あった。

覆土は 6層 に分けられ、ほば自然堆積の様相を呈 している。

床は】ヒから南へ緩やかに傾斜 しており、壁は緩やかに立ち上がる。

壁溝は多少とぎれるものの、】ヒ壁と西壁際において確認されており、幅 4～ 8 cm、 深さ 6 cmを測る。

カマ ドは東壁に位置するが、煙道部の張 り出しと火床面とが確認されただけであった。火床面は長径0.82m、

短径06m、 深さ10cmを 測り、不整形を呈するものである。

南東コーナー部に、長径0,95m、 短径06m、 深さ 9 cmを 測 り、不整形を呈するピットがあ り、貯蔵穴 とも考

えられる。

住居中央南側において13号土坑が検出された。その残存する規模は長径1.lm、 短径0.9m、 深さ17calを 測 り、

不整形を呈するものであるが、住居との新旧関係は不明である。

覆土中からの遺物は少なく、図示できるものはなかった。

11号住居跡 (第40図、図版 19)

I-9グ リッドに位置する。Ⅱ層中に構築されていた様で、遺構確認の段階で覆土をとば しているため、Ⅲ層

に掘 り込まれている部分 しか検出できなかった。

残存する規模は長軸3,7m、 短軸3.6mを 測り、方形を呈するものと考えられる。主軸方向はN-80° ―Eであった。
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1 黒褐色土

2 黒褐色土

褐 色 土

褐 色 土

褐 色 土

責褐色土

13号土坑
掲 色 土

掲 色 土

掲 色 土

黄褐色土

黒褐色土 を主体に黄褐色上粒 を中量、責褐色土 と暗褐色上の混合上のブロックを中量、黒色スコ リア を少量含む。粘性 なし、しま りあ り。

黒褐色土 を主体に責褐色土粒 を中量、黒色スコリアを少量含む。粘性なし、しま りあ り。

黄褐色土を主体に黒褐色上が中量混入 し、赤色スコリア を微量含む。粘佳強、しま りあ り。

黄褐色土 を主体 に黒褐色上が中量混入 し、焼土ブロック、赤色スコリアを微量含む。粘性強、 しま りあ り。

褐色土を主体に黒褐色土ブロック、責褐色土プロック、黒褐色上 を中量、焼土ブロ ックを少量含む。粘性弱、 しまり非常にあ り。

基本層序の III a層 。粘性弱、 しまりやや なし。

黄褐色上 を主体に焼土、暗褐色土、責褐色土ブロックを中量、焼土ブロック、炭化物 を少量含む。粘性 な し、しまり普通。

褐色土 を主体 に責褐色土ブロ ノク、炭化物、自色粘土粒 を少量、焼土粒 を微量含む。粘性弱、 しま り普通。

褐色上の流れ込み。粘性強、 しま りやや あ り。

黄褐色土 を主体に黄褐色土ブロックを多量、白色粘質土粒 を少量含む。粘性弱、 しま り普通。

第39図 10号住居跡

床はほば平坦である。

ピットは 1本検出されたが、柱穴 とは考えられない。

壁溝は、東壁を除いた部分で確認されており、幅 4 cm、 深さ 5 cmを測る。

カマ ドは東壁中央に位置するが、火床面が確認されただけであった。火床面は長径0.88m、 短径0.65m、 深 さ

15cmを測り、長楕円形を呈するものである。

南東コーナー部に、長径42cm、 短径35cm、 深さ15cmを 測り、不整円形を呈するピットがあり、貯蔵穴とも考え

られる。

出土遺物 (第41図、第17表)

覆土中の遺物は少なく、図示できたものは放射状の暗文をもつ土師器の郭 1点のみである。 これはいわゆる甲

斐型土器で、 2号住居跡のものとほぼ同時期であると考えられる。

12号住居跡 (第42・ 43図、図版20)

K-7グ リッドに位置する。南東コーナー付近は試掘調査によって一部削 られている。

深さ35cmを測る覆土は12層に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈 しているが、中層において部分的に固くしまっ
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警Ct子テ層写夢七ち供畳?逼:凛花Ъ皆七:逸を歩者書き急戸軒岳准な し、

暗褐色土に黒褐色上が少量混入 し、 ロームブロックを少量含む。

り普通。

1よ り明るい赤色 スコ リアを微量、焼土粒が少量混入 している。

普通。

習全ユ参響駒誓峰藝1滉上患糸ゑ瞥権入している。粘性なし、
第40図

ピット

c坐 4� _c

1 暗 褐 色 土

2 暗茶褐色土

カマ ド

1 暗 褐 色 土

2褐 色 土

3焼  土

4 黄 褐 色 土

しまり普通。

粘性なし、しま

粘性弱、しまり

しまりややあり。

11号住 居跡

暗茶褐色土 炭化物、赤色スコリアを少量含む。

粘性弱、 しまりやや強。

灰 褐 色 土 炭化物、赤色スコリアを微量含む。

粘性強、 しまりややあり。

第41図  11号住居跡出土土器

第17表  11号住居跡出土土師器観察表

番号 器種 法量 (cnD 外面特徴 内面特徴 底部 胎土 色調 焼成 備考

1 郭

(105)
42

(50)

横ナデ

体部下半ヘラ削り

陵ナデ→放射状暗文 糸切 り 徹密

赤色粒 子・ 雲 母

を含む

赤褐色
一部黒褐色 良好

た部分があることと、その上下において、住居構造が若干異なる状況が把握された。この構造差は、貼床面と掘

り方面との違いとも考えられるが、ここでは上部住居と下部住居として扱うこととする。

なお、覆土中の遺物は少なく、図示できるものはなかった。

上部住居 :残存する規模は長径4.9m、 短径4.4mを測り、ほぼ方形を呈 している。主軸方向はN-11° 一Wで

あった。

床は多少凸凹があり、壁は緩やかに立ち上がっている。

ピットは 1本検出されたが、柱穴とは考えられなかった。

壁溝は、北壁から西壁にかけて確認されており、幅 5～ 17cm、 深さ 3～ 7 cmを 測る。

北西コーナー部に、長径0.8m、 短径0.68mの 範囲に、円を描 く様な状態で石が置かれている部分
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上部住居

A宅里二7] 評聟
鮎̈�)一

C

褐色土 ブロックを中量、褐色土

粒を多量含む。粘性な し、 しま

り普通。

炭化物を多量、焼土 ブロックを

少量、焼土粒を少量含む。粘性

な し、 しまり普通。暗褐色土 黒褐色土粒を少量、 コーム粒及びロームブロック、赤色 スコリア、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色±  1よ りも黒味が強い。 ローム粒を少量、赤色 スコリア、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土 褐色土粒を少量、 ローム粒及びロームブロック、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりややあ り。

暗褐色±  3よ り暗い。褐色土粒を少量、 ローム粒を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色±  1よ り明るい。褐色土粒を中量、 ローム粒及びロームブロック、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土 褐色土粒を少量、 ローム粒及びロームブロック、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土 褐色土粒を中量、 ローム粒及びロームブロック、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色±  5よ り明るい。褐色土粒を中量、 ローム粒及びロームブロ ックを含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土 褐色土粒を中量、 ローム粒及びロームブロック、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりややあ り。

暗褐色±  9よ り黒味が強い。褐色土粒を中量、 ローム粒を中量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土 褐色土粒を中量、 ローム粒を中量含む。粘性弱、 しまりややあり。

褐 色 土 暗褐色土粒を少量含む。粘性弱、 しまりあり。

第42図 12号住居跡 (1)

があり、石の内側の覆土は、焼土粒、焼土ブロックを含む暗褐色土が主体であった。 しか し、火床面

が確認できなかったため、その性格を明らかにすることはできなかった。

住居中央南側において16号土坑が検出された。その残存する規模は長径074m、 短径066m、 深 さ

8 cmを 測り、不整円形を呈するものであるが、住居との新旧関係は不明である。

下部住居 :残存する規模は長径5,Om、 短径4.4mを測り、ほば方形を呈 している。主軸方向はN-9° 一Wで

あった。

床は多少凸凹があり、壁は急に立ち上がっている。

ピットは 4本検出されたが、 2本が柱穴と考えられる。

南東 コーナー部において20号土坑が検出された。その残存する規模は長径0.82m、 短径0,48m、 深

さ46cmを測 り、長楕円形を呈するものである。覆土は焼土、炭化物、灰白色土を含む暗褐色土で、上

層に角礫が置かれていた。この土坑は、下部住居が廃絶され、上部住居が構築されるまでの間に造 ら

Ｂ
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中
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2暗 褐色土

6

7

8

9

10

11

12
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下部住居

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

嗜褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐 色 土

第43図  12号住居跡 (2)
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20号土坑

7483n
E一

ローム粒及び同 ブロックを少量、粘土、炭化物、

性弱、 しまりややあり。
ローム粒及び同ブロックを少量、粘土、炭化物、

転
】
引
削

く

Dと些Im

0                  1m
lllIII    I

l 暗褐色土 焼土粒を少量、焼土 ブロックを微量、炭化物を微量含む。粘性な

し、 しまり普通。

2 暗褐色土 焼土粒を微量、褐色土を微量含む。粘性な し、 しまり普通。

3 黒褐色土 炭化物を多量含む。粘性な し、 しまり普通。

4 褐 色 土 暗褐色土を含み、全体 にやや暗い。粘性な し、 しまり普通。

5 暗褐色土 ローム粒を少量、赤色 スコ リア、炭化物を微量含む。粘性弱、 し

まりややあり。

性弱、 しまり普通。
2に比べ炭化物が多い。粘性弱、 しまり普通。
2に 比べ焼土が多い。粘性弱、 しまり普通。

白っばい。 4に灰が混 じった もの。粘性弱、 しまり普通。

白っぽい。 4に比べ焼土が少ない。粘性弱、 しまり普通。
ローム粒及 び同プロ ックを少量、炭化物、灰を微量含む。粘性弱、 し

まり普通。
7に比べ灰が多い。粘性弱、 しまり普通。

暗褐色土粒を少量、 ローム粒及び同 ブロックを少量、炭化物、灰を微

量含む。粘性弱、 しまり普通。

焼土を微量合む。粘

焼土を微量含む。粘
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焼土および角礫分布範囲

土

土

土

土

土

土

髄難難髄髄髄

暗

暗

暗

暗

黄

暗

暗褐色上 を主体 としローム粒、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりな し。
1の 暗褐色土層にローム粒を中量含む。粘性弱、 しまりややあり。

蓬落樫二屠堂森ゼモ告整伊息蓬み望巻:評緑起電習fせ巻り皆発
しまりややあり。

基本層序のⅢ層ロームに4の暗褐色土が中量混入している。粘性あり、しまりあり。
4の暗褐色上に焼土粒が微量、炭化物、灰と見られるものが少量混入している。

2m
l        l

炉 (南 )

焼  土

赤褐色土 焼土に灰が混入 している。粘性あり、 しまりあり。

暗褐色上 暗褐色土を主体 としローム粒を少量含む。粘性 あり、 しま りあり。

嗜褐色土 暗褐色上 に焼土粒、焼土 プロックを少量、炭化物を微量含む。土層 は床直覆土。

性ややあり、 しまりな し。

焼  土

暗褐色土 住居の 4層上にローム粒が中量、焼土が微量混入 している。

黄褐色土 基本層序のⅢ層 ロームに暗褐色土を少量含む。粘性あり、 しまりあり。

炉 (北 )

lm

第44図  13号住居跡
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第18表  13号住居跡出土土師器観察表

番号 器種 i甍里 (clll) 外面特徴 内面特徴 底 部 胎土 色 調 焼成 備考

1 皿

陵 ナ デ 憤ナデ 糸切り 石英 。長石・ 砂

粒を含む

赤褐色

良好

1l C末 ～

12C初

れていると考えられ、それぞれを分ける根拠 ともしているが、下部住居との具体的な関係や、その性

格は明確にしえなかった。

13号住居跡 (第44図、図版21)

K-8・ 9グ リッドの平坦面に位置する。試掘の際に、A-2に おいて一部確認されていたものの、遺構確認

の段階で、覆土上部をとばしてしまっている。

残存する規模は長軸4.2m、 短軸3.3m、 深さ14cmを測 り、ほぼ長方形を呈 している。主軸方向は不明である。

覆土は 6層に分けられ、ほば自然堆積の様相を呈 している。 4～ 6層 は貼床下になる。

床はほぼ平坦であり、大半の部分に焼上が広がっている。また、北東コーナー付近に、20数個の角礫が点在 し

ている。壁はやや急に立ち上がる。

北西コーナー部に、長径1.lm、 短径0,78m、 焼土面までの深さ 2 cmを 測 り、不整円形を呈するピットがあり、

炉跡とも考えられる。

住居中央南側において長径1.32m、 短径0.72m、 焼土面までの深さ 3 cmを 測 り、不整形を呈するもので、炉跡

とも考えられる。

出上遺物 (第45図、第18表 )

覆土中か らの遺物は少なく、図示できたものは 2点のみであった。

1は土師器の郭であるが、平安時代でもかなり新 しい時期 (12世紀代)に比定されるものと考え られる。

2は圭頭式の鉄鏃であるが、試掘の際にも、身部が蛇頭状を呈する鉄鏃 (第 3図 -22)が検出されている。

14号住居跡 (第46図、図版22)

K・ L-9・ 10グ リッドの平坦面に位置する。遺構確認の段階で、ほとんど覆土をとばしてしまっているため、

東壁北半から北壁にかけてが明確にしえなかった。

残存する規模は長軸60m、 短軸5.5m、 深さ 8 clllを測 り、ほば方形を呈するものと考えられる。主軸方向はN一

88° ―Eであった。

覆土は 3層 に分けられ、自然堆積の様相を呈 している。

床はほぼ平坦である。

ビットは11本検出されたが、柱穴とは考えられない。

壁溝は、西壁南半部で 2m程確認されており、幅10cm、 深さ10cmを 測る。

カマ ドは東壁中央南寄 りに位置するが、火床面 と若干の袖が確認されただけであった。火床面 は長径0.66m、

短径0.33m、 深さ 8 cmを 測り、長楕円形を呈するものである。なお、周辺に焼土、灰が多 く散 っていた。

中央西寄 りに長径1.55m、 短径088m、 深さ26cmを測 り、長方形を呈するピットがある。覆土は 4層 に分け ら

れ、焼土層の厚さは l cmで、被熱ロームの厚さは10cmを測るものだが、その用途は不明である。
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Ｂ

Ｉ
Ｉ

・

A――

Aと坐二m

暗褐色土 暗褐色土層にローム粒、焼土ブロックを微量含む。粘性強、しまりややあり。
黄褐色土 暗褐色土とロームが混合されている。粘性強、しまりややあり。
黄褐色土 責褐色土層をベースに暗褐色上が中量混入している。粘性なし、しまりややなし。

ＩＩＢＯ」

Ｒ
イ
割
劇
ロ

カマ ド

2m
I        I

明∩

7483m

lm
I I I I I        I

第46図  14号住居跡
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7484コ

最
褐色
圭 最堡そ港撞雹生紫び瞥暑長む好百ぢF籍樫常驚Йち|こ望琴称り。       1

[暑魯: §悟g三辱と二ξ怠無書曽孔 [:与:;;争み藝魯負1と暴ξ今とこ    :
錦壁 醤寇色螢こ蓬層色皇逢赤幅臥してぃ乱能あ∝しまりあ銑  4

嗜褐色土 暗褐色土層に焼土粒、 ロームブロック、炭化物を少量含
む。粘性あり、 しまりな し。

焼  土

黄褐色土 黄褐色土層 に灰 と思われるものが混 じり、やや黒ずんで
いる。粘性な し、 しまりな し。

責褐色土 被熱 ローム。粘性なし、 しまりあり。



Ｄ

Ｉ
Ｉ

0                  2m
1        1        1

A型坐

13形 至

基本層序の Ic層。粘性普通、 しまり弱。

掲色土 ブロックを微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土に黒褐算上が中量混入し、ローム粒子がやや多い。粘性弱、しまりややあり。
黒褐色土を主体 に暗褐色土が少量混入 している。粘性弱、 しまりややあり。

黒褐色土を主体に暗褐色土が中量混入 している。粘性弱、 しまりややあり。

黒褐色土を主体に暗褐色上が多量混入 している。粘性弱、 しまりややあり。

黒褐色土を主体 に嗜褐色上が多量混入 し、 ローム粒子を多量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土を主体に黒褐色土を微量含む。粘性弱、 しまり普通。

暗褐色土を主体 に黒褐色土を微量、 ローム粒子を少量含む。粘性弱、 しまりややな し。

暗褐色土を主体に黒褐色上を微量、 ローム粒子、褐色土を少量含む。粘性弱、 しまり普通。

褐色土を主体に暗褐色土を少量含む。粘性弱、 しまり普通。

黄褐色土を主体に暗褐色土を中量含む。粘性弱、 しまり普通。

黄褐色土を主体に暗褐色土を少量含む。粘性弱、 しまり普通。

暗褐色上を主体 に赤褐色土 プロック、赤色 スコリア、 ローム粒、焼土粒を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。
嗜褐色土を主体に赤褐色土 プロック、赤色スコリア、焼土粒を微量、 ローム粒を少量含む。粘性弱、 しまりややあ り。
赤褐色土を主体 に暗褐色土 ブロックを少量含む。粘性弱、 しまりあり。
14よ り赤褐色土粒を多量含む。粘性弱、 しまりあり。

暗褐色土を主体にローム粒、 ロームブロックを多量、赤色スコリアを微量含む。粘性弱、 しまりややな し。

暗褐色土を主体にローム粒を多量、 ロームブロックを少量含む。粘性弱、 しまりややあり。
19よ りもローム粒を多量 に含む。粘性弱、 しまりややあり。
19よ りもロームブロックを多量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色上が焼 けている層。 ローム粒、焼土粒を多量含む。粘性弱、 しまりややあり。
22よ りもローム粒を多量含む。粘性弱、 しまりややあり。

ｌ
・，
‐
‐

田

層
い
０
い
ト

―
Ｉ

Ｂ

1 嗜褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 黒褐色土

5 黒褐色土

6 黒褐色土

7 黒褐色土

8 暗褐色土

9 嗜褐色土
10 暗褐色土

11褐 色 土

12褐 色 土
13褐 色 土
14 暗褐色土

15 暗褐色土

16 赤褐色土
17 赤褐色土
18 暗褐色土

19 暗褐色土
20 暗褐色土
21 暗褐色土
22 暗褐色土

23 暗褐色土

第47図 15号住居跡 (1)

覆土中の遺物は少なく、図示できるものはなかった。

15号住居跡 (第47・ 48図、図版23)

E・ G-8グ リッドに位置する。南西部において34号土坑を切 っており、北西コーナー部と西壁の一部は、攪

乱によつて肖1ら れている。

深さ52cmを測る覆土は23層 に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈 しているが、下層に一部人為的な埋め戻 しを

想定させる部分がある。

中層に炭化材が数本含まれていたことと、カマ ドが 2基あり、且つ住居構造が若千異なる状況が把握されたの

で、 2軒の住居が重複 していたことも考えられるが、ここでは上部住居 と下部住居として扱 うこととする。

ロヽ
ー
ー
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Ｄ

Ｉ
Ｉ 上部住居カマ ド

c坐聖,m

D笙些互m

1焼  土

2 暗褐色土

Ｂ

Ｉ
Ｉ

ピ
ー
キ

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

8 嗜褐色土

――A′  9 暗褐色土

10 暗褐色土

H 暗褐色土

12 暗褐色土

13 赤褐色土

14 暗褐色土

15 暗褐色土

16 暗褐色土

赤色スコ リアを多量、粘土粒を少量、焼

土粒、 ローム粒、焼土 ブロック、粘土 ブ

ロックを微量含む。粘性ややあり、 しま

りやや強。
2よ りも焼土 ブロック、粘土 プロックを

多量含む。粘性ややあ り、 しまりやや曳

赤色スコリア、 ローム粒、粘土粒、焼土

粒、粘土 ブロックを微量含む。粘性やや

あ り、 しまり強。

赤色 スコリア、 ローム粒、粘土粒を微量、

焼土粒を多量含む。粘性 ややあり、 しま

り弱。
5よ りも焼土粒を少量含 む。粘性ややあ

り、 しまり弱。

赤色スコリア、焼土粒、粘土粒、 ローム

粒、粘土 ブロック、焼土 ブロックを微量

含む。粘性な し、 しまり普通。

赤色スコリア、焼土粒 を微量、粘土粒を

多量、粘土 ブロックを少量含む。粘性な

し、 しまり強。

焼土粒を多量、粘土粒、焼土 ブロックを

微量含む。粘性ややな し、 しまり普通。

9よ りも焼土 ブロックを多量含む。粘性

ややな し、 しまり普通。

焼土粒、粘土粒、 ローム粒、赤色スコリ

アを微量含む。粘性な し、 しまり普通。

赤色 スコリアを微量含む。
'帖

性ややあり、

しまり弱。

赤色 スコリア、 ローム粒、焼土粒を微量

合む。粘性ややあり、 しまりなし。

焼土粒、 ローム粒、粘土粒、赤色スコリ

アを微量含む。粘性ややあ り、 しまりな

し。

嗜褐色上を主体に白色粘土層を40%、 焼

土 プロックを少量含む。粘性ややな し、

しまりな し。

焼土粒、赤色スコリア、 ローム粒を微量

含む。粘性ややな し、 しまりなし。

7506m
E―― ‐ 下部住居カマ ド

0                  1m
111111    1

1 暗褐色土 焼土粒を少量、 ローム粒を微量含む。粘性ややあり、 しまり弱。

2 赤褐色土 焼土 ブロックを多量含む。粘性な し、 しまり強。

3 褐 色 土  ロームブロックを多量、被熱 ロームブロックを中量含む。粘性な し、 しまり強。

4 暗褐色土 暗褐色土を主体に焼土粒を中量、赤色スコリア、 ローム粒を微量含 む。粘性やや

あり、 しまり弱。

5 暗褐色±  4よ りも焼土粒を少量含む。粘性ややあり、 しまり弱。

第48図  15号住居跡 (幻
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0                5cm

l l l l l l
第49図  15号住居跡出土土器 (1)・ 石器

上部住居 :残存する規模は長径50m、 短径4.6mを測り、ほぼ方形を呈 している。主軸方向はN-85° ―Eで

あった。

床は多少凸凹があり、壁は緩やかに立ち上がっている。

ピットは 1本検出されたが、柱穴とは考えられなかった。

カマ ドは東壁南寄 りに位置し、幅0.56m、 奥行き0。92mを 測る。袖は地山のロームによって構築 さ

れていた。

なお、炭化材は同定作業を実施 している (第 6章第 1節 )。
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第50図 刊5号住居跡出土土器 (2)

下部住居 :残存する規模は長径4.Om、 短径3.9mを測り、方形を呈 している。主軸方向はN-85° 一Eで あっ

た。

床はほぼ平坦で、壁は急に立ち上がっている。

ピットは4本検出されたが、柱穴と考えられるものはなかった。

壁溝は、カマ ド部分を除いた全周 した状態で確認されており、幅 3～ 6 cm、 深さ 5 cmを 測る。

カマ ドは東壁中央南寄 りに位置するが、煙道部の張 り出しと火床面が確認されただけであった。火

床面は直径0,8m、 深さ 8 cmを 測り、円形を呈するものである。

出土遺物 (第49～51図、第 19・ 20表、図版75～77)

覆土中の遺物は全体で約490点である。

上部住居では、土師器の雰及び皿が16点、甕 3点などが図示できた (第49・ 50図 )。

1～ 9は土師器の郭 と皿であり、 8・ 9は完形で検出された。 1・ 6～ 8は明瞭にロクロ痕を残すもので、 6

は底部が高台状に突出している。

15・ 16・ 18～ 21は内面黒色処理 (いわゆる内黒土器)の郭である。15～ 17・ 21に は暗文が施されており、17・

18・ 21は高台を有 している。15は胎土及び外面調整法から甲斐型土器の範疇に入るものであるが、 16・ 18・ 19・

21は「長野系黒色土器」と言われるものと考えられる。

14は砥石と考えられるものである。

下部住居では郭 6点、甕 4点が図示できた (第51図 )。

1～ 3・ 5・ 6は いわゆる甲斐型の邪であり、放射状の暗文が施されている。 このうち、 2は体部下半のヘラ

ケズリの方向が、一般的に見 られるものとは逆で、正位に置いた時、右上から左下へと削 られている。

8は生焼け状態の須恵器である。

16号住居跡 (第52・ 54図、図版24・ 25)

D-7・ 8グ リッドに位置する。南東コーナー部は、遺構確認段階に設定 した トレンチによって切られており、

中央東側の覆土上層には 3号石組土坑が営まれている。

残存する規模は長軸4.Om、 短軸3.6m、 深さ45cmを測り、ほぼ方形を呈 している。主軸方向はN-87° ―Eで

あった。

覆土は17層 に分けられ、ほば自然堆積の様相を呈 している。

床は黒色土中に構築されており、一部明確にしえなかったが、ほほ平坦であり、壁はほぼ垂直に立ち上がって
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第19表 15号住居跡出土土師器観察表 (1)

番 号 器種 法量 (cm) 外面特徴 内面特徴 底 部 胎土 色調 焼成 備考

1 雰

(150)
43

(71)

横ナデ
ロクロ痕

横ナデ 奈切 り 級密

雲母・ 赤色粒子
を含む

喝色

良好

2 郭

(

51

横ナデ 横ナデ 糸切 り 石英 。長石・ 雲

母 。赤色粒子を

含む

赤褐色

良好

3 邪

債 ナ デ 横ナデ 糸切 り 赤色粒子・ 雲母
を含む

暗褐色
一部赤褐色 良好

4 イ

(

横 ナ デ 横ナデ 糸切 り→ヘラ削 り 英

・
む

石

粒

含

。長石・ 砂

赤色粒子を
褐色

良好

カマ ド内 LL

土

5 邪

126) 横 ナ デ 横ナデ 石英 。長石・ 砂

粒・ 雲母 。赤色

粒子を含む

褐色

良好

6 堺

55

横ナデ 横ナデ 糸切 り 雲母 。赤色粒子

を含む

赤褐色

良好

7 邦

(120)
36

(51)

陵ナデ 横ナデ 糸切り 雲母 。赤色粒子
を含む

ホ褐色
良好

8 皿

122

38
64

横ナデ
ロクロ痕

横ナデ 終切り 長石・ 雲母 。赤

色粒子を含む
示褐色

良好

毛形

9 皿

119
25
60

横ナデ 横ナデ 糸切り

十字状の線刻

赤色粒子・ 雲母
を含む

掲色

良好

花形

甕

(120 横ナデ

横位ヘラ削り

使ナデ 英

む

石

含
黒雲母を 褐 色

良好

内面一部予

落

11 甕

(280) 縦ハケロ
ロ縁部横ナデ

横ハケロ 英

母

石

雲

む

長石・ 金

砂粒 を含

曽褐色

小面一部褐
名

良好

甕

(108)

縦 ハ ケ 日 横ハケロ 票ヽ痕 石英・ 長石・ 雲

母・砂粒を含む
瞥褐色

良好

甕

(310) 縦 ハ ケ 日 横ハケロ 石英・ 長石・ 金

雲母・ 砂粒を含

む

ホ褐色
良好

郭

(黒色)

(170)
67
64

横 ナ デ

ヘラ削り

横ナデ→放射状・ 螺

旋状暗文

ヘラ削 り 長 る 。亦 色 極 十

を含む

朴 赤褐∈

内 黒色 良好

16 邦

(黒色)

(160) 横 ナ デ

ロクロ痕

陵ナデ→放射状暗文 右央 。長右・

粒子・ 雲母・

粒を含む

種

砂

外  褐 巳

内 黒色 良好

高台付雰
60

横ナデ ガキ (放射状) 糸切り 石英 。長石・ 砂

粒・雲母を含む
暗赤褐色

内面一部嶋

褐色
良好

高台付邦

(黒色) 60

横ナデ ミガキ 糸切り→付け高台
のちナデ

石英 。長石

粒子・ 雲母

粒を含む

橙

砂

色
色

褐

黒

外

内 良好

邦

(黒色)

横 ナ デ

ロクロ痕

ミガキ (口縁部横位、

以下放射状)

糸切 り 石英 。長石・ 砂

粒を含む

色

色

褐

黒

外

内 良好

郭

(黒色)

(173)
51
68

横ナデ 横 ミガキ 糸切 り 石英 。長石 。砂

粒・雲母を含む

色

色

褐

黒

林

有 良好

高台付邪

(黒色) 64

陵ナデ 横ナデ→放射状暗文 終切り→付け高台
つちナデ

ね央・ 長ね

粒子・ 雲母

粒を含む

種

砂

本 褐色

内 黒色 良好
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影
10cm

第20表  15号住居跡出土土師器観察表 (鋤

第51図  15号住居跡出土土器 (3)

番号 器種 法量 (cm) 外面特徴 内面特徴 底部 胎土 色 調 焼成 備考

ユ 不

横ナデ

底部付近ヘラ削り

横ナデ→放射状暗文 糸切り 級密

赤色粒子・雲母を

含む

ホ褐色

良好

2 郷

112

43
48

横ナデ

底部付近ヘラ削り
横ナデ→放射状暗文 糸切り→ヘラ削り緻密

雲母を含む
月褐色

良好

3 郭

13 2) 横 ナ デ 横 ナ デ→ 放 射 状 暗文 似 雀

赤色粒子を含む
月褐 色

良好

甕

縦 ハ ケ 日 横ハケ日
口縁部横ナデ

伯 央 ・ 長 ね 。雲

母 。砂粒を含む

茶褐 色

良好

カマド内出

土

5 郷

(52)

横ナデ 横ナデ→放射状暗文 糸切 り→ヘラ削 り 緻密

赤色粒子を含む
ホ褐色

良好

6 堺

(130) 横ナデ 横ナデ→放射状暗文 赤色粒子・砂粒・

雲母を含む

朴

有

≧

黒褐色

暗赤権 良好

7 甕

(88)

縦ハケロ 横ハケロ 木葉痕 小石・ 金雲母 を

含む

朴

有

暗褐色

黒褐色 良好

8

須恵器

邦

横ナデ 横ナデ 糸切り 石英 。長石・ 橙

粒子を含む
簑褐色

唆化難

9 甕

(266) 縦ハケロ
ロ縁部横ナデ

横ハケロ
ロ縁部横ナデ

石英・ 長石・ 金

雲母を含む
ホ褐色

良好
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いる。

ピットは検出されなかった。

壁溝は】ヒ壁際で確認されており、幅 6～ 10clll、 深さ 4 cmを測る。

カマ ドは東壁中央南寄 りに位置 し、幅95cm、 奥行き102cmを 測る石組みのものであり、石の遺存状態 は調査区

内で最も良好であった。

出土遺物 (第53図、第21表、図版78)

覆土中の遺物は約200点であるが、図示できたものは土師器の甕 3点である。

1は内面に輪積み痕を明瞭に残すものである。

18号住居跡 (第55図、図版26)

D-5グ リッドに位置する。南壁中央を31号土坑に切 られている。

残存する規模は長軸28m、 短軸25m、 深さ20cmを 測 り、ほば方形を呈するものである。主軸方向はN-85° 一

Eであった。

覆土は11層 に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈 している。

床は多少凸凹 しており、壁は急に立ち上がっている。

ピットは 6本検出されたが、柱穴と考えられるものはなかった。

壁溝は、東壁から北壁にかけての部分で確認されており、幅 2～ 7 cm、 深さ 5 cmを 測る。

カマ ドは東壁中央南寄 りに位置するが、火床面が確認されただけであった。火床面は長径0.38m、 短径0.3m、

深さ 8 cmを測 り、不整円形を呈するものである。なお、火床面の周囲に10点程の礫が点在 しており、 もとは石組

みカマ ドであったと考えられる。

南東コーナー部に、長径0.5m、 短径0.4m、 深さ16cmを測り、不整形を呈するピットがあり、貯蔵穴 とも考え

られる。

出上遺物 (第56図、第22表 )

覆土中の遺物は少なく、図示できたものは土師器の甕 1点のみである。

19号住居跡 (第 57・ 58図、図版27)

D・ E-5グ リッドに位置する。

残存する規模は一辺3.6m、 深さ48cmを測 り、正方形を呈 している。主軸方向はN-84° 一Eで あった。

覆土は11層 に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈 している。

床はほぼ平坦で、壁は急に立ち上がる。

カマ ドは東壁中央に位置 し、幅1,17m、 奥行き1.35mを測る石組みのものであり、角礫による支脚 が残存 して

いた。

南東コーナー部に、長径096m、 短径0.6m、 深さ40cmを 測り、不整形を呈するピットがあり、貯蔵穴 とも考

えられる。

出土遺物 (第59図、第23表、図版79)

覆土中か らの遺物は約180点で、図示できたものは 9点であった。

1・ 2は土師器の雰で、 1は 内面黒色処理のものである。 3・ 4は小形の甕で、 5・ 6・ 9は大形の甕である

が、 6は 5・ 9と は異なる調整技法である。

7・ 8は鉄製品で、 7は刀子の茎、 8は刀子の身と考えられる。

20号住居跡 (第 60・ 61図、図版28・ 29)

K・ L-3グ リッドに位置する。

残存する規模は一辺4.9m、 深さ36cmを測 り、隅丸方形を呈 している。主軸方向はN-88° ―Eで あった。

覆土は 9層に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈 している。中層部において、炭化材、焼土が多 く検出された。

この面が貼床という生活面として利用されている可能性 もあるが、明瞭な硬質面などは検出できなか った。
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A型4

2m

暗褐色土 暗褐色土を主体に褐色上が少量混入する。赤色 スコ リア、黒色 スコリアを微量含む。粘性弱、 しまり普通。

暗褐色土 暗褐色土を主体に褐色土、黒色 スコリアを少量、 ローム粒を中量、赤色スコリアを微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色±  2層土よりも褐色土が少ない。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土 暗褐色上を主体に褐色上、炭化物を少量、赤色 スコリア、黒色 スコリアを微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色±  4層土よりやや黒みがある。黒色スコ リア、炭化物、焼土を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土 暗褐色土を主体に褐色上をブロック状に含み、やや硬化 している。焼土、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりあ り。

暗褐色土 暗褐色土を主体に褐色土がブロック状 に中量混入す る。赤色スコリアを微量、焼土を少量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色±  7層土を主体に焼上を中量含む。粘性弱、 しまり普通。

暗褐色土 暗褐色上を主体に褐色土、下部 に焼土を少量含む。粘性弱、 しまり普通。

暗褐色土 暗褐色土を主体 に黒褐色上、 ローム粒を少量、焼土、炭化物を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色± 10層土の硬化 ブロックを含む。 10よ りやや赤味がある。粘性弱、 しまりあり。

暗褐色± 10層土に炭化物を少量含む。粘性弱、 しまりややな し。

暗褐色土 暗褐色上を主体に黒褐色土を中量、炭化物、 ローム粒を少量含む。粘性弱、 しまり普通。

黒褐色土 基本層序のⅡa層土。粘性弱、 しまり普通。

第52図  16号住居跡

菫

一
イ

第53図 16号住居跡出土土器

10cm
t  l  i  l  i              l

畏
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Ｄ

Ｉ
Ｉ

Ｃ

二
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Ъ

一E坐騨

悟糧且圭 悟彊名圭窪垂襟|:掴呂圭多省謁弯号蟹注至と履畳F長花易争繁曇宴雪Lψ嫁霧些き惑P慈渥言弓、しまりややなし。
暗褐色土 暗褐色土を主体に褐色土を少量、焼土を中量、炭化物を少量含む。粘性弱、 しまりややな し。

暗褐色土 暗褐色土を主体に黒褐色上を少量含む。粘性弱、 しまり普通。

悟糧色圭  層糧琶圭窪三練に橿色圭窪絃畳t疑圭極慈多畳ヨ寧iぎ警憶麗 iナ た言ヒ雲チ會 9歩 を含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗掲色±  6と ほぼ同 じだが、焼土粒を中量含む。粘性弱、 しまりややな し。

冠糧琶圭 羅糧琶圭窪垂繰に重娼名圭争盆尋彙宮■頓歩乳ケ0名雹三維を少量含む。粘性弱、しまり普通。

第54図  16号住居跡カマ ド

第21表  16号住居跡出土土師器観察表

番号 器種 法量 (cal) 外面特徴 内面特徴 底 部 胎土 色 調 焼成 備 考

1 甕

(317) 縦ハケロ
ロ縁部横ナデ

横ハケロ

輪積み痕が残る
石英 。長石・ 金

雲母・ 砂粒を含

む

黒褐色
口縁部赤権

色
良好

カマ ド内仕

上

2 甕

98

一部縦ハケロ ヘラ削り 木葉 痕 石英・ 長石 。雲

母・砂粒を含む

黒褐色

良好

カマ ド内 LL

土

3 甕

一
　

一　

８

縦ハケロ 横ハケロ 木乗痕 右央・ 長右・ /JA

石・ 砂粒・ 金雲

母を含む

需褐色

良好

カマ ド内出

土

床は多少凸凹があり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

カマ ドは南西コーナー部に位置 し、幅1.06m、 奥行き1.02mを 測るものであり、礫による支脚が残存 していた。

南壁中央において長径044m、 短径04m、 深さ18cmを測り、不整円形を呈するピットがある。

南東コーナー部において長径1.38m、 短径0.5m、 深さ22cmを 測り、長楕円形を呈す るものが検出された。覆

土は 7層 に分けられ、焼土を含んでおり、炉跡 とも考えられる。

なお、炭化材は同定作業を実施 している (第 6章第 1節 )。

出土遺物 (第 62・ 63図、第24・ 25表、図版81～ 83)

覆土中からの遺物は約660点で、平安時代のものとしては最 も多かったが、図示できたものも多 く40点である。

第62図 -1は小形のこであり、内外面 とも横方向の ミガキが施されている。

第62図 -2～ 6は暗文を有する高台付きの椀であり、 3・ 6は 内面黒色処理されている。また、 2・ 4・ 5は

調整技法の共通性か ら黒色処理前のものと考えられる。なお、 3に は、外面の体部下半及び高台部に線刻 と考え
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A 7:L二
5P

赤褐色土 褐色土を主体に焼土を多量含
む。 スコリアな し。粘性なし、
しまりあり。

暗褐色土 褐色土を主体に焼上を少量含
む。粘性弱、しまりややあり。

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

髄
髄
色
色
絶
髄
絶
色
色
色
髄

暗

暗

褐

褐

暗

暗

暗

褐

褐

褐

暗

基本層序の Ia層上の流れ込み。 スコリアな し。粘性弱、 しまりややあり。
暗褐色上を主体に褐色土を少量含む。 スコリアな し。粘性弱、 しまりややあり。
褐色土を主体に暗褐色土を少量、黒色 スコ リアを微量含む。粘性弱、 しまり普通。
3よ リローム土を中量含む。粘性弱、 しまり普通。

暗褐色土を主体に褐色土、黒褐色上 を少量合む。 スコ リアな し。粘性弱、 しまりあり。
黒色スコリアを微量含む。粘性弱、 しまり普通。
6に ローム粒を少量含む。粘性弱、 しまり普通。

褐色土を主体 に嗜褐色土 ブロックを少量含む。 スコリアな し。粘性強、 しまりあり。
褐色土を主体 にロームブロックを多量含む。粘性弱、 しまり普通。

褐色土を主体 にローム粒を中量含む。粘性弱、 しまり普通。

暗褐色土を主体 に褐色土を中量含む。粘性強、 しまりあり。

第55図 18号住居跡

"ィ

μll岳
|′

第56図 18号住居跡出土土器

18号住居跡出土土師器観察表

番号 器種 法量 (cm) 外面特徴 内面特徴 底部 胎土 色 調 焼成 備考

1 甕

(100)

縦ハケロ 横ハケロ 本葉痕 石英 。長石・ 金

雲母を含む
慕褐色

良好

内外面とも
一部剰落

られるものがなされている。

第62図 -7～ 18は郭 と皿であるが、いわゆる甲斐型のものとは異なる調整技法である。

第63図 -20は羽釜であり、第63図 -19・ 21・ 22は甕である。22は内外面 ともナデ調整のもので、19・ 21と はそ

の技法が異なるものである。

第63図 -23～ 34は郭であり、27～34は内面黒色処理がなされており、30・ 31・ 34は高台付きのものである。な

お、27～30・ 32に は暗文が施されている。

第63図 -35～ 40は灰釉陶器である。35の釉調はほぼ透明で、37・ 39の釉調は白色であり、36・ 38・ 40の釉調は

薄緑である。39は輪花の技法が施されており、みこみ部が硯に転用されている。 これらの灰釉陶器は、美濃窯虎

漠山 1号窯式のものと考えられる。
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土
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土
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A空二そコ

2m
[        |

暗褐色土に褐色土、炭化物を少量、赤色 スコリアを微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土を主体に褐色上、 ローム粒を中量、 ロームブロック、炭化物、赤色スコリアを少量含む。粘性強、 しまりややあり。

2層土に 4層土を若干含む。粘性強、 しまりややあり。

暗褐色土を主体に褐色土を多量、炭化物、 ローム粒、 ロームブロックを中量、焼土を少量含む。粘性強、 しまりややあり。

暗褐色土を主体に黄褐色土を多量含む。粘性弱、 しまり普通。

焼土を主体に暗褐色土を中量、炭化物を少量含む。粘性な し、 しまりあり。

暗褐色土を主体に褐色土を中量、炭化物を局所的に多量、焼上を微量、 ロームブロックを少量含む。粘性あり、 しまり強。

褐色上に暗褐色上、炭化物、焼土、 ロームブロック、黒色 スコリアを中量、 ローム粒を多量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色上を主体に褐色土、炭化物、 ロームブロック、黒色 スコリアを中量、焼土を微量、 ローム粒を多量含む。粘性弱、 しまりややあり。

黄褐色土を主体に褐色上、被熱 したブロック状のコームを含む焼土を少量、上面に炭化物の塊を含む。粘性強、 しまりあ り。

C坐坐
珍珍影疹扱フラフ珍)~C′ | :[3: :8:::与ぞ:!:ちちと与g::3哲::,二:::`早 ::与:i3与::与急急:1争i:手:;稚

弱、
第57図 19号住居跡 (1)

21号住居跡 (第64・ 65図、図版30)

L-4グ リッドに位置する。北壁付近には、樹木の根があったため、北壁は明確にできなかった。

残存する規模は長軸3.9m、 短軸3.3m、 深さ34cmを測り、ほぼ方形を呈するものと考えられる。主軸方向はN一

80° 一Eで あつた。

覆土は 6層 に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈 している。

床は西から東にかけて緩やかに傾斜 しており、壁は急に立ち上がる。

カマ ドは東壁中央南寄 りに位置 し、幅1.02m、 奥行き0.89mを 測る石組みのものであり、礫による支脚が残存

していた。袖は角礫によって構築 されていた。

東壁中央部に、カマ ドの北側を切る状態で、長径0,7m、 短径0.48m、 深さ15 cmを 測 り、楕円形を呈するピッ

トがある。覆土は 3層 に分けられ、焼土を含んでおり、炉跡とも考えられるが、住居との関係は不明である。

Ｅ

Ｉ
Ｉ
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ウ 悟梶景圭 倍層∈圭庭名目主を妖藝i凝生絶1憂花協短宅昂蒼亨七性峻琴毛しラ毯縁低魯忽:粘性なし、しまり弱。
3 褐 色 土 責褐色上 に 2層上、焼上、炭化物を少量、 ロームブロックを多量、黒色スコ リアを微量含む。粘性ややあり、 しまり強。

1 索彊琶圭 緩載:Ξ会:慈雀墨i恵ご写思尋客ごFツ
クを含む。粘性弱、しまり強。

6 暗褐色土 暗褐色土を主体に褐色土を中量、 ロームブロック、焼土粒を少量含む。粘性弱、 しまりややな し。

第58図 19号住居跡カマド

カマ ドの北側の壁際から、灰釉陶器が検出された。

出土遺物 (第66図、第26表、図版80)

覆土中か らの遺物は約250点であったが、図示できたものは 6点である。

1・ 2は土師器の雰で、 3は須恵器の郭である。 4は灰釉陶器の皿であり、釉調は薄緑で、底部は硯に転用さ

れている。 この灰釉陶器は、尾北窯の篠岡 4号窯式 2型式のものと考えられる。

6は置きカマ ド片と考えられ、本遺跡唯―のものである。

2.遺構外出土遺物 (第 67図、第27表、図版84)

遺構外出土遺物として、14点を図示 した。

1・ 2・ 4～ 6・ 8は土師器の邪で、 1は 甲斐型と考えられるが、他は胎土・調整技法が異なるものである。

9～ 11は土師器の皿で、 9・ 10は 13号住居跡のものに似ており、かなり新 しいものと考えられる。

3は小形の甕と考えられるが、外面 ヨコハケ調整という点で、全体の中でもかなり特殊なものである。

12は鉄製品であり、 コテ状の工具と考えられる。 13・ 14は砥石である。
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第59図  19号住居跡出土遺物

番号 器種 法量 (cll) 外面特徴 内面特徴 底部 胎土 色 調 焼成 備考

ユ 郭
(黒色)

横 ナ デ

ロクロ痕

ミガキ 糸切 り 石英 。長石 。砂

粒を含む

外 褐色

内 黒色 良好

カマド内出

土

2 郭

と27
39
62

横ナデ ミガキ 糸切 り 石英 。長石・ 砂

粒を含む

外 暗褐笹

内 暗赤権

色

良好

3 賓

148) 縦ハケロ
ロ縁部横ナデ

横ハケ日 石 英 長石・ 金

砂粒を含雲母

む

嗜赤褐色

良好

4 甕

11 横ナデ

胴部 にロク ロ痕 を残

す

横 ナ デ

口縁部スス付着

石英・ 長石・ 雲

母・砂粒を含む

嗜褐色

良好

5 甕

(236) 縦ハケ日
口縁部横ナデ

横ハケロ 石英 。長石 。金

雲母・ 砂粒を含

む

嗜褐色
一部赤褐窪 良好

カマ ド内世

土

内面よJ落

6 甕

(67)

横ナデ 横ナデ 糸切 り 石英・ 長石・ 雲

母・砂粒を含む
叫  嗜 褐 世

有 黒褐色 良好

9 甕

(98)

縦ハケロ 横ハケロ 英

母

石

雲

む

長石・ 金

砂粒を含

朴 赤褐任

為 暗褐径 良好

カマド内と

土

内面よ」落
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|ビ

ゞ
ヽ
確
Ⅸ
楳

ヽ

甲
む

嗚

炭化材 。焼上分布状況
2距

暗褐色土 暗褐色上に黒褐色土が中量混入。粘性ややあり、 しまりな し。
暗褐色±  1層土 にロームブロック、 ローム粒が多量に混 じり、焼土粒が微量 に混入。粘性ややあり、 しまりややあり。
暗褐色土 暗褐色土 に炭化物が中量、焼土粒が微量混入。粘性ややあり、 しまりな し。
暗褐色土 暗褐色上にローム粒が中量混入。焼土な し、炭化物が微量混入。粘性な し、 しまりな し。
暗褐色±  3と 同 じ。粘性な し、 しまりな し。

暗褐色±  3層 上 に準ず るが、焼上、炭化物が混入 していない。粘性ややあり、 しまりな し。
焼  土 焼上 に暗褐色土が中量混入。

暗褐色土 焼土粒、焼土 ブロック、粘土粒、粘土 ブロックを少量、炭化物を微量混入。
暗褐色±  8と 同 じ。粘性ややあり、 しまり強。

・
―

ｌ

ｍ

Ｅ
Ｏ

ｓ
や
ト

日
∝
釧
引
、く

Ｉ
Ｉ

Ｂ

Ｄ

Ｉ
Ｉ

∪
い
い
お
ョ

6焼  土

7 暗 褐 色 土

土

土

土

色

色

色

褐

褐

褐

赤

黄

暗

暗 褐 色 土 暗褐色土にロームブロックが微量、 ロー

ム粒が少量混入。暗茶褐色 に近い。粘性

普通、 しまりあり。

暗責褐色土 暗褐色土にロームブロックが多量混入。
まだ ら状になっている。粘性 な し、 しま

りな し。

暗 褐 色 ±  1の暗褐色土に焼土粒が微量混入。粘性

弱、 しまりな し。

暗 褐 色 土 暗褐色土に焼土 ブロックが微量、焼土粒
が中量、炭化物が微量、 ローム粒が中量

混入。粘性あり、 しまりな し。

暗 褐 色 ±  4の 暗褐色土よりも焼土粒、 ローム粒の

混入が少なく、共に微量混入。粘性弱、
しまりな し。

粘性な し、 しまりな し。

色調 は暗 く、濃い。基本層序 の IC層 に

近 t、 粘性強、 しまりな し。

暗褐色土にロームブロックが混入。粘性

強、 しまりややあり。

焼土 ブロックとロームブロックの間に暗

褐色上が少量混入。色調 は暗い。焼土 は

硬質 している。粘性な し、 しまり強。
9に ロームブロックが多量混入。粘性あ

り、 しまりあり。

焼土 ブロック。粘性な し、 しまりな し。
ロームブロック。粘性な し、しまりな し。
7に 焼土粒が少量、 ローム粒が微量混入。

粘性な し、 しまりな し。

8 暗 褐 色 土

9 赤 褐 色 土

10黄 褐 色 土

7490m
C――

lm
|

第60図 20号住居跡 (1)

カマ ド

-72-―

0
1  1  1  1 「  1



A――

――E′

― A′

0                 2m
1     1     1

炉跡
Ｈ
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ピッ ト

Ｅ

Ｉ
Ｉ

・

7487m
G― 一―G′

日
製
割
引
、Ш

F坐聖

0                   1m
ll  II    I

一―H′

暗褐色上、黒褐色土が少量、焼土粒が微量混入。粘性あり、

しまりややあり。

暗褐色上に責褐色上が少量混赤Ю lよ りも明るい。焼土 ブロッ

クが微量混入。粘土 あり、 しまりな し。

責褐色土に暗褐色上が少量混入。焼土粒が中量混入。粘性あ

り、 しまりな し。

焼土が硬質 し、 ビンク色にな っている。粘性な し、 しまりあ

り。

赤褐色上に暗褐色上が少量混入。粘性な し、 しまりあ り。

焼土 と粘上の混合。粘性あ り、 しまりややあり。

焼土粒が微量混入。粘性ややな し、 しまりな し。

H二坐子m

黒褐色土 赤色スコリア、粘土粒が微量混入。粘性ややあり、しまり弱。

黒褐色±  1よ りも赤色スコリア、粘土粒の量が少ない。粘性ややあり、

しまり弱。

暗褐色土 粘土 ブロック、焼土ブロックを多量混入。粘性ややな し、 し

まり弱。

赤褐色土 焼土粒が多量混入。粘性ややなし、 しまり弱。

暗褐色土 粘土 ブロック、焼土 ブロックの混合上が混入。粘性な し、 し

まり普通。

1 暗 褐 色 土

2 暗 褐 色 土

3 黄 褐 色 土

4焼  土

5 橙 褐 色 土

6 暗赤褐色土

7 黒 褐 色 土

20号住居跡 (か
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第24表  20号住居跡出土土師器観察表 (1)

番号 器種 法量 (cm) 外面特徴 内面特徴 底部 胎土 色調 焼成 備 考

1 壺

横 ミガキ

底部付近ヘラ削り

横ミガキ ヘラ削り 石英 。長石・ 金

雲母・ 黒雲母 を

含む

良好

尭形

2 椀

横 ナ デ 横ナデ→十字状暗文

口縁部横位 ミガキ
寸け高台のちナテ 石英・ 長石 。金

雲母・ 黒雲母 を

含む

褐 色

良好

3 椀

(黒色)

４ア
？

ナ

刻

横

線

横ナデ→十字状暗文
口縁部横位 ミガキ

付け高台のちナデ 石英 。長石・ 黒

雲母を含む
也
色

褐
黒

恥

勺 良好

4 椀

横ナデ 償ナデ→放射状暗文

口縁部横位 ミガキ
付け高台のちナデ 英

母
む

石
雲
含

長石・ 金

黒雲母を
掲色

良好

5 椀
65

横ナデ 横ナデ→花弁状曙文 寸け高台のちナデ 石英 。長石 。金

雲母・ 黒雲母を

含む

凋褐色

良好

6 椀

(黒色) (60)

債ナデ

ロクロ痕

横ナデ→放射状暗文

体部上半横 ミガキ
暗け高台のちナデ 英

母
む

石
雲
含

長石・ 金

黒雲母を

色

色

褐

黒

外

内 良好

7 邦

65

横ナデ 横ナデ

十字状暗文

糸切 り 金雲母・黒雲廿・

砂粒を含む

嗜褐色

良好

8 郭

(59)

横ナデ 横 ナ デ 糸切 り 金 雲 甘・ 黒 要博

砂粒を含む

嗜褐色

良好

9 皿

(黒色)

(135)
22

(56)

横ナデ 横ナデ 糸切 り 石英

雲母

む

金
含

・
を

石
粒

長
砂

課色

良好

郭

(103) 積 ナ デ

ロクロ痕

憤ナデ 長石・ 金雲母・

黒雲母・ 砂粒を

含む

暗褐色

良好

郭

(130) 横ナデ 横ナデ 石英 。長石・ 黒

雲母 。砂粒を含

む

凋褐色

良好

郭
48

横 ナ デ

ロクロ痕

陵ナデ 糸切り 石英 。金雲母 。

砂粒を含む

暗褐色

良好

郭

(58)

横ナデ 横ナデ 糸切り 黒雲母・ 長石を

含む

月褐色

良好

郭

(54)

横ナデ 横ナデ 糸切 り 石英・ 長石・ 金

雲母・ 砂粒を含

む

菅褐色

良好

郭

46

横ナデ 横 ナ デ 糸切 り 石英・ 長石 。金

雲母・ 砂粒を含

む

嗜褐色

良好

罫

(119)
31
56

横 ナ デ 横ナデ

輪積み痕

糸切り 石英・ 長石・ 金

雲母・ 砂粒を含

む

件 暗 欄 任

勺 黒褐宦 良好

17 雰

(128)
32
5ユ

横ナデ 横ナデ 糸切り 英

母

石

雲

む

長石・ 金

砂粒 を含

喝色

良好

邪
62

横ナデ 横ナデ 糸切り 石英・ 長石・ 砂

粒を含む

着褐色

良 好
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第25表  20号住居跡出土土師器 (2)・ 灰釉陶器観察表

番号 器種 法量 (clr) 外面特徴 内面特徴 底 部 胎土 色調 焼成 備考

甕

134) 縦 ハ ケ 日 口縁部横ハケロ

胴部横ナデ

石英 。長石・ 金

雲母・ 黒雲母・

砂粒を含む

茶褐色

良好

羽 釜

230) 横ナデ 横ハケロ 石英 。長石 。金

雲母・ 黒雲母・

砂粒を含む

暗褐色

外面一部赤

褐色
良好

甕

(92)

一部 縦 ハ ケ 日 一部横ハケロ 木葉痕 石英 。長石・ 金

雲母・ 砂粒を含

む

嗜褐色

良好

甕

口縁部横ナデ

ナデ

回縁部横ナデ

ナデ

長 右 ・ 芸 甘・ 炒

粒を含む
茶褐色

良好

雰

(52)

横ナデ 憤ナデ 糸切り 徹密

赤色粒子・ 雲母

を含む

甥褐色

良好

邦

51

横ナデ 横ナデ 糸切り 徹 密

赤色粒子・ 雲母
を含む

ボ禍包
一部暗褐住 良好

堺

(68)

横ナデ 横ナデ 糸 切 り 緻密

赤色粒子・雲母・

長石を含む

茶褐色

良好

郭
48

慣 ナ デ 横ナデ 糸切 り 赤色粒子・石英・

長石・ 雲母を含

む

黄褐色

良好

頭部 摩 滅

邪

(黒色) 59

横ナデ 横ナデ→花弁状暗凍 糸切 り 砂粒 。金雲母・

長石 。石英を含

む

外

内

暗褐色

黒色 良好

邦

(黒色) 56

横ナデ 横ナデ→花弁状暗文 糸切 り 砂粒・ 黒雲母 。

石英を含む

外

内
暗褐色

黒色 良好

邪

(黒色) 55

陵ナデ 横ナデ→花弁状暗又 糸切 り 母

む

雲

含

金

を
黒雲母 小

勺

明褐佳

黒色 良好

高台付邦

(黒色) 78

横ナデ 陵ミガキ→放射状暗文 糸切り→付け高台 4｀ 右・ 亦也 Tlr十

を含む

色

色

褐

黒

朴

ヽ 良好

高台付邪

(黒色) 68

横ナデ

ロクロ痕

横ナデ 付け高台のちナデ

中央充填

石英 。長石・ 金

雲母を含む
朴  嗜 褐 任

為 黒色 良好

邦

(黒色)

143) 横ナデ
ロクロ痕

横ナデ→暗文

体部上半横 ミガキ
石英・ 長石・ 金

雲母・ 黒雲母を

含む

朴

内

褐色

黒色 良好

不

(黒色 )

114 贋 ナ デ 横位 ミガキ

体部縦位 ミガキ
赤色粒子・石英・

雲母を含む

外

内

褐色

黒色 良好

高台付邪

(黒色) 65

陵ナデ 横ナデ 耐け高台のちナデ 石英 。長石・ 金

雲母を含む

色

色

褐

黒

外

内 良好

灰釉陶器

皿

(125)
28

(66)

横ナデ
ロクロ痕

横ナデ 糸切り→付け高亡
のちナデ

緻密 灰色

良 好

施和円外国

漬け掛け ?

灰釉陶器

皿

126
24
71

横ナデ 横 ナ デ 削り出し高台 椒 雀 灰色

良好

施釉内外面

漬け掛け

灰釉陶器

椀

(160)
48

(80)

横ナデ
ロクロ痕

釉のハケ塗り

横ナデ 付け高台のちナデ 緻 奮 天白色

良好

灰釉陶器

皿

(123)
25
64

横ナデ 横ナデ 糸切り→付け高台
うちナデ

緻密

砂粒を含む

天褐色

良好

池釉内外面

責け掛け

灰釉陶器

皿

(136)
23

(73)

慣 ナ デ 横ナデ 割り出 し同台 緻密 天白色

良好

疱粕内外 lal

貰け掛け

瞭用硯 (内 )

灰釉陶器

皿

66

横ナデ 横ナデ 糸切 り→付け高台

のちナデ

緻密

砂粒を含む
天色

良好

施 租 円 回

漬け掛け



Ａ
Ｄ

キ
ー

暗 褐 色 土 色調はややうすい。 ローム

粒少量混入。粘性な し、 し

まりな し。

暗 褐 色 土 色調は 1よ りやや濃 く黒ず

んでいる。炭化物微量潟 八Ю

粘性な し、 しまりな し。

焼   土 焼上が流れ込んでいる。上

層部が特に赤い。粘性やや

あり、 しまりややあり。

暗 褐 色 ±  1よ りも赤みを帯びている。

焼土粒、炭化物が微量混入。

暗黄褐色±  1の暗褐色上 にローム粒が

中量、炭化物が微量混入。

0                 2m
l        l        l

日
守
劃
削
く

じ

、

カマ ド

＝
１

０

日

卜

∞
ｗ
ト

lm

10

11

12

13

14

15

16

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

橙褐色土

嗜褐色土

赤褐色土

暗褐色土

嗜褐色土

暗褐色土

暗褐色土

嗜褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土に責褐色上が中量、焼土粒が少量混入 している。粘性な し、 しまりな し。
1の層に焼土、炭化物が中量混入 している。粘性 1よ りややあり、 しまりなし。
1の層に焼土が少量、炭化物が微量混入 している。粘性な し、 しまりな し。
赤褐色土に暗褐色土が中量混入 している。粘性な し、 しまりな し。
暗褐色土に灰 と思われる成分が中量、焼土が少量混入 している。色調 は暗い。粘性な し、 しまりな し。
焼上に暗褐色土が少量混入 している。火床上、焼土 ブロック少量あり。粘性な し、 しまり普通。
暗褐色上に焼土粒が微量混入 している。粘性弱、 しまりな し。
暗褐色土にローム粒が少量混入 している。やや灰色がか っている。粘性弱、 しまり普通。
暗褐色土に炭化粒を多量含む。粘性ややあり、 しまりな し。
暗褐色土に炭化粒が中量、炭化物を微量含む。粘性ややあり、 しまりな し。
暗褐色土に焼土 ブロックが少量混入 している。粘性な し、 しまりな し。
暗褐色上に炭化粒が少量、焼土粒が微量混入 している。粘性な し、 しまりあり。
12に ほとんど同 じ。粘性ややあり、 しまりあり。
13層土に黄褐色土、炭化物が微量混入 している。粘性ややあり、 しまりあり。
14層上に責褐色土が中量混入 している。粘性あり、 しまりな し。
暗褐色土にローム粒が少量混入 している。粘性な し、 しまりな し。

第64図 21号住居跡
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D4坐そm

焼  土

橙褐色土

粘性なし、しまりあり。
焼土に暗褐色土が多量に混入。粘性なし、しまりややあり。

第65図  21号住居跡ピット
物%% 3暗

褐色土 略 色伽 こ焼土粒が微劃 こ混入 粘性 な 吹 しまりな 眺

|

第66図  21号住居跡出土遺物

第26表 21号佳居跡出土土師器・灰釉陶器観察表

番号 器種 法量 (cab 外面特徴 内面特徴 底部 胎土 色調 焼成 備考

と 邪

143
48
65

横ナデ

部分的に輪積み痕が

残る

横ナデ
ミガキ

糸切り 長石・ 雲母を含

む

嗜褐色

良好

2 郭

(147) 横ナデ

体部下半ヘラ削り

陵 ナ デ ヘラ削り 石英・ 長 /Hを 含

む

嗜褐色
一部黒褐住 良好

朴面一部烈

唇

3

須恵器

郭
60

横ナデ 陵ナデ 糸切り 長 右・ 雲 甘 °υ

粒を含む

黄褐色

良好

4

灰釉陶器

皿

横ナデ 使ナデ 回転ヘラ削り→付

け高台

緻密 狭 褐 色

一部薄緑窪

底部黒色
良好

転用悦

(底部 に墨

付着)

5 甕

296 縦ハケロ
ロ縁部横ナデ

横ハケロ 石英 。長石 。金

雲母を含む

色
色

褐
褐

暗
赤

外
内 良好

6 董きカマ ド

横 ナ デ ハケロ 長石・ 金雲母 を

含む

示褐 色

一部暗褐色 良好

-79-一
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第67図 遺構外出土遺物
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第27表 遺構外出土土師器観察表

番号 器 種 生量 (cm) 外面特徴 内面特徴 底部 胎 土 色調 焼成 備考

1 邪

一
　

一

６

^ヽ ラ肖」り 横ナデ→放射状暗文 糸切り→ヘラ削り緻密

赤色粒子・ 雲母
を含む

示褐色

良好

再面一部工|

啓

2 邦

(136) 債ナデ 横ナデ IE央 。長 右 ・ 雲

母を含む
喝色

良好

3 賓

(1 横 ハ ケ

口縁部横ナデ

口縁部横ハケ

横ナデ
長石・ 雲母 を含
む

赤褐色

良好

4 必

(60)

債ナデ 横ナデ 糸切 り 砂粒
む

雲 母 を含 外 暗褐佳

赤褐色内 良好

5 界

(61)

横ナデ 債 ナ デ 糸切 り 粒

む

砂

含
金雲母を 褐色

良好

6 郭

(76)

横ナデ 憤ナデ 糸切 り 砂粒 。金雲母を

含む
褐色

良好

内面かな り

制落

7 甕

一　

一

ａ

陵ハケロ 債ナデ 糸切り 石英 。長石 。雲

母・砂粒を含む
掲色

良好

8 llll

( 11

(

陵ナデ 横ナデ 糸切り 右央・ 長ね 。雲

母・ 赤色粒子・

砂粒を含む

凋褐色

良好

9 皿

(109)
23

(52)

横ナデ 横ナデ 糸切 り 右央 。長ね 。金

雲母・ 砂粒を含
む

陽色

良好

皿

( 90)
18
50)(

横ナデ 横ナデ 糸切 り 右央 。長右・ 釜

雲母・ 砂粒 を含
む

凋褐色
一部黒褐住 良好

11 皿

(126) 横ナデ 贋 ナ デ 石英 。長石・ 雲

母・砂粒を含む
ホ褐色

良好
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第 4節 中世

1.遺構 と遺物

1号石組上坑 (第68図、図版31)

K-9グ リッドに位置し、 1号住居跡の覆土中に構築されている。主軸方向はN-10° 一Wである。

長径1.26m、 短径1.lm、 深さ24clllを測り、不整形を呈する掘り方に、積石が築かれている。

積石には長さ14～ 70cm、 厚さ2～20cmの 角礫が使用されており、積石の上面から下面までは40cmを測る。

積石の遺存状態は良好である。

覆土は3層であり、暗褐色土を主体としている。

3号石組土坑 (第69図、図版32)

D-8グ リッドに位置し、16号住居跡の覆土中に構築されている。主軸方向はN-20° ―Eで ある。

長径1.34m、 短径1.2m、 深さ20cmを 測り、不整形を呈する掘り方に、積石が築かれている。

積石には長さ8～ 46cm、 厚さ6～30cmの 自然礫が使用されており、積石の上面から下面までは28cmを測る。

積石は全体的に崩落している様で、遺存状態はあまり良くなヽ

_B'

暗褐色土 自色スコリアを少量、赤色ブロック、炭化物 を微量含む。粘性弱、 しまりやや あ り。
暗褐色±  1よ りもさらに黒い。 白色スコリアを微量、炭化物 を少量含む。粘性弱、 しま り弱。
暗褐色土 やや暗い褐色土。黄色スコリア、黄色ブロックを少量含む。粘性弱、 しまり弱。

lm

第68図  1号石組土坑
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I  I  I  I  I           J

第69図  3号石組土坑

♀ I I  I I 1         lPCm

第28表  3号石組土坑出土土師器観察表

番号 器種 法量 (側 ) 外面特徴 内面特徴 底 部 胎土 色調 焼成 備考

1 甕

＆

一　

一

縦ハケロ
回縁部横ナデ

隣ハケロ 石英・ 長石 。金

雲母・ 砂粒を含
む

褐色

良好

皿

横ナデ
痕

デ
圧

ナ
状

横

爪
手持ちヘラ肖Jり

朴周回転ヘラ削り

徹密

赤色粒子・ 雲母
を含む

窪

窪

褐

褐

黒

暗

外

内 良好

出土遺物 (第70図、第28表、図版85)

2点を図示 したが、16号住居跡のものと同時期の所産と考えられるもので、本遺構に確実に共伴 したものか否

かは、明確にしえなかった。

4号石組上坑 (第71図、図版33)

E-7グ リッドに位置する。主軸方向はN-20° 一Eで ある。

長径1.4m、 短径1.3m、 深さ34cmを測 り、不整形を呈する掘 り方に、積石が築かれている。

積石には長さ14～ 52cm、 厚さ 6～ 30cmの 自然礫が使用されており、積石の上面から下面までは36cmを測る。

-82-―
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第71図  4号石組土坑

積石の遺存状態は良好である。

覆土は黒褐色土の単一層であるが、積石の内側には殆ど全体的に礫が入っていた。

5号石組土坑 (第72図、図版34)

F-8グ リッドに位置する。主軸方向はN-19° ―Eである。

長径1.89m、 短径1.5m、 深さ70cmを測り、隅丸長方形を呈する掘り方に、積石が築かれている。

積石には長さ8～ 56clll、 厚さ8～ 30cmの 自然礫が使用されており、積石の上面から下面までは38cmを 測る。

積石は東側が失われているが、遺存状態は比較的良好である。

6号石組上坑 (第73図、図版35)

F-6～ 7グ リッドに位置する。主軸方向はN-16° ―Eである。

長径2.7m、 短径2.Om、 深さ40cmを測り、楕円形を呈する掘り方に、積石が築かれている。

積石には長さ18～76cm、 厚さ8～ 30cmの角礫が使用されており、積石の上面から下面までは30cmを測る。

積石は東側の一部が崩落 しているが、全体的に遺存状態は良好である。

覆土は6層であり、暗褐色土を主体としているが、上層部に礫が散っているため、本来は2段積みであった可

含ヒJl■ もある。

―-83-―



I

WT



750.6.“

黒褐色土
 矮鐘醤と『薙議とFし新書篭:擁

土粒を

黒
悟Eと とこと臨 鐸4喪捲筵ζ

書生誓逢Fととおヒ亭テを少量、炭イは
炭化ブ七ックを微量含む。活性なし、しまり

岳馳材を象動メ脇議:

暗褐色上

5 暗褐色土

褐韓雄粋毬酔ブロツクを幡毎

第73図  6号石組土坑
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3

4

5

第74図 7号石組土塊

第75図  7号石組土坑出土土器

黒鵜 色 土 ローム払 炭化粒、炭イヒブロック、焼土嵐 焼土プロッ
クを微畳含む。粘性弱、しまりややなし。

黒 褐 色 ± 1よ りやや黒い。ローム粒ヽロームプロック、庚t賊、

炭イヒプロック、焼土粒、焼土プロック喜微量含む。粘性

弱、しまり普通
晴褐色土

 テ逐筵巻愚「駆墨Fをまτ尋導替呪狩
魔イとプロツ

暗責褐色± 3よ りやや明るい。ローム粒を多量、ロームプロツクを
中量、炭化粒を微量含む。粘阻 しまり普通

費褐色土 暗褐色土プロックを微量含む。粘性弱、しまりややなし。

1蒟
I I I I t        i
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lm
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第76図  36号上坑

出 土 土 器

0                 1m
l  l  I  I  I  I           I

0           10cm

第77図  37号土坑

7号石組土坑 (第74図、図版36)

F-6グ リッドに位置する。主軸方向はN-80° ―Wである。

長径1.74m、 短径1.2m、 深さ40cmを測り、不整形を呈する掘り方に、積石が築かれている。

積石には長さ8～60cm、 厚さ8～ 34cmの 自然礫が使用されており、積石の上面から下面までは8 cmを 測る。

積石の遺存状態は良好である。

覆土は5層であり、黒褐色土を主体としている。 1層中に礫が散在しており、本来は2段積みであった可能性

もある。

出上遺物 (第75図、図版87)

残存器高約17clllを 測る。内耳土鍋の回縁から底部にかけての破片である。この遺物の検出によって、石組土坑

が中世の所産によるものであると判断した。

36号土坑 (第76図、図版37・ 86)

F-5グ リッドに位置する。

平面形は不整円形を呈 し、長径41cm、 短径29cm、 最大深45cmの土坑である。

覆土は2層のみで、ローム粒を若干含む暗褐色土である。

出土土器は2個体の内耳土鍋で、破砕された状態で検出された。
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出土土器のうち 1個体は、底部が抜けているものの、ほぼ完形に復元できたもので、残存器高約 15clllを測る。

37号上坑 (第77図、図版38・ 88)

D-7グ リッドに位置する。遺構確認の段階で土器が現れていたので、上部の様子は不明である。

平面形は円形を呈 し、直径40cm、 最大深54cmの土坑を伴 うものである。

覆土は暗褐色土の単純層である。

出土土器は内耳土鍋 1個体で、覆土上面に置かれている様な状態で検出された。

土器は残存器高約18cmを測るもので、日縁から底部にかけての破片である。

第 5節 その他

時期不明の遺構 としては、10基の屋外炉と溝があげられる。また、非抽出遺構が10基ある (第30表)。

屋外炉 (第 78・ 79図、第29表 )

遺構確認の際に、小さな円形の範囲に焼土が広がる部分が検出された。 これらは、単独で存在する 1号、 2号

住居跡の周囲に点在する 2～ 4号、 L-8グ リッド内の 3m四方の範囲にまとまる6～ 10号である。

いずれも、覆土上層は焼土層で、厚さは3～20cmを測るものである。

第29表 屋外炉遺構観察表 (規模の単位はcm)

規模 (長径X短径X深さ) 形態

1 60× 56× 15 不整円形

2 48× 42× 23 楕円形

3 40× 36× 11 不整円形

4 60× 18× 22 半円形

6 44× 42× 5 不整形

7 40× 40× 7 隅丸方形

8 36× 20× 4 楕円形

9 33× 31× 7 隅丸方形

30× 23× 3 不整円形

溝 (第 5図 )

E～ I-14～ 17グ リッドの北西から南東への斜面に位置する。

幅60～ 180cm、 深さ18～60cmで、延長51mが検出された。

覆土は暗褐色土が主体であり、最上層は黒褐色土である。

第30表 非抽出遺構 (規模の単位はcm)

遺構名 グリッド 平面形 断面形 長径 短径 深 さ 備考

2号土坑 G-17 不整形 舟底形

14号土坑 D-8 不整形 舟底形

17号土坑 E-12 不整円形 舟底形

19号土坑 K-9 隅丸方形 舟底形

21号土坑 E-7 隅丸方形 台形 3号住居跡を切る

31号土坑 D-5 円形 台形 18号住居跡を切る

32号土坑 F-8 不整形 台形 33号土坑に切られる

33・ 34号土坑 F-8 不整形 舟底形 32号土坑を切り、15号住居跡 (新)に切られる

12号竪穴状遺構 」-7 楕円形 舟底形
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橙褐色土 暗褐色土主体に焼上を多量、焼土ブ
ロック、炭化物を少量含む。粘性な

し、しまりややあり。
暗褐色土 暗褐色土主体に焼上、炭化物を微量

含む。粘性なし、しまリヨ已

赤褐色土 焼土主体で暗褐色上が微量混入。粘性な し、 しまり

ややあり。

暗褐色土 暗褐色土主体で焼土が多量混入。焼土粒が多量、焼

土プロック、 ロームブロック、 ローム粒が少劃彫入Ю

粘性な し、 しまりややあり。

暗褐色土 暗褐色土主体で焼上が微量、 ロームブロック、 ロー

ム粒が少量混入。粘性な し、 しまりややあり。

A′

A聖≧!n

明赤褐色土 焼土。炭化粒、炭化ブロック、暗褐色土粒、暗褐色土ブ
ロックが微量混入。粘性弱、しまり曳

暗赤褐色土 焼土粒が中量、焼土プロック、炭化粒が微量混入。粘性
弱、しまり普通。

B坐聖

赤褐色土 焼主主体に暗褐色土を微量含む。

粘性なし、しまりややあり。

赤褐色土 焼土主体に暗褐色上を少量含む。

粘性なし、しまりややあり。

暗褐色土 焼土ブロックを含む。粘性なし、
しまりややあり。

暗褐色土 暗褐色土主体に黒褐色土を少量

含む。粘性なし、しまりややあり。

0                  1m
i l l l l l     l

C'

I

7516m

第78図  1～ 4号屋外炉

0                   1m
l I I I I I        I

~＼く要三功/~

。一―B′

橙褐色土 焼土主体で暗褐色土が部分的

に多量混入。粘性な し、 しま

り普通。

暗褐色土 基本層序の■b層 に近 い。 粘

性な し、 しまり普通。

焼土。炭化物、炭化 ブロック、暗褐色土 ブ

ロック、暗褐色土粒が微量混入。粘性弱、

しまり強。

焼土粒が中量、焼土 ブPッ ク、炭化粒が微

量混入。粘性弱、 しまり普通。

⑨珀
イ
ア

Ｃ

B―― ９◎ ８∂

明赤褐色土 炭化粒、炭化ブロック、暗褐色土粒、暗褐色土ブロックが微量混入。粘性弱、しまり強。

第79図  6～ 10号屋外炉

1 明赤褐色土

2 暗赤褐色土

C坐

)%¨ 蒻 )一

Ci
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第 3章  B地区

第 1節 概要

1.地区の概要

事業地の北西端に位置する畑地で、約2,300だ がB地区として調査された (第80図 )。

北から南への傾斜地であり、標高771.5～ 777.Omを 測る。

試掘調査において遺構の存在が予想されていたものの、実際に地区全体を精査したところ、明確な遺構は検出

できなかった。遺構と考えられていたものは、急斜面から緩斜面へといったわずかな地形変化のある部分に、自

然層がたまったものであった。

2.埋没谷

遺構確認作業の際に、調査区西側において幅10m、 長さ40mの帯状の範囲に黒色土が広がる部分があることが

明らかとなった (第80図点線内)。 この範囲内には、近年まで使用されていたと考えられる井戸があり、 また、

試掘の際にも、この付近の 2箇所で自然層の落ち込みが確認されていたため、埋没谷の存在が想定された。そこ

で、黒色土分布範囲の南側において、横断 トレンチを設定して、埋没谷の確認を行なった。

埋没谷は、上部幅7.Om、 下部幅2.6m、 深さ1.8mを測るもので、断面形は舟底状を呈している。覆土は黒色土

を主体としているが、下層には灰色粘土層があり、これが不浸透層となっているためか、断面から水が湧き出す

状態であった。この水は、 トレンチ内において一定の深さ以上増えることはなかったが、水をポンプアップすれ

ば湧き続ける状態であった。

この谷が、事業地中央東側に隣接してある湧水地への水みちになっていることも考えられたため、調査によっ

＼

＼

・
‐２

，

６０５

B地区全体図
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て水みちを切ることから発生 しうる環境への影響や、水が湧き続けている状態 も考慮 し、埋没谷の全体を掘 り返

すような調査を実施することを断念することとなった。

3.基本層序

調査区は斜面地であるため、全体的に表土から遺構確認面までが浅い状態であり、僅かな地形変換点において、

他より上層の堆積が厚くなる状況が観察された。

ここでは、横断 トレンチにおける土層堆積状況を示 し (第81図 )、 本調査区の基本層序とするが、 ローマ数字

で表されているものは、A地区における基本層序とほば一致する。なお、遺構確認は、工a層、Ⅲ層、 2層を面

として捉えて実施した。

第 2節 出土遺物

出土遺物数は260点弱で、そのうち約3/4を縄文土器が占める。そのほか、陶磁器・石器・争」片 。礫が出土した。

1 土器 (第82図 )

1は前期末の土器で、RL縄文を地文にもち、押圧隆帯が施されている。 2～ 6は中期初頭の土器で、いずれ

Ia暗 褐 色 土

Ib褐  色  土

Ic暗 褐 色 土

Ⅱa黒 褐 色 土

Ⅳ 明責褐色軽石

V 白 色 粘 質 土

暗 褐 色 土

褐  色  土

暗 黄 褐 色 土

黒 褐 色 土

灰 色 粘 質 土

灰責褐色粘質土

黄褐色粘質土

I擢 土にカ ック状のローム土を多量、黒色 スコ リア、灰白色スコリアを少量、炭

特控
を

期 瞥ぜ捉啓談 せヾ零聰 、炭化物を微量含む。やや白っぽ く赤みがある暗褐色土を主体 にブロック状の黒褐色土粒 と、黒1

粘性弱、 しまりお・つ う。

黒みが強 く、ややつやがある。 ブロック状の暗褐色上、責褐色 スコリア、黒色スコリア、 ローム粒を少量含む。粘性弱、 しまりややあり。

味噌土 とも呼ばれる。御岳第 1軽石層 (Pm-1)。
白色スコ リアを多量に含みざらざらしている。粘性強、 しまり強。

Ic・ 工aの混合土。粘性弱、 しまりお、つ う。

褐色土を主体に暗褐色土を中量、黒褐色土を少量、赤色 スコリアを微量含む。粘性ふつ う、 しまりややな し。

黄褐色上を主体に灰色粘土を多量、暗褐色上、赤色 スコリアを中量、黒色スコリアを微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

Ⅱaよ り褐色土を少量、白色粘土を微量、黄褐色 スコ リアを中量含む。粘性弱、 しまりややな し。

炒

４

灰色粘上を主体 に暗褐色土を少量、白色 スコリアを多量含む。

上部には黄褐色粘質土がありその下部には黄色土がある。粘性強、 しまり普通。

2コ

″F郡発と:弾浄
kFJとす颯I:ittF

第81図  B地区基本層序

齢
鞭 欝 燕枠

喫響:4~M2

饉触ょ
第32図 出土土器
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第83図 出土石器

も日縁部破片である。 2は口縁部に粘土紐を貼付 し、以下は平行沈線文が施される。日唇上には粘土紐貼付後、

凹線文が加えられている。 3・ 4は 日縁部に矢羽状の沈線文が施されている。 5・ 6は 日縁部に突起を設けたも

ので、 5の 回唇部には粘土紐が貼付されている。 7は平行沈線文が施された底部破片である。 8は堀ノ内 1式土

器で、頸部がくびれる深鉢の破片である。頸部に横位の区画が見られる。

2 石器 (第83図、第31表 )

石器は11点出土 し、そのうち 9点を図示 した。 1は細部調整子」片で、素材の周縁に調整が加えられている。 2

は両面調整石器である。 3は小型の石核である。 4～ 6は打製石斧である。 4は完形で撥形を呈するが、 5・ 6

は欠損 しているため、形状は不明である。 7は磨石であるが、敲打痕 も見 られることから、叩く、磨る両方に使

用されたものと思われる。 8・ 9は凹石である。

即

６

沼
――Ｉ
Ｗ
Ｉキー
瑚

⇔

第31表  出土石器―覧表

図 番号 出土位置 器種 石材 長さ 60 幅 (mm) 厚さ Cの 重量 (g) 備 考

第83区 1 C-6 細部調整制片 黒曜石 260 279

2 F-7 両面調整石器 黒曜石

3 E-6 石核 黒曜石 283

4 D-6 打製石斧 粘板岩 899 565

5 C-5 打製石斧 粘板岩 (487)

6 C-2 ,製石斧 ホルンフェルス (479)

7 B-5 磨石 輝石安山岩

C-5 凹 石 輝石安山岩 3161

9 D-7 凹石 輝石安山岩
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第 4章  E 地 区

第 1節 概 要

1.地区の概要

事業地の中央東側に位置する雑木林であった部分、約3,000nfが E地区である (第84図 )。

調査区北西すみに最高点をもち、西半分はほぼ平坦であるが、東半分は西から東への傾斜地となっている。標

高は771,7～ 774.2mを測る。

2.遺構

遺構はすべて東側の斜面地において検出されており、縄文時代晩期のものを中心とした、土坑 8基が検出され

ている。

3.遺物

出土遺物数は約4,000点である。その大半を縄文土器と石器 。剖片が占め、そのほか陶磁器、礫が出土 した。

遺物の分布を見てみると、22・ 23・ 26・ 28～30号土坑の位置するE-2・ 3グ リッドに集中しており、全遺物数の

約40%を 占める。次に、 C・ D-5・ 6グ リッドにも遺物が集中している。このように大きく見ると、土坑が位

置する南東部と、北西部とに2つのまとまりが認められるようである。

4.基本層序

調査区は雑木林であったためか、攪乱がひどく、また、斜面地は自然層が流失 していることによって堆積が少

なく、10～ 20cmの表土を除去するとすぐにローム層 (A地区におけるⅢ a層)上面が現れるという状況であっ

た。

第 2節 遺構と遺物

1.縄文中期

23号土坑 (第85図、図版40)

E-3グ リッドの斜面地に位置する。

残存する規模は長径0.69m、 短径0.55m、 深さ15cmを測り、不整円形を呈している。聯面形はほば舟底形であ

る。主草由方向はN-23° 一Wであった。

覆土は暗褐色上の単一層であった。

底面はゆるい弧を描いている。

出土遺物 (第86図、第88図 4・ 5、 第32表、図版67)

覆土中からは約60点の遺物が出土した。図示したものは中期初頭の土器 6点と石器 2点である。

1～ 4は深鉢の国縁部破片である。いずれも平行沈線文により、横位、縦位、斜格子目文が施される。 1の 日

縁部文様下には、地文にLR縄文がわずかに観察される。 3、 4の 日唇上には連続爪形文が施されている。 5は

1～ 4と 同じ形状の深鉢の胴部破片である。 6は波状口縁で、橋状把手を持つ土器である。

第88図 4は敲石、 5は完形の打製石斧である。

2.縄文晩期

22号土坑 (第85図、図版39)

E-3グ リッドの斜面地に位置する。

残存する規模は長径1,02m、 短径068m、 深さ40cmを測り、不整形を呈 している。断面形は不整形である。主

軸方向はN-21° 一Wであった。
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暗褐色土 褐色土 ブロックを微量、褐色土

粒を微量含む。粘性な し、 しま

り普通。

暗褐色土 暗褐色土主体で褐色上が微量混

入 し、 1よ りやや赤みが強い。

粘性な し、 しまり普通。

25号土坑

23号土坑

7728コ

暗褐色土 粘性な し、 しまり普通。

26号土坑

24号土坑

暗褐色土 暗褐色主主体で褐色土が微量混入している。粘
性なし、しまり普通。

褐 色 土 褐色土主体で暗褐色上を微量含む。粘性なし、
しまり普通。

暗褐色土 暗褐色上が主体で褐色土が少量混入 している。

粘性な し、 しまり普通。

暗褐色土 暗褐色上が主体で褐色上が少量混入 し、 1よ り

やや赤みが強い。粘性な し、 しまり普通。

暗褐色土 暗褐色土が主体で褐色土が微量混入 し、 1よ り

黒みが強い。粘性 な し、 しまり普通。

暗褐色上 暗褐色上が主体で褐色上が少量混入 し、 1よ り

黒みが強いが 3よ り弱い。粘性な し、 しまり普

通 。

暗褐色土 暗褐色上が主体で褐色上が中量混入し、 2よ り
赤みが強い。粘性なし、しまりややなし。

暗褐色土 暗褐色上が主体で褐色上が少量混入し、 4よ り
黒みが強く3よ り弱い。粘性なし、しまり部醜

30号土坑

1 暗褐色土 暗褐色土を主体として褐色土

が混入 し、黒色スコ リアを微

量含む。粘性なし、しまり魂

2 暗褐色土 暗褐色土を主体 として褐色土

が微量混入 し、黒色 スコリア

を微量含む。 1よ りも黒みが

強い。粘性なし、しまり説

3 暗褐色土 暗褐色土を主体に褐色土が少

量混入 している。 1よ りもや

や明るい。粘性な し、 しまり

普通。

♀          I          †m

22号土坑

7727m

1

2

3

4

77383m

暗褐色土 暗褐色土主体で褐色土を少量含

む。粘性 な し、 しまり普通。

暗褐色土 暗褐色土主体で褐色土を微量含

み、 1よ り黒みが強い。粘性な

し、 しまり普通。

28号土坑

暗褐色土 暗褐色土が主体で褐色上が少量部分的に混

入 し、 2に 比べやや黒みが強い。粘性なし、

しまり普通。

暗褐色土 暗褐色上が主体で褐色土が部分的に混入 し

ている。粘性なし、 しまり普通。

暗褐色土 暗褐色上が主体で褐色土を中量含む。 2よ

り黒みは強いが 1ほ どではない。粘性なし、

しまり普通。

暗褐色土 暗褐色上が主体で褐色上が多量部分的に混

入 している。粘性な し、 しまり普通。

暗褐色土 混 じり物 はない。 4よ り黒みが強いが 3ほ
どではない。粘性な し、 しまり普通。

29号土坑

暗褐色土 暗褐色上が主体で褐色土が少量混

入 している。粘性な し、 しまり普

通。

暗褐色±  1よ りも黒みが強い。粘性な し、

しまり普通。

褐 色 土 褐色上が主体で暗褐色土を少量含

む。粘性な し、 しまり普通。

第85図  22～ 26・ 28～30号土坑

77382m
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10cm

第86図 23号土坑出土土器

覆土は 2層 に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を示 している。

底面は段をもっている。

出土遺物 (第87図 1～ 15、 第38図 1、 第32表 )

覆土中か らは約70点の遺物が出土 した。図示 したものは晩期終末の土器15点 と石器 1点である。

第87図 2は浅鉢の体部片である。沈線文を磨き込み浮線文を作 り出している。 5はこの口縁部片である。端部

に眼鏡状のモチーフをもち、頸部にわずかに段を有する。 6は甕の回縁部である。凹線を引き、下部に細い隆帯

状のケバを作 り出している。 1・ 3・ 4は甕の体部片である。体部のモチーフは、いずれも沈線部を磨き込み浮

線文を作 り出しているが、 3は磨き込みがやや足 りない。横方向の細密条痕を施 している。 7～ 9は 凹線をもつ

深鉢の口縁部片で、 9は斜位に細密条痕を施 している。10は雷状ジグザグ文を有する細密条痕文深鉢の体部片で

ある。 11・ 12は素口縁の細密条痕文深鉢で、11は 回縁部が内湾 し、12は外反する。13は細密条痕文深鉢の体部片

である。 14・ 15は網代圧痕をもつ底部片である。

第88図 1は細部調整剖片である。腹面左側縁に調整を加えており、下部を欠損 している。

26号土坑 (第85図、図版43)

E-3グ リッドの斜面地に位置する。

残存する規模は長径1.64m、 短径1.15m、 深さ31cmを測 り、長楕円形を呈 している。断面形はほぼ逆台形であ

る。主軸方向はN-41° 一Eで あった。

覆土は 6層に分けられ、自然堆積の様相を示 している。

底面はほぼ平坦である。

出土遺物 (第87図 16～ 38、 第88図 2、 第32表 )

覆土中からは約160点の遺物が出土 した。図示 したものは晩期終末の土器23点 と石器 1点である。

第87図 16～ 19は浅鉢である。器形は16は外反、17・ 19は屈折する。 16・ 17・ 19は端部に沈線による眼鏡状のモ

チーフを有 し、頸部が無文帯をなす。20は小形の直口壺である。日縁部で少 しすばまる。内外面に指頭痕が明瞭

に残る。21・ 22・ 24～26は凹線を有する甕の口縁部片である。21・ 24は単線、他は多条の凹線を施す。25は浮線

文を作 り出し、他は凹線のみである。いずれも体部は無文である。23・ 27・ 28は細密条痕文深鉢である。いずれ

も回縁部に凹線を有する。27の 凹線は鋭角的な沈線による。29・ 30は外反する細密条痕文深鉢である。 ともに素

・ｊ

３
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第88図 土坑出土石器

回縁であるが、29の 端部はわずかに外側に折れている。31～34は無文の深鉢の口縁部片である。31は外反するも

の、34は端部が肥厚 し内湾するもの、32・ 33は端部が外側に軽 くはみ出す特徴をもつ。 この特徴の土器は愛知県

樫王貝塚などに類似するものがあり、東海系土器の可能性がある。35～37は細密条痕文深鉢の体部片である。38

は網代圧痕をもつ底部片である。

第88図 2は細部調整象J片である。腹面下端部に調整が見 られる。

28号土坑 (第86図、図版44)

E-4グ リッドの斜面地に位置する。

残存する規模は長径144m、 短径099m、 深さ49cmを 測り、不整形を呈 している。断面形は舟底形である。主

軸方向はN-78° ―Eであった。

覆土は 5層に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を示 している。

底面は段をもっている。

出土遺物 (第87図39～ 41、 第88図 6・ 7、 第32表 )

覆土中からは約70点の遺物が出上 した。図示 したものは晩期終末の土器 3点と石器 2点である。

第87図39は凹線文の甕で、体部は無文である。40は無文の深鉢で、日縁部に上部から連続 した押圧文を施す。

41は網代圧痕をもつ底部片である。

第38図 6・ 7は打製石斧である。いずれも上部を欠損 している。

29号土坑 (第85図、図版45)

E-3グ リッドの斜面地に位置する。

0

第32表 土坑出土石器一覧表

図 Ｆ
ア
．

番 出土位置 器種 石材 長さ い⑪ 幅 (飩 ) 厚さ い0 章量 (g) 備 考

第88図 と 22号土坑 細部調整よ」片 黒曜石

2 26号土坑 細部調整争」片 黒曜石 256 362

3 29号土坑 細部調整ま」片 黒曜石 222

4 23号土坑 敲 石 輝石安山岩

5 23号土坑 打製石斧 ホルンフェルス

6 28号土坑 打製石斧 砂岩

7 28号土坑 打製石斧 シル ト岩 1051

8 29号土坑 打製石斧 シル ト岩 365
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残存する規模は長径1.28m、 短径0,84m、 深さ18cmを測り、不整形を呈 している。断面形はほぼ逆台形である。

主軸方向はN-25° 一Wであった。

覆土は3層に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を示 している。

底面はほぼ平坦である。

出土遺物 (第87図 42、 第88図 3・ 8、 第32表 )

覆土中からは約25点の遺物が出上 した。図示 したものは晩期終末の土器 1点 と石器 2点である。

第87図42は細密条痕文深鉢の体部片である。

第88図 3は腹面左側縁に快りを入れた細部調整子J片である。 8は完形の打製石斧である。

30号土坑 (第85図、図版46)

E-3グ リッドの斜面地に位置する。

残存する規模は長径0.8m、 短径0.64m、 深さ18cmを測り、不整円形を呈 している。断面形はほぼ逆台形であ

る。主軸方向はN-57° ―Wであった。

覆土は3層に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を示 している。

底面は段をもっている。

出土遺物 (第87図43～48)

覆土中からは35点 の遺物が出土した。図示 したものは晩期終末の土器 6点である。

第87図43は凹線文を有する深鉢の口縁部片、44は素口縁の細密条痕文深鉢である。45は端部が外側に軽 くはみ

出す深鉢の口縁部片である。47は屈折する細密条痕文甕の体部片、46・ 48は細密条痕文深鉢の体部片である。

3.時期不 明

24号土坑 (第85図、図版41)

E-5グ リッドの斜面地に位置する。

残存する規模は長径1.48m、 短径1.25m、 深さ30cmを測り、不整形を呈 している。断面形は不整形である。主

軸方向はN-53° 一Wであった。

覆土は2層に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を示 している。

底面は段をもっている。

覆土中の遺物は少なく、図示できるものはなかった。

25号土坑 (第85図、図版42)

E-5グ リッドの斜面地に位置する。

残存する規模は長径0。 78m、 短径0.6m、 深さ13cmを測り、不整形を呈 している。断面形は不整形である。主

軸方向はN-40° 一Wであった。

覆土は2層に分けられ、ほぼ自然堆積の様相を示 している。

底面は段をもっている。

覆土中の遺物は少なく、図示できるものはなかった。
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第90図 遺構外出土土器 (2)

第 3節 遺構外出土遺物

遺構外出土遺物は、土器が3,000点弱、石器・手U片が540点程となっている。土器は縄文前期末～中期初頭と、

晩期終末のものが出土しており、出土数はほぼ同じである。前期末～中期初頭の上器はC・ D-5・ 6グ リッド

に、晩期終末の上器はE-2・ 3グ リッドに集中して出土 している。

1.土器 (第89～93図、図版 68)

第89図 1～ 7は縄文前期末の上器である。 1は沈線文、 2・ 3は結節沈線 。浮線文、押圧隆帯文が施されてい

る。 4・ 5は隆帯を有するもの。 6は関西系、 7は北陸系の上器と思われる。 8～ 52は中期初頭の土器である。

21～ 23・ 37に縄文が施されるほかは、殆どが沈線文系の上器である。 8～ 16は古いタイプの土器で、連続爪形文、
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第93図 遺構外出土土器 (5)

陰刻文、沈線文が施されている。13の ように把手状のものも見 られる。 17・ 18は沈線文により渦巻文を描くもの。

19は橋状把手をもつものである。20は 隆帯上に連続爪形文を施す。21・ 22は縄文を地文にもち、沈線文が施され

る。23～ 25は 回唇部下に押 し引き文が施されるもので、23はその上部に縄文が、24は刺突文が、25は沈線文が施

されている。26～29は平行沈線文が施されるもので、26・ 27の 口唇上には結節沈線文が施されている。31・ 32は

結節沈線文が施され、日唇上には沈線文、刺突文が施される。33～37は刺突文、結節浮線 。沈線文が施される土

器。38～52は平行沈線文により、縦位、横位、波状、格子目状のモチーフを描 くものである。47は斜位に平行沈

線文を施 した後、 ソウメン状貼付文を施 している。

第91～93図 は、縄文晩期終末の土器群である。いずれも典型的な氷 1式段階に相当する。

1～ 19は浅鉢である。 1・ 2・ 3・ 6は 回縁部がやや内湾気味に立ち上がる器欣 3は外反する器形、■～14・

16・ 17は屈折する器形である。 1～ 3は端部に眼鏡状のモチーフを有 し、体部に沈線部を磨き込んだ浮線文を有

する。モチーフは直線的な菱形が基本だが、わずかにレンズ状におゝ くらむ部分がみられる。 4は頸部無文帯を有

するが、体部のモチーフの描き方や構成は 1・ 2と あまりかわらない。11～ 13は頸部が無文で、屈折部に眼鏡状

のモチーフを展開するもの。 14～ 18は 日外帯をもち、体部が無文のもの。体部にミガキを施すことが多い。屈曲

の明瞭なもの・不明瞭なもの 。ないもの等がある。 18・ 19は素口縁の無文のもの。口縁部は内湾気味に開 く。
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第33表 遺構外出土石器一覧表

図 番号 出土位置 器種 石材 長さ ⑤⑪ 幅 (mm) 厚さ⑤0 重量 (g) 備 考

第94図 1 D-3 石鏃 黒曜石 (209) (172)

2 C-7 石鏃 黒曜石 07

3 E-2 石鏃 黒曜石 (161) (132)

4 E-3 石鏃 黒曜石 (140) (123)

5 B-3 石錐 黒曜石 (324) 47

6 E-3 石 錐 黒曜石 228 61 10

7 C-6 石錐 黒曜石 (235) 17

8 E-2 石錐 黒曜石 (210)

9 D-5 両面調整石器 黒曜石

E-2 ピエス・ェスキーュ 黒曜石

11 D-3 ピェス・ェスキーュ 黒曜石

E-3 ビエス・ェスキーュ 黒曜石

13 B-4 ピェス・ェスキーュ 黒曜石 225 13

C-3 ピエス・ェスキーュ 黒曜石 13

5 E-2 ピエス・ェスキーュ 黒曜石 171

6 C-7 ピェス・ェスキーュ 黒曜石 114

7 B-5 ピエス・ェスキーュ 黒曜石 113

8 C-5 ピェス・ェスキーュ 黒曜石 (180)

9 表採 スクレイパー 黒曜石

E-6 スクレイノヾ― 黒曜石 131

C-6 スクレイパー 黒曜石

D-2 スクレイノヾ― 黒曜石 141

D-2 石匙 黒曜石 163 17

第95図 1 E-3 細部調整まu片 黒曜石 154

2 C-3 細部調整剖片 黒曜石 177 11

3 E-3 細部調整剰片 黒曜石 182

4 D-3 細部調整剖片 黒曜石

5 D-2 細部調整工J片 黒曜石 (176)

6 C-2 細部調整争J片 黒曜石

7 B-5 細部調整手J片 黒曜石 (283) 10

8 E-3 細部調整羊」片 黒曜石 264 11

9 C-6 細部調整まU片 黒曜石 352

10 D-5 細部調整剖片 黒曜石 (303)

E-2 細部調整よ」片 黒曜石

2 C-5 細部調整剖片 黒曜石

D-3 細部調整まU片 黒曜石

E-3 細部調整よJ片 黒曜石

5 B-1 細部調整剰片 黒曜石 283

6 C-5 細部調整剥片 黒曜石

表採 石核 黒曜石

8 B-7 石核 黒曜石 325

D-2 石核 黒曜石

E-2 石核 黒曜石 173

D-5 石核 黒曜石

弔96図 1 南東部 石核 黒曜石 396 268

2 B-6 石核 黒曜石 261

3 D-5 打製石斧 砂岩

4 D-5 打製石斧 砂 岩 1320

5 B-4 打製石斧 砂岩 (1258) 235

6 D-2 打製石斧 ンルト岩 1464

7 B-7 打製石斧 ホルンフェルス 1950
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図 番号 出上位置 器種 石材 長さ ⑤0 幅 (mll) 厚さ O⑪ 琶量 (g) 備 考

第96図 8 D-5 打製石斧 シルト岩 1055

9 南東部 打製石斧 砂岩 998

E-2 打製石斧 シル ト岩

南東部 打製石斧 ンルト岩 829

D-6 打製石斧 ンルト岩 589

D-2 打製石斧 輝石安山岩 (1070) 120 715

C-6 打製石斧 砂岩 121 6

C-3 打製石斧 砂岩 (980) 2

B-5 打製石斧 ホル ンフェルス 0 894

17 C-5 打製石斧 砂岩 (748)

第97図 l C-6 打製石斧 砂岩 (875)

C-5 打製石斧 タルク (850)

3 C-6 打製石斧 砂岩 837

C-3 打製石斧 シル ト岩 835

5 C-6 打製石斧 砂岩

6 南東部 打製石斧 砂岩 (735) 170

7 南東部 打製石斧 砂岩 (720) 696

8 B-4 打製石斧 砂岩 (830)

9 D-4 打製石斧 よル ンフェルス 106_3

D-2 磨製石斧 石灰岩 (405) (485)

D-2 磨製石斧 輝石安山岩 1300

D-2 敲石 砂岩 830 2415

D-2 磨石 輝石安山岩 393 780 5424

14 D-2 磨石 輝石安山岩 1065 775

B-7 磨石 輝石安山岩 (820) 29,0 2049

E-3 石皿 輝石安山岩 3722

17 D-3 石 皿 輝石安山岩 (1955) (2165) 4,0560

第98図 1 北東部 凹 石 砂岩 1,0579

B-4 凹石 輝石安山岩 4609

3 D-2 凹 石 輝石安山岩 735 2930

4 C-5 凹 石 輝石安山岩 1065 3594

5 南東部 凹石 輝石安山岩

6 C-4 凹石 輝石安山岩 5750

7 D-2 凹石 輝石安山岩 1270 755 490

8 表採 砥石 輝石安山岩 1270 1,0675
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20～24は壷である。23は日縁部が くの字に外反する小形壷である。端部に小さい突起と頸部に一条のやや細い

隆帯をもつ。隆帯には刻みを施す。内面に横方向の ミガキを施す。遠賀川式のこの影響を受けて作ったものであ

ろうか。20は大形壺体部片で、肩部にやや太めの隆帯をもつ。隆帯には押圧を施 している。体部外面に一部細密

条痕が残存する。21・ 22は東海地方の樫王式の壺を在地で模倣 した壺、いわゆる「在地型突帯文壷」である。と

もに回縁部の突帯文に、縦方向に工具を押 し当てている特徴は、樫王式のやや古い段階のテクニックを踏襲 して

いることを示す。21の 内面の条痕などは東海ではあまりみられず、在地で付加 したテクニックであろうか。

25～28は甕である。25・ 26は中形の甕で日縁部と体部に文様を有する。体部のモチーフは文様帯に斜線のはい

るもので、25は沈線化 している。25の体部中位以下には細密条痕を施 している。27は、口縁端部と体部に文様を

有する大形の甕である。27は端部に 2山の突起を、28は沈線で眼鏡状風なモチーフをもつ。体部のモチーフは太

めの沈線により浮線風に作 り出している。体部は無文である。35～ 38は 日縁部に凹線をもつ甕である。35。 38の

ように口縁部の内湾するものもある。体部は無文である。57～59は細密条痕文甕の体部片である。59は体部が屈

折 し、屈折以下に斜位に細密条痕文を施 し、57・ 58は不定方向に施す。

30～ 34・ 39・ 40は凹線をもつ深鉢である。日縁端部に山状突起を有 し、32の ように凹線を施すときに上下の浮

線を結合 し匹字文状に作 り出すものもある。体部には細密条痕文を施 し、多 くは31の ように雷状ジグザグ文を体

部に施文するが、33の ようにないものもある。 14～ 16は 回縁部の肥厚する細密条痕文深鉢で、日縁部に細い隆帯

状のケバをもつ特徴がある。14・ 15は頸部に無文帯を有 し、細密条痕文は横方向に施文 している。43は端部内面

に沈線を有 し、ケバ以下に縦方向の細密条痕文を施す。44・ 45は外反する素口縁の細密条痕文深鉢。54は端部が

肥厚 し回縁部の内湾する細密条痕文深鉢。46～ 53・ 55・ 56は 回縁端部及び日唇部に加飾を施 した深鉢である。46。

47は端部に沈線による眼鏡状風のモチーフをもつもの、48・ 49は端部の斜上に押圧文をもつもの、50・ 51は 日唇

部上に押圧文をもつもの、52・ 53は 口唇部に沈線をもつもの、55は端部に強い押圧文をもつもの、56は端部に前

方に突出した突起をもつものである。49・ 52～56は無文で、他は細密条痕文を施す。

60～69は底部である。60～64・ 67は底部外面が無文でナデを施 している。体部に細密条痕文が残る。65は底部

外面に木棄痕をもつ。66・ 68・ 69は底部外面に網代痕をもつ。

2.石器 (第94～98図、第33表、図版70～ 72)

遺構外からは合計168点の石器が出土 した。内訳は、石鏃 5点、石錐 4点、両面調整石器 1点、 スクレイパー

5点、細部調整手」片25点、 ピエス・ ェスキーユ14点、石核12点、打製石斧72点、磨製石斧 2点、凹石15点、磨石

9点、敲石 2点、石皿 1点、砥石 1点、その他 1点である。用いられる石材については、 A・ B地区と同様に、

まJ片石器・石核は黒曜石のみ、礫石器は殆どが輝石安山岩である。

第94図 1～ 4は石鏃である。 とは凹基有茎鏃、 2。 3は凹基無茎鏃、 4は未製品と思われる。 5～ 8は石錐で

ある。 6が完形のほかは、いずれも端部を欠損する。 9は両面調整石器、10～ 18は ピエス・ エスキーユである。

19～ 22は スクレイパーである。19は ピエス・ エスキーユを素材としている。23は石匙である。第95図 1～ 16は細

部調整黒J片である。 2は石鏃未製品とも考えられる。 9～ 16は側縁に使用痕と思われる微細な制離痕が見られる。

17～ 21・ 第96図 1・ 2は石核である。 3～ 17・ 第97図 1～ 9は打製石斧である。短冊形が殆 どで、分銅形は 1点

のみである (第97図 9)。打製石斧に用いられる石材は、砂岩が多いが、そのほかシル ト岩・ ホルンフェルスなど、

ほかの器種に比べ石材の選択性が見 られないようである。10・ 11は磨製石斧で、10は定角式、■は乳膵状である。

12は敲石、13～ 15は磨石、16・ 17は石皿である。第98図 1～ 7は凹石、 8は砥石であり、殆どが輝石安山岩製で

ある。
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第 5章 G地区

第 1節 概要

1.地区の概要

事業地の南部東側に位置する雑禾林であった部分、約1,500Hfが G地区である (第99図 )。

調査区北側に最高点をもち、東と南に緩やかに傾斜している。標高は780.0～ 781.3mを 測る。

2.遺構

遺構は緩やかな斜面地において検出されており、縄文時代の竪穴状遺構 2基が検出.さ れている。

3.遺物

出土遺物は少なく、40点弱である。すべて縄文時代と思われるもので、土器は諸磯 C式と氷 I式に限られるよ

うである。石器・手J片 はすべて黒曜石で、図示していないが両面調整石器 2点が出土している。

4.基本層序

調査区は雑木林であったためか、攪乱がひどく、また、斜面地は自然層が流失していることによって堆積が少

なく、20culほ どの表土を除去するとすぐにローム層 (A地区におけるⅢa層)上面が現れるという状況であった。

第99図 G地区全体図

13目を 14目彗

lv抑
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第 2節 遺構と遺物

1.遺構 内

13号竪穴状遺構 (第 100図、図版47)

B-2グ リッドに位置する。

残存する規模は長径25m、 短径1.2m、 深さ30cmを測り、不整形を呈するものである。断面形はほぼ皿状を呈

している。主軸方向はN-70° 一Wであった。

覆土は2層 に分けられるが、ほぼ自然堆積を呈している。

底面には段差がみられた。

出土遺物 (第 102図 )

覆土中の遺物は少なく、図示できたものは1点のみである。

1は縄文晩期のもので、細密条痕文を有する甕の体部片であり、横方向に細密条痕文を施している。

14号竪穴状遺構 (第 101図、図版48)

B-2グ リッドに位置する。

残存する規模は長径1.7m、 短径1.5m、 深さ27cmを測り、不整円形を呈するものである。陽面形はほぼ皿状を

呈 している。主軸方向はN-18° ―Wであった。

覆土は3層 に分けられるが、ほば自然堆積を呈している。

底面には段差がみられた。

o            2m
1       1       1

暗褐色土  ローム粒を多量、 ロームブロックを少量、炭化粒、炭化 ブロック

を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土  ローム粒を多量、 ロームブロックを少量、炭化粒を微量含む。粘

性弱、 しまりややあり。

第100図  13号竪穴状遺構

1

2

3

第102図  13・ 14号堅穴状遺構出土土器

暗褐色土 ローム粒を多量、 ロームブロックを少量、炭化粒、炭化 ブロック

を微量含む。粘性弱、 しまりややあり。

暗褐色土 ローム粒を多量、 ロームプロックを少量、炭化粒を微量含む。粘

性弱、 しまりややあり。

暗褐色土 ローム粒を多量、 ロームブロックを微量含む。粘性弱、 しまりあ

り。
  第101図 14号竪穴状遺構

∈<韻〃1
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緯尻斡か4娃湿∈‖6

第 103図 遺構外出土土器

出土遺物 (第 102図 )

覆土中の遺物は少なく、図示できたものは3点であった。

2は 日縁部の外反する浅鉢であり、沈線化 した多条の凹線文を有する。 3は体部で屈曲する甕であり、屈曲以

下に横方向の細密条痕文を施している。 4は細密条痕文甕の体部片である。いずれも縄文晩期終末の氷 I式の最

も新 しい段階に相当するものである。

2.遺構外 出土遺物 (第 103図 )

1・ 2は縄文前期の諸磯 C式土器であり、集合沈線文を地文にもつ口縁部破片である。 1は結節浮線文と円形

貼付文が施されており、円形貼付文上には半我竹管で刺突が加えられる。 2は結節沈線文と円形貼付文が施され

ている。

3～ 6は縄文晩期終末の氷 I式土器である。 3・ 4は浅鉢であり、 3は 日外帯と頸部無文帯を有 し、体部でや

や屈曲するもので、 4は体部に沈線化 したモチーフを有するものである。 5・ 6は細密条痕文の深鉢であり、 5

は外反する素口縁、 6は体部片である。
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第 6章 自然科学分析

第 1節 健康村遺跡自然科学分析調査報告
パ リノ・ サーブェイ株式会社

はじめに

健康村遺跡 (山梨県北巨摩郡長坂町大字中丸字新代1622番地ほか所在)は、八 ケ岳の南麓斜面にあたり、標高

は750mを測る。本遺跡は、平成 4年度に調査を行 った結果、縄文時代および平安時代 。中世の遺構・ 遺物が数

多 く検出された。本稿は、新宿区区民健康村遺跡調査団からの依頼により、各遺構から検出された遺物や土壌中

に含まれる微化石について調査 した結果をまとめたものである。

各遺構か ら検出された遺物については、材および種実遺体を対象にした。材については当時の用材選択 につい

て、種実については可食植物を中心とした当時の植物利用について考えることとした。植物遺体を対象に した古

環境解析を行 う場合、花粉分析等が一般的であるが、 これ らは遺体の保存上の問題から調査対象が主に水成堆積

物に限 られる。ただし、植物珪酸体では台地上に存在する風成堆積物にも適用対象となることから、直接生活の

場となっていた台地上についての考察が可能になる。そこで自然堆積層であるソフトローム～黒ボク土にかけて

の植物珪酸体分析を行い、台地上のイネ科植物相の変遷に関 して検討を行 った。

1.試 料

材同定の試料は、平安時代の住居址である15号住居   750000田

跡と20号住居跡か ら採取されたもの35点である (No.

1～30,No.978 SI-20フ ク土,SI-15)。 このうち、通      Ⅱa

し番号が付いていなかったNo.978 SI-20フ ク土は便宜
Ⅱb

上No.31と し、SI-15の 4袋の試料にはNo.32～ 35の番

号を付 した。なお、炭化材が検出された住居址は、い       Ⅲっ

ずれも平安時代に属 し、これらは住居址の構築材と考
749 000m

えられる。

種実同定用試料は、各遺構 (住居址・土坑 。石組土

坑・炉跡など)の覆土中からサンプリングされ、ウォー

ターセパ レーションを利用 して採取 されたもの266袋

について行 った。 これらの試料についての詳細は、各

同定結果と併せて記 した。

植物珪酸体分析については、H・ I-9・ 10グ リッ   _
748 000m

ドにおけるテス トピット南北セクションか ら5cm間隔

で採取された試料中からソフトローム～黒ボク土に相

当する層を中心に18点を選択 して分析を行った。分析

地点の柱状図および試料採取位置については、第104

図に示す。

2.材同定

1)方法

試料を乾燥させたのち、木口 (横断面)・ 柾目 (放

射断面)・ 板目 (接線断面)の割断面を作製し、走査

型電子顕微鏡 (無蒸着 。反射電子検出型)で観察 。同

匡コ 植物瑳酸体分析試料

第104図 試料採取層位

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

黒色火山灰土 (黒 ぼ く上 )

黒褐色火山灰土 (黒 ぼ く土 )

暗責褐色火山灰土 (ソ フ トローム )

黄褐色火山灰土 (ハ ー ドロ ーム )

黄掲色火山灰土 (ハ ー ドロ ーム )

黄褐色火山灰土 (ハ ー ドローム )

黄褐色火山灰土 (ハ ー ドローム )

黄褐色火山灰土 (ハ ー ドローム )

黄褐色火山灰土 (ハ ー ドローム )

黄色軽石層 (Pm-1)
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定 した。

2)結果

同定結果を第34表に示す。35点の試料の内、No.31に は 2種類の材が認められたため、 a, bに 分 けて記載 し

た。試料には、スギ (近似種を含む)、 ヒノキ属近似種、コナラ属 コナラ亜属クヌギ節の一種、 コナラ属 ヨナ ラ

亜属コナラ節の一種、ハ リギリの 5種類が認められた。各種類の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質を以

下に記す。なお、和名 。学名等は、「原色日本植物図鑑木本編 〈I・ Ⅱ〉」 (北村・村田,1971,1979)に 従 い、

一般的性質などについては「木の辞典 第 1巻～第 6巻」 (平井,1979-1980)も参考にした。

・ スギ (Crttpι ο搬9rιαヵpοttCC(Lf)D.Don)  スギ科

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほば晩材部に限っ

て認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、細胞壁は滑 らか、分野壁孔はスギ型で 2～ 4個。放射組織は

単列、 1～ 15細胞高。

スギは、本州・ 四国 。九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・植林される。国内では植林面積第一位の

重要樹種であり、長寿の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は大きく、加工は容易、保存性は中程度である。

建築・土木・樽桶類・舟材など各種の用途がある。樹皮は屋根葺用とされ、葉は線香・抹香の原料にもなる。

・ ヒノキ属の一種 (6ちαttα9c〃αr's sp.)  ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材部に限っ

て認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、細胞壁は滑 らか、分野壁孔はヒノキ型で 1～ 4個。放射組織

は単列、 1～ 15細胞高。

ヒノキ属には、 ヒノキ に乃αれα9Gttαrιs οbι ,sα (Sieb.et Zucc)Endlcher)と サワラ (θ.pオ並″胞 (Sieb.

et Zucc.)Endlcher)の 2種がある。 ヒノキは本少H(福島県以南)。 四国 。九州に分布 し、また各地で植栽 され

る常緑高木で、国内ではスギに次ぐ植林面積を持つ重要樹種である。材はやや軽軟で加工は容易、割裂性は大き

いが、強度・保存性は高い。建築・器具材など各種の用途が知 られている。サワラは本州 (岩手県以南)。 九州

に自生 し、また植栽される高木で多くの園芸品種がある。材は軽軟で割裂性は大きく、加工も容易、強度的には

ヒノキに劣るが耐水性が高いため、樽や桶にするほか各種の用途がある。

・ コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種 (Q,9rCttS Subgen.Lф ιttοうα」αれ,s sect ttrr,s sp.)   ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減しながら放射状に配列する。道管は単穿孔

を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放射組織とがある。年輪

界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (い わゆるドングリ)が 2年 目に熟するグループで、ク

ヌ ギ (Q秘9κ,S CCttι

'Ss'翻

α Carruthers)と ア ベ マ キ (Q.υαrιαι

'J's Blume)の
2種 が あ る 。 ク ヌ ギ は 本 州

(岩手・ 山形県以南)。 四国 。九州に、アベマキは本州 (山形・静岡県以西)・ 四国 。九州 (北部)に分布す る

が、中国地方に多い。クヌギは樹高15mに なる高木で、材は重硬である。古 くから薪炭材として利用され、人里

近 くに萌芽林 として造林されることも多 く、薪炭材としては国産材中第一の重要材である。このほかに器具・ 杭

材、猾木などの用途が知 られる。樹皮・果実はタンニン原料 となり、果実は染料・飼料ともなった。アベマキは

クヌギによく似た高木で、樹皮のコルク層が発達 して厚 くなる。材質はクヌギに似るが、さらに重い。用途 もク

ヌギと同様であるが、樹皮が厚いため薪材にはむかず、炭材としてもクヌギ・ コナラより劣るとされる。

・コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種 (Q,9定,s subgen.Lη う所οろα″αれ,s sect,Prけれ,s sp.) ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、漸減 しなが ら火炎状に配列する。道管は単穿

孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放射組織 とがある。年

輪界は明瞭。

コナラ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (い わゆる ドングリ)が 1年 目に熟するグループで、モ

ンゴ リナ ラ (Qα9παS ttο ば OJjθα Fischer ex Turcz.)と そ の変 種 ミズ ナ ラ (Q.靱οttοιjθα Fischer ex Turcz.
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var.gross9s9″9ια (Bl)Rehder et Wilson)、  ヨナラ (Qo sθ r麗所αふ〆鉦urray)、  ナラガシワ (Q α」
'9れ

α

Blume)、 カシヮ (Q力疵αια Thunberg)と いくつかの変・品種を含む。モンゴリナラは北海道 。本州 (丹波

地方以北)に、 ミズナラ・ カシワは北海道 。本州 。四国 。九州に、ナラガシワは本州 (岩手・秋田県以南)。 四

国 。九州に分布する。コナラは樹高20mに なる高木で、古 くから薪炭材として利用され、植栽されることも多かっ

た。材は重硬で、加工は困難、器具・機械・樽材などの用途が知られ、薪炭材としてはクヌギ (Q.α c,ιιssι ttα

Carruthers)に次 ぐ優良材である。

・ハ リ→ギリ (んαιopαttαπ p'cと ,s(Thunb.)Nakai) ウヨギ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減、塊状に複合 し接線・斜方向の紋様をなす。

道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状または対列状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～同性、 1～ 5細胞幅、 1れ30

細胞高。柔組織はター ミナル状および周囲状。年輪界は明瞭。

ハ リギ リは、北海道から九州の肥沃な適潤地に生育する落葉高木で、大きいものは高さ25m, 直径lm程 にな

る。材の硬さは中程度で、加工は容易であるが耐朽性は高 くない。比較的欠点の少ない材で、木理が鮮明である

ため家具材 として古 くから利用されてきた。また、材が白色に近 く板目面で年輪が明瞭な模様になって現れるた

め装飾材 として用いられる。その他にも器具材,下駄材,彫刻材等幅広い用途に用いられる。

第34表 炭化材同定結果

番 号 遺 構 用 途 樹 種 名

1

2

3

4

5

No 972 K③  S120フ ク土

材

材

材

材

材

築

築

築

築

築

構

構

構

構

構

コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種
ヨナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種
ヨナラ属 コナラ亜属 クスギ節の一種

No 973 K③  S工 20フ ク土

材

材

材

材

材

材

材

材

築

築

築

築

築

築

築

築

構

構

構

構

構

構

構

構

コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 ヨナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 ヨナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 ヨナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種

4 No 974 K③  S120フ クJ ヨナラ属コナラHF属 クスギ節の一種
5 No 975 KO S120フ ク十 繕峯赫 ヨナラ属 コナラ虫属 クヌギ節の一種

6

7

8

No 976 K③ S卜 20フ ク土

材

材

材

築

築

築

構

構

構

コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
ヨナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種

No 977 K③ S120フ ク土

構築材

構築材

構築材

構築材

構築材

構築材

構築材

コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
スギ近似種

スギ

コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種

ヒノキ属近似種

No 978 K③ SI‐20フ ク土

構築材

構築材

構築材

構築材

構築材

コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
ヨナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種

No 826 K③ S120フ ク土 構築材

構築材

′ヽリギリ
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

構築材

構築材

構築材

構築材

コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種
ヨナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種

3)考察

平安時代の住居構築材は、クヌギ節・ コナラ節を中心としたものであった。両種とも強度が高 く、住居構築材

として多 くの遺跡から出土報告例がある。とくに、弥生時代以降はこれらの樹種が多用される傾向にあることが

指摘されている (千野,1991)。 本遺跡周辺では、韮崎市堂の前遺跡において弥生時代後期後半の住居址か ら検

出された構築材の樹種同定が知 られているが (高橋,1987)、 他に報告例は知 られていない。 しか し、堂の前遺

跡の結果を見ると、今回と同様にクヌギ節・ コナラ節が多用される傾向にあり、このような用材選択が古 くか ら

行われていたことが示唆される。
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本地域では、過去の用材選択に関する資料が蓄積段階にあるため、いつの時代にどのような用材選択が行われ

ていたのかは明確ではない。そのため、今後 も遺跡から出土する様々な木質遺物について樹種同定を行い、用材

選択に関する資料を蓄積 していく必要がある。

3.種実同定

1)方法

肉眼あるいは双眼実体顕微鏡を用いて、その形態的特徴から種類を同定した。

2)結果

結果を第35表 に示す。全体的に保存状態が悪 く、同定できない個体が多かった。以下に検出された種類の形態

的特徴について記す。

コナラ属 Q秘9κ,S Sp ブナ科

子葉の破片が検出された。大きさは1 5cm程度。半球形で球面の表面には維管東の筋がみられる。

モモ Pr秘れ,s pα rs'cα Batsch バラ科サクラ属

核 (内果皮)が検出された。褐色、核の形はほば円形で、やや偏平である。大きさは 2 cm程度。丸 く大きな隣

点があリヘこむ。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見 られる。表面は、不規則な線状のくばみがあり、全体と

してあらいしわ状に見える。

ウメ Pr班,sれα翻9(Sieb.)Sieb.et zucc,バ ラ科サクラ属

核 (内果皮)の破片が検出された。黒色で大きさは l cm程度。表面は、丸いくばみが不規則にある。

サンショウ 乙饂 ιんοπダαtt pわθr,と,翻 DC.ミ カン科サンショウ属

果実が検出された。黒褐色。大きさは4 mm程度。楕円形。表面には浅い不規則な網目模様がみられる。

イネ 0り zα sαιケυα L イネ科イネ属

胚乳が検出された。炭化 しており、大きさは5 mn程度。胚が位置する部分は欠如 し大きく窪んでいる。表面に

は縦に平行な隆起構造が数本認められる。

アワ 膨ια′,α ιια′ιcα (L.)P.Beauv ィネ科エノコログサ属

胚乳が検出された。円形で炭化しており、大きさは l mm程度。

オオムギ 河οrJ9,攪 υαをα″9L.イ ネ科オオムギ属

炭化 した穎が検出された。炭化しており、大きさは6■■程度。紡錘形で中央に 1本のすじが走る。

タデ科  Polygonaceae sp

果実が検出された。大きさは l mm程度。偏平で側面観は先端がややとがった円形。果皮は薄 く堅い。

アカザ科  CenOpodiaceae sp.

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面観は凸レンズ形を呈 している。大 きさは l mm程度。側面に

「へそ」がある。表面は細胞が亀甲状に配列 している構造がみられる。

3)考察

今回検出された種実遺体のうち、種類が判明したもののほとんどは、平安時代の住居址と中世の石組土坑から

検出されたものであった。検出された種類のうち食用となる植物は、イネ 。オオムギ・ アヮ・ ウメ 。モモ・ コナ

ラ属であるが、 このうちヨナラ属をのぞく種類はみな栽培種である。 これらは当時栽培され、利用されていたこ

とが伺われる。なお、栽培種のほとんどは石組土坑から検出されている。 この理由として、石組土坑の方が時代

が新 しいということも考えられるが、遺構の性格との関係に起因する可能性もある。詳細については文献などの

調査と併せて多角的に行っていく必要があろう。

今回の同定結果では、アカザ科の種実が非常に多 く、各遺構から普遍的に検出されている。アカザ科の中には

今日雑草として普通にみられる種類が多いことなどから、当時の周辺植生に由来 しているのであろう。
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第35表 種実遺体同定結果

遺構名 採取地点 サイ 種名

SI-15 東西セクション No 12( S 同定不能

11 SI-15 東西セクション No 14〔 S 不 明

12 SZ-1 掘 り方一括 T カヤツリグサ科 ?

SI-15 東西セクンョン No 15〔 S アカザ科 G)

SI‐ 15 東西 セクシ ョン No開 S アカザ科 (1汚 同定不能

SZ_4 [― A No22 S 不 明

27 Sl-15 東西セクション No 16〔 S アカザ科 (1)

SI-15 東西 セクン コン No 86 S 不 能

N区覆土一括4/4 S アカザ科 (0

S区 -7 S アカザ科 (い

SI-15 南】ヒセクション No 24〔 S アカザ科 は光 他は不明

SI-15 南北 セクシ ョン No 25( T 可定不能

SI-15 南封ヒセ クン ョン No 25( S 空

SI-15 東西セクション No 14, S 不 明

SI-15 束西セクション No 31 不明

SI-15 東西 セク ション No 12( S アカザ科 (1た 他は不明

SK■ 2 土器 く A 不能

SI-16 束西セクション No 16〔 S アカザ科 (1)

SI-15 束西セクション No 152 不明

71 FP-8 L2グ リッド S アカザ科 図

77 I― B No 29 S タデ科 (1比 不明

SI-16 東西セクション No H A モモ (1)

SI 東西セクション No H 不 明

FP-7 L3グ リッド S アカザ科 他】 タデ科 (D

束西セクション No H S アカザ科 住光 他は不明

SI 束西セクション No 16〔 不明

SI-15 東西セクション No 12, 不 明

SI-15 東西 セクシ ョン No 121 不明

束西セクション No 35 S 空

SZ-6 覆土完掘 No 6 不 明

SZ-6 完掘  No 24 アカザ科 (6)

SZ-6 完掘  No 60 S アカザ科 14ら 他は不明

覆土 No 72 S アカザ科 (動

束西セクション No 99 アカザ科 (1た 不明

SI-15 束西セクション No llll T 不切

東西セクション Nol雰 S 不明

SI-15 束西セクション No 50 S 不明

完掘 No 44 アカザ科 6た 不明

SZ-6 完掘 No 38 アカザ科 (2)

S114 暁土上坑 焼土 S アカザ科 (〕

SI-15 東西セクション No lα S アカザ科 (4)

SK 2 焼土 半裁 No l 不 明

SZ‐6 半 我 S アカザ科 佗光 不明

SZ-6 完掘 No3 S アカザ科 (26),不明

SZ-6 覆土完掘 No 36 S アカザ科 14光 不明

SZ‐6 完掘 No 4 アカザ科 (3)

狂土完掘 No 66 S アカザ科 ほ)

SZ-6 覆土完掘 No 29 S アカザ科 修】 不明

半我 No.12 S 不 明

SZ-6 完掘 No 43 S 不 明

完掃 No 30 T 不 明

完掘 No 36 S アカザ科 14)

SZ‐ 6 半哉 No S アカザ科 牡光 不明

SZ-6 半載 No 23 S アカザ科 ②

SZ-6 半載 No l S アカザ科 (22),不明

SZ-5 覆土完掘 No H S アカザ科 O光 不明

SZ-4 Ⅱ-4 No 13 T 不 明

SZ-4 Ⅱ-4 No 13 S アカザ科 (1光 不明

SI-15 東西セクション No 161 S アカザ科 13)

覆土完掘 No 62 S アカザ科 Q0

半哉 No 28 S 不明

SI-15 東西セクション No ll( S アカザ科 はた 不明

SZ-6 完掘 No 19 T 不 明

完掘 No 47 S 不明

SZ-6 半我 No H T オオムギ?(2)

半載 No H S 不 明

半哉 No 18 S 不 明

SZ-6 覆土完掘 No 32 S 不明

164 完掘  No 39 T オオムギ?(1)

完掘 No 39 S アワOL アカザ科 鬱)

SZ-6 半哉 No 27 S アカザ科 l「o】 不明

SZ-6 半我 No 25 S 不 能

半我 No 4 S 不朝

SZ-6 完掘 No 36 S アカザ科 13)

遺構名 採取地点 イ 種名

預十完掘  No 68 S アカザ科 俗)

SZ-6 半哉 No 8 T 不明

17 SZ-6 半哉 No 8 S アカザ科 (1)

SZ‐6 半哉 No 20 S アカザ不斗 (8)

半裁 No 22 S 空

半哉 No 14 T 不明

SZ-6 半哉 No 14 S 不 明

SI-15 東西セクション Nolα T 不能

半哉  No 5 S 不 明

SZ-6 完掘 No 37 S アカザ科 12)

115 束西セクション Nolム S 不 明

覆土 No S 不能

SZ-6 覆土完掘 No 50 T オオムギ (1)

―C No 19 T オオムギ (4)

SZ-4 エーC No 19 S アカザ科 位)

覆土完掘 No 57 T 不能

語土  No 20 T オオムギ (1)

SZ-6 完掘 No 42 S 空

半哉 No 29 S アカザ科 (D

完掘  No 21 S アカザ科 6L不明

完掘  No 35 T 空

SZ_6 完掘 No 35 S 不明

SZ_4 I― A No 26 S 不能

SZ-6 完掘  No 33 S アカザ科 (2)

完掘  No 55 S アカザ科 O)

SZ‐ 6 半裁 No 9 S アカザ科 G光 不明

8117‐炉 覆土 No2 S 不能

SZ‐ 6 晃掘 No 48 S アカザ科 (4)

完掘 No 32 S アカザ科 住汚 不明

SZ-6 半哉 No 13 S 不明

SZ-6 完掘 No 45 S アカザ科 偲)

半哉  No 10 S 不明

完掘 No H S 不明

SZ-5 覆土 No 18 S 不 明

SZ-6 完掘 No 33 S アカザ科 檻】 不明

完掘 No 13 S アカザ科 ほ近 不明

完掘 No 47 S 不 明

SZ-5 完掘 No 10 T 不能

SZ-5 完掘 No 10 S 不能

半我 No 17 S 不能

完掘 No 49 S アカザ科 G】 不明

SZ-5 覆土 No 19 S 不 明

SZ-5 覆土 No 19 S 不 明

完掘 No 43 S 不能

SZ-6 完掘 No3 S 不 明

SZ-6 完掘 No 34 S 不 明

完掘 No S アカザ不斗 (2). ア ヮ (1〕

SZ-4 I― A No8 S 不明

SZ-4 I― B No4 S 不 明

SZ‐ 6 完掘 No 8 T 不明

SZ-5 覆土  No 3 S アカザ科 9汚 不明

完掘 No 25 S アカザ科 は9

SZ-4 Ⅱ―C No 21 S 不能

SZ-6 完掘 No 16 S 不明

SZ-6 冗掘 No 10 S アカザ科 位光 不甥

SZ_6 完掘 No 20 S アカザ科 (0

SZ-3 完掘 No3 S 不 明

後土  No 12 T 不 能

完編  No 18 S アカザ科 紀】 不明

SZ-6 完掘 No 44 アカザ科 (1光 不明

SZ-6 完掘 No 30 S アカザ科 はち アワ (1】 不明

完掘  No2 S 不 明

完掘 No 15 アカザ科 ほ】 不明

SZ-6 完掘 No4 S 不能

SZ-5 完掘 No 12 アカザ科 紀九 不明

覆土 No9 S アカザ科 (2)

SZ-6 卒編  Nol アカザ科 (1九 不切

SZ-5 覆土 No 18 S アカザ科 (3光 不明

SZ-6 完括 No 41 アカザ科 修光 アワ (1】 不明
SZ‐ 5 完編  No 23 S アカザ科 12)

SZ-5 覆土 No 5 S アカザ科 (1光 不明

SZ-6 完掘 No 22 T 不能

完掘  No 7 不 明

SZ-5 完掘  No 19 S 不明

SZ-5 完掘 No3 S アカザ科 6光 不明
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遺構名 採取地点 種名

SZ-5 覆土 No 48 S アカザ科 硼

SZ-5 完掘 No 25 S アカザ科 は)

8Z-5 完掘 No 13 S アカザ科 (J

SZ-6 完掘 No 46 S アカザ科 ほ】 不明

完掘 No6 S 不 明

完掘 No 31 S アカザ科 (1】 不明

完掘 No 46 S 不明

SZ-5 覆土 No 25 A ウメ (1)

覆土  No 25 T イネ (1)

SZ-5 覆土 No 25 S 不 明

SZ‐ 4 覆土 No 28 S 不明

完 掘 No8 S 不明

SZ-5 完掘  No 15 S 不 明

SZ-5 No 41 S 不 明

No 23 S 不明

SZ-5 No 2 T オオムギ (1)

SZ-5 No 2 S 不 明

SZ-6 完掘 No 37 S アカザ科 柁】 不明

No 31 S 不明

SZ-3 No 2 S アカザ科 (1】 不明

完掘 No 30 S 不 明

SZ‐5 No9 S アカザ科 (2光 不明

完掘 No 27 S アカザ科 住光 不明

SZ-5 完掘 No4 S 不明

SZ-5 宇稲 No 20 S 不 明

SZ-5 完掘 No 29 S アカザ科 働

完掘 No 26 T 不能

SE-5 No 37 S 不 明

完掘 No 21 アカザ科 偕光 不 明

SZ-5 完掘 No5 S 不明

No9 S 不明

SZ_7 No8 A 不 明

SZ_7 No8 T 不 明

SZ‐ 7 No8 S アワ liち アカザ科 (1指 不能

rヾo16 S 不明

SZ-5 完掘 No2 T 不 明

SZ-5 No 6 アカザ科

SZ_7 No 21 T 不明

No 16 T 不明

SZ‐ 5 No 14 S アカザ科 (J

SZ-5 完掘 No 17 マメ科 (lX不明

SZ-6 完掘 No開 S アカザ科 (3ら 不明

SZ-7 No 22 S サンショウ (1九 アカザ科 (21

SZ-7 No 14 S 不 明

SZ-5 No 15 S ァカザ科 (〕

SZ-7 No 24 T 不明

SZ-7 No 28 S 不明

SZ-7 No 6 S 不 明

SZ-7 No 26 S 不能

SZ-7 No 10 S (1), 不明

SZ‐7 No 3 A オオムギ (2)

SZ-7 No 3 S アカザ科 鬱光 ア ワ (1光 不明

SI-15 東西セクション No 131 S アカザ科 15)

SI-15 南北セクション No2よ S アカザ科 (1)

SI-15 南引ヒセ クション No 23( S アカザ科 鬱)

SI-15 東西セクション NolⅨ S 不 明

41 SI-15 東西セクション No 95 S アカザ科 (1】 不明

41 SI-15 東西 セ クシ ョン No3 S 不明

41 Sl-15 南北セクション No 28` A コナラ属 (1)

SI-15 南北セクション No 28 S アカザ科 (1)

41 SI-15 南北セクション No 231 S アカザ科 ②

5 東西 セクシ ョン No lⅨ S 不 明

15 南北セクション No 291 S 不明

15 束西セクション No 24 S アヮ (1)

5 東西セクション Nol臼 S 不甥

5 東西 セ クシ ョン No ll S アカザ科 ほ)

東西セクション No 19 S アカザ科 (2)

SI 5 東西セクンコン No 92 T 不明

5 南北 セ クシ ョン No2馴 S アカザ科 (1)

5 東西 セクシ ョン No 52 S 不明

5 南北セクション No 199 S 不育ヒ

5 東西セクション No4 S 不明

5 東西 セクシ ∋ン No 12( S 不 明

5 東西セクション No 46 S 不明

51 5 東西セクション No 13 S アカザ科 (D

遺構名 孫取地点 イ 種名

SI-15 東西セクン No 15 S 不明

SI-15 南北セクシ ン No 21 S 不明

SI-15 南封ヒセクシ ョン No 241 S 不 明

Sl-15 南北 セクシ ョン No2η S アカザ科 14)

SZ-1 S区 1 S アカザ科 14L不明

N区一括 S アカザ科 儡2,不 明

S区 2 S アカザ科 16】 不明

SI-15 南北セクション No 262 S アカザ科 (1)

SZ-1 S区 9 不 明

SI-15 南北セクション No2風 S アカザ科 (〕

石どめ土一括 S アカザ科 俗光 不明

SI-15 南北 セクン コン No 251 アカザ科 (1)

SI-15 南北セクション No 181 A 不 明

S区 5 S アワ (1元 不明

I― C No7 T オオムギ (1)

SZ-4 Ⅱ―C No 20 ア ワ (1)

N区一括 オオムギ (1)

SZ― N区―括 T オオムギ (〕

N区一括 S アカザ科 0)

I― A Nol T 不 明

Ⅱ―B No 15 S アヮ (2)

I― A No 24 T 不 明

I ―A No24 S アワ (1)

SI 東西 セクシ ョン No H S アカザ科 (0

エーB No 16 S 不 明

61 SI 南北セクション No 21 S アカザ科 (1)

東西 セ クシ ョン No 10〔 S アカザ科 G)

SI 9 カマ ド T 不 明

SI-20 焼土 T 不 明

SI-20 S 不明

SI_20 T 不明

SI_20 S 不 明

SK 2 焼土半哉 S タデ科 (1〕

FP-9 S 不明

不 明 不明 S 不 明

SZ_2 完掘 No 58 S アカザ科 13)

不明 不明 S 不 明

不 明 不 明 S 不明

不 明 不明 S 不能

A SI_21 No 928 クリ (3)

B S17 No373 不明

C D3 南北 No 12
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4.植 物珪酸体

1)方法

試料約 5gについて、過酸化水素水と塩酸による有機物と鉄分の除去、超音波処理による試料の分散、沈降法

による粘土分の除去、重液分離 (臭化亜鉛 :比重2.3)を順に行い、植物珪酸体を分離 。濃集する。検鏡 し易い

濃度に希釈 した後、カバーガラスに滴下 し、乾燥させる。これを、プリュウラックスで封入 してプレパラートを

作製する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラー トを全面走査 し、出現する植物珪酸体を、近藤・佐瀬 (1986)の分類を参考

にする。そのなかで、イネ科植物の業部 (葉身と葉鞘)の短細胞に由来する植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と

呼ぶ)お よび棄身の機動細胞に由来する植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、同定 。計数する。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と個数を一覧表で示す。また、各種類の出現傾向から、生育 していたイ

ネ科植物を検討するために、植物珪酸体組成図を作成する。出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸

体毎に、それぞれの総数を基数として百分率で算出する。

2)結果

結果については、第36表 。第105図に示す。ハー ドローム～ソフトロームにあたる試料番号18～ 13で は、 イネ

科起源の植物珪酸体の短細胞珪酸体が良好であるが、機動細胞珪酸体で表面に多 くの子孔 (溶食痕)が生 じるも

のが多 く認められる。植物珪酸体組成は、短細胞珪酸体でネザサ節やヤダケ属を含むタケ亜科が多 く、その中で

もネザサ節の割合が高い。その他にヨン属・ イテゴツナギ亜科が検出される。機動細胞珪酸体でタケ亜科が多く、

その中にクマザサ属が少数含まれる。その他にソフトローム中 (試料番号 14・ 13)で ウシクサ属が検出される。

ソフトロームの上部 (試料番号12～ 10)で は、イネ科起源の植物珪酸体の検出が少ない。検出される種類構成

は、下位とほぼ同様である。

黒ボクにあたる試料番号 9～ 1で は、イネ科起源の植物珪酸体が試料番号 7・ 3を除いて、良好に検出される。

短細胞珪酸体では、ネザサ節 。ヤダケ属のタケ亜科が多産するが、上位にかけてネザサ節・ ヤダケ属が減少傾向

を示す。その他、機動細胞珪酸体でもクマザサ属・ ネザサ節を含むタケ亜科が多産 し、その中でもクマザサ属が

試料器号 3ま で増加傾向を示す。表層部 (試料番号 2・ 1)では減少する。その他にウシクサ属が検出される。

3)考察

今回は、台地上の植生を直接反映 していると考えられる植物珪酸体を中心として、遺跡周辺の古植生について

考えてみたい。黒ボクおよびロームの成因についての研究は、土壌学や地形学 。地質学などで多く行われている。

地質学的にみた最近の成因論は、黒ボクとロームは土の粒子が風によって舞い上がったものが継続的に堆積 した

ものであるという説が一般的である (早川,199011991な ど)。 一方、土壌学の立場では、黒ボクの黒色 は腐植

含量が高いことに起因 しているといわれており、ササやススキなどをはじめとするイネ科植物が腐植の形成に関

与 して形成されたといわれている (松井,1988)。 このようにロームと黒ボクに関する成因については、 いくつ

かの説が知 られている。ロームと黒ボクは腐植含量の違いがその色調の違いに大きく関与 しているが、 これが経

年変化によるものなのか、あるいは植生変化によるものなのかについてはいまだはっきりとわかっていない。

今回の結果からいえば、ローム層から黒ボク上にかけて、ササ類を主とするタケ亜科からなる植生が成立 して

いたと考えられ、極端な変化はなかったものと思われる。ただし、同じタケ亜科でも、短細胞珪酸体ではネザサ

節の減少、機動細胞珪酸体ではクマザサ属の増加とネザサ節の検出という変化がある。また、黒ボク土中では、

キビ属やススキ属もみられるようになる。ローム層から黒ボク土にかけての植物珪酸体組成の変化を、イネ科植

生の変化に結び付けた考察は、過去にいくつか報告されている。赤城山南麓の頭無遺跡では、ローム層と黒ボク

土層を境にして、クマザサ属からネザサ節への急激なイネ科植生の変化が認められる (杉山ほか,1992)。 また、

十和田火山を給源とするテフラ分布域では、黒ボクの生成が始まると、ササ類を林床にもつ落葉広葉樹林からサ

サ類を主要構成種とする草原やキビ亜科を主要構成要素とする草原に変化 したといわれている 6田野ほか,1992:

佐瀬ほか,1993)。 なお、今回の結果では、黒ボク土とロームでは植物珪酸体の保存状態が明らかに異なり、ロー
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ムのほうが悪い。また、ソフトローム上部では植物珪酸体があまり検出されていない。タケ亜科の機動細胞珪酸

体は生産量も多く土壌中では過大評価されやすい (杉山 。藤原,1986)こ となどから、黒ボク土とローム層の組

成の違いは植物珪酸体の保存状態の差による可能性も考えられる。今回ロームと黒ボクにみられた植物珪酸体組

成の変化は、何らかの環境変化に起因している可能性はある。 しかし、植物珪酸体組成の変化が明瞭でなく、保

存状態の差による影響も考えられるため、これが黒ボクとロームでの植生の違いや、更新世から完新世にかけて

の急激な温暖化による植生変化につながるかどうかは現段階でははっきりせず、今後の事例を待って判断したい。
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第 105図 植物珪酸体層位分布図

出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体・イネ科葉身機動細胞珪酸体ともにそれぞれの総数を

基数として百分率で算出した。なお、●○は1%未満、十はイネ科葉身機動細胞珪酸体につ

いては総数が100個 未満、イネ科葉部短細胞珪酸体については総数が200個 未満の試料にお

いて検出された種類を示す。

第36表 植物珪酸体分析結果
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なお、試料番号 1・ 2で はクマザサ属の減少が顕著であり、何 らかの植生変化を反映している可能性がある。

歴史時代における植生変化は人為的な干渉によるもの多いが、この変化が人為的なものか否か、この結果のみで

は判断が難 しい。 しかし、種実遺体の結果から示唆される栽培植物や木材利用を考えれば、遺跡周辺の植生変化

の一つに人為的要因が加わっていることは充分考えられる。

5。 まとめ

平安時代の住居構築材は、クヌギ節・ コナラ節を中心としたものであった。これらは強度が高く、住居構築材

として多くの遺跡から出土報告があることから、このような用材選択が古 くから行われていたことが示唆された。

種実遺体では、イネ・ オオムギ・ ァヮ・ ゥメ。モモなどの栽培植物が検出され、中世における栽培植物の不U用

が示唆された。

ロームから黒ボクにかけてのイネ科植生は、ササ類を中心としたタケ亜科が多いという傾向がみられた。ロー

ムから黒ボクとの違いについてははっきりと見いだすことはできなかったが、黒ボク土上部 (Ⅱ a層上部)付近

では、畑作や森林伐採などによる植生干渉が考えられる。
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1.ス ギ (試料番号:22)

“一
200 μ m:a
200 μ m:b,c

2。 ヒノキ属近似種 (試料番号:25)

3。 コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (試料番号i3)

♀:木口,b:柾目,c:板目        _125-



図版 2 炭化材 (2)

4.コ ナラ属 コナラ亜属 コナラ

5.ハ リギリ (試料番号 ;31)

a:木口,b:柾目,c:板目

嫌
中
一

200μ m i a

200 μ m:b,c
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図版3 種実遺体

1.オ オムギ (試料番号 :188)

3.モモ

5。 アワ (試料番号,164)

7.アカザ科 (試料番号 ;14)

住件け+2.イ ネ ぐ辞僻番乳 291)

4.コ ナラ属

6.ウ メ (試料評乳 291)

8。 夕翔 硼 選神号,77)
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図版4 植物珪酸体
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2.ネザサ節葉部短細胞産酸体 (試料番号:4)

4.ヤダケ属葉部短細胞産酸体 (試料番号,4)

6.イ チゴツナギ亜科葉部短細胞選酸体 (試料番号 ;

3) 8.ク マザサ属葉身機動細胞珪酸体 (試料番号;7)

10.ウ シクサ族葉身機動細胞珪酸体 (試料番号:3)

澱
迭
露

1.ネザサ節葉部短細胞珪酸体 (試料番号 ;15)

3.ヤ ダケ属葉部短細胞珪酸体 (試料番号;4)

5。 タケ亜科葉部短細胞珪酸体 (試料番号;15)

7.イ テゴツナギ亜科葉部短細胞珪酸体 (試料番号 ;

9,タ ケ亜科葉身機動細胞珪酸体 (試料番号;2)

11.状況写真 (試料番号 ,10)
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第 2節 健康村遺跡出上の信州系土師器の蛍光X線分析

奈良教育大学 三辻 利一

1)は じめに

古代 。中世の上器の胎土分析をする主要な目的はその産地を知ることである。それを可能にするにはまず、産

地推定法を開発 しなければならない。産地推定法を開発すれば、土器の伝播・流通の研究を展開することができ

る。その結果、遺跡か ら大量に出土する土器を歴史研究の材料とすることができるようになる。

胎上分析により土器の産地推定法を開発するためには、はじめに、産地が明確にわかっている土器が必要であ

る。 この点で、全国各地に生産地である窯跡が残 っており、 しかも、そこか ら大量の破片が出土する古代土器、

須恵器が絶好の研究対象となる。 こうして、須恵器か ら蛍光X線分析が開始された。既に、須恵器の産地推定法

の骨組は出来上 っており、試験的に伝播 。流通の研究 も進められている。

ところが、窯跡が残 っていない土器 も多い。土師器、瓦器、埴輪、弥生土器などがその例である。 これらの上

器の産地を推定することはそう簡単ではない。 しか し、胎土分析のデータを土器形式などの考古学的情報と組合

わせることによって、考古学に役立つ有意な情報を引き出すことができる。 このような考え方から、筆者は縄文

土器から瓦器に至るまでの種々の土器を分析 している。

本報告では健康村遺跡から出土 した信州系土師器の形式か ら予想されるように信州側からの搬入品なのか、そ

れとも、形式だけが伝播 した、在地産の上師器なのかを判別するために蛍光 X線分析を行った。典型的な信州系

土師器と在地系土師器の胎土を比較するため、長野県松本市の小原遺跡、長野県南安曇郡豊科町の上 ノ山遺跡、

山梨県北巨摩郡須玉町の大小久保遺跡出土土師器 も併せて分析 した。

2)分析方法

試料片はすべて研磨して表面付着物を除去したのち、100メ ッシュ以下に粉砕された。粉末試料は塩化 ビユー

ル製 リングを枠にして、約13ト ンの圧力を加えてプレスし、内径20mm、 厚さ3～ 5 mmの 錠剤試料を作成 して蛍光

X線分析を行った。波長分散型の全自動式の蛍光X線分析装置 (理学電機製、3270型機)を使用して、 Na、 K、

Ca、 Fe、 Rb、 Srの 6元素を分析した。定量分析のための標準試料として、岩石標準試料 」G-1を使用 した。

その結果、分析値は」G-1に よる標準化値で表示することになった。

3)分析結果

第37表 には分析値がまとめられている。

はじめに、典型的な地元、山梨県の上師器の代表として大小久保 4号、および、 7号住居跡から出上 した土師

器のRB― Sr分布図を第106。 107図に、また、典型的な信州系土師器の代表として、長野県松本市の河ヽ原遺跡 8

期 (2)の土師器のRb― Sr分布図を第108図に示す。いずれの図においても、殆どの試料を包含するようにして、

山梨領域と信州領域を描いてある。勿論、これらの領域は定性的な意味しかもたないが、それでも、化学特性を

比較する上には役に立つ。第106～ 108図 を比較すれば、信州型土師器の胎土と山梨型土師器の胎土には相違があ

ることがわかる。

Rb― Sr分布図を描くことには次のような根拠がある。本来はK― Ca分布図を描くところである。 K、 Caは と

もに岩石、粘土中の主成分元素であり、主成分鉱物である長石類中に主として含有されている。Kは カリ長石に、

また、Caは斜長石中に合有されているものと考えられる。一方、Rb、 Srは微量元素である。 しかし、RbはKと、

また、SrはCaと 正の相関性をもつところから、Rbは主としてカリ長石中に、また、Srは斜長石中に存在するも

のと思われる。 したがって、Rb― Sr分布図のRb車由はカリ長石の軸であり、Srの軸は斜長石の軸と考えることが

できる。現在のところ、X線回析分析で含有鉱物の定量分析をすることは困難である。その代わりに、元素分析
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のデータを活用 している訳である。そして、どういう訳か、K― Ca分布図に比べてRb一 Sr分布図の方が大 きく

広がって分布 し、見易いところから、Rb― Sr分布図を使用 しているのである。

第106～ 108図か らわかるように、典型的な信州型土師器と山梨型土師器はそれぞれ、よくまとまって集団を形

成 しているところか ら、小原群、大小久保群 とし、 2群間判別分析を行 って、より定量的な相互識別を試みてみ

た。その結果は第109図 に示されている。両軸にとったD々 1卜 Dち はそれぞれ、小原群 (信州型 )、 大小久保群

(山梨型)の重心か らのマハ ラノビスの汎距離の二乗値である。マハラノビスの汎距離とは統計学上の距離であり、

Hotellingの T2検定をかけて両群の領界を決める上に必要な因子である。 ここではK、 Ca、 Rb、 Srの長石系の

因子を使ってD2位を計算 した。

母集団の資料数、使用因子の数、それにマハラノビスの汎距離の二乗値を使い、 5%の危険率をかけたHotelling

のT2検定を行 った結果、 Dそx)≦ 10を領界線 としてもよいことがわかった。第109図をみると、 D盈 )≦ 10の 領域

に小原群の試料の殆どが、またD紡 ≦ 10の領域に大小久保群の殆どの試料が分布 していることが確認 される。

そして、両群の相互識別は完全であることがわかる。

第110図にはFe因子を比較 してある。Feは雲母、角閃石、かん らん石などの有色鉱物中に主 として含有 され

ている。第110図をみると、信州型土師器と山梨型土師器の間にはFe囚子でも相違があることがわかる。

このようにして、典型的な信州系土師器と山梨系土師器は蛍光X線分析法による胎上分析によって、相互識別

が可能であることがわかった。 この結果を使 って、遺跡から出土する土師器の胎土は信州型か山梨型かの判断が

できることになる。以下に、その結果につ いて説明する。

第111図には大小久保 1号住居跡から出上 した土師器のRb― Sr分布図を示す。大小久保 4、 7号住居跡出土

土師器と同様、殆どが山梨領域に分布する。 しかし、少数の試料は信州領域に分布するので、これらが本当に信

州型といえるかを判別分析で調べた。その結果は第112図に示されている。小原領域 (信州型)に分布するのは

No 5だ けであることがわかる。第111図で信州領域に分布 したものは、第112図では不明領域 〔D(1)>10,D払

>10〕 に分布 した。つまり、 これらの試料はRb、 Srで は信州型に類似 しているが、K、 Caで は類似 していない

ことを示す。大小久保領域に分布 した土師器は大小久保住居跡周辺で作 られた土師器だとすれば、不明領域に分

布 した土師器は別の場所で作 られたものと解釈せざるを得ない。No.5は 信州型の胎土をもつ土師器とみられる。

No 5は Fe因子でも特異的であることは第110図でも示されている。そして、大ノ〕ヽ久保 1号住居跡出土土師器の

胎土は大小久保 4、 7号住居跡出土土師器に比べて複雑であることはFe因子にも反映されている。第110図 では

大小久保 1号住居跡の土師器はいくつかのグループに分かれている。 このように、No.5は信州側か ら大小久保

1号住居跡へ持ちこまれたものである可能性をもつが、全体からみたとき、その比率はきわめて少ないことがわ

かる。大小久保住居跡群の殆どの土師器は住居跡群の周辺で作 られたものであると考えてもよさそうである。

次に、信州側の遺跡出土土師器をみてみよう。第113図には小原遺跡 8期 (1)出 土土師器のRb― Sr分布図を、

また、第114図 には信州群、山梨群の 2群判別図上にプロットした結果を示 してある。殆どが小原領域に分布 し、

小原遺跡 8期 (2)の 上師器胎土と同 じであることを明示 している。同様に、小原遺跡10～ 12期 (lX(2)の上師器の

Rb― Sr分布図を第115。 116図 に、また、判別分析図を第■7図 に示す。 ここでも、地元、信州型の胎土は検出さ

れるが、山梨型の胎土は検出されないことがわかる。つまり、山梨側か らの搬入品はないということである。た

だ、不明領域に分布するものが数点あり、 これらは小原遺跡以外の近隣の遺跡からの持ち込み品である可能性は

ある。とくに、第116図で信州領域の右下に分布する5点の土師器はそうである。

長野県南安曇郡豊科町の上ノ山遺跡出土土師器のRb― Sr分布図を第118図に、また、判別分析図を第119図に示す。

いずれも信州型の胎土をもつ土師器であることがわかる。ただし、小原遺跡の上師器の胎土と全 く同質という訳

ではなく類似 しているが少 し異なることはRb― Sr分布図、判別分析図のそれぞれについて、その分布領域を小

原遺跡の上師器と比較 してみればよくわかる。このことは上ノ山遺跡 と小原遺跡の周辺にある粘土は似てはいる

が全 く同じではないことを示す。そして、小原遺跡では小原遺跡内で、また、上ノ山遺跡では上ノ山遺跡内で、

それぞれ、日常生活用具として使 う土師器を作っていたと解釈する方が妥当である。なお、上ノ山遺跡内で採集
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された粘土は全因子で土師器と対応 しており、 この粘上が上ノ山遺跡の土師器の素材であったことを示 している。

さて、 ここで、健康村遺跡 (山梨県北巨摩郡長坂町)出土土師器の分析結果について述べる。15号住居跡、19

号住居跡、20号住居跡― a、 20号住居跡― b、 20号住居跡― C出土土師器のRb― Sr分布図を第120～ 124図 に示

す。大部分のものは信州領域に分布 し、地元、山梨領域に分布するのは第122図の20号住居跡 ― a出上のものだ

けである。 このように定性的にも地元産の土師器が少ないことが予想されるが、その判別分析の結果は第125図

に示されている。大小久保領域に分布するものは 1点 もなく、同時に、少数ではあるが信州型の胎土があること

が確認される。そして、大部分は不明領域に分布 した。 これらの不明領域に分布 した土師器胎土は信州型か、山

梨型かのいずれにより類似するかをみてみた。第125図には理想的境界線として斜線を引いてある。 これは母集

団が大小久保群と小原群の 2群 しかないとして、 しかも、両母集団の統計量が等価であるとしたときの境界線で

ある。そうすると、不明領域に分布 した試料の大部分はこの境界線を境に小原領域側に分布 していることがわか

る。つまり、山梨型よりも信州型に近い胎土をもつことを示 している。 この結果、健康村遺跡出上の土師器はす

べて、信州側からの搬入品である可能性がでてきたことになる。

それでは同じ山梨県北巨摩郡内の他の遺跡出土土師器の胎土は、どうなのだろうか。武川村の宮間田遺跡出土

土師器のRb― Sr分布図を第126図に、また、判別分析図を第127図に示す。明らかに、地元、山梨型 とみ られる

土師器があることがわかる。 これに対 して、小原領域に分布するものは 1点 もなく、信州型の胎土をもつ土師器

は含まれていないことがわかる。 しか し、 ここでも、不明領域に分布するものが過半数を占める。大小久保領域

に分布 した 7点の土師器は大小久保住居跡から持ち込まれた可能性 もある。不明領域に入った土師器の胎土は一

色ではないことは第126図のRb― Sr分布図や第110図のFe因子からも予想される。つまり、いくつかの場所か ら

の持ち込み品があることがわかる。その中に信州側からのものもあるのかもしれないが、それを明らかにするに

は第 3の母集団を選出することが必要であろう。ただ、目下のところ、第 3の母集団とする遺跡がみつからない。

北巨摩郡小淵沢町の前田遺跡出土土師器のRb― Sr分布図を第128図に、また、判別分析図を第129図 に示す。

Rb― Sr分布図ではかなりばらついて分布 しており、いくつもの場所からの持ち込み品が混 じっていることを示

している。第129図では小原領域に入るものが 1点あるが、地元、大小久保領域に分布するものは 1点 もな く、

あとはすべて不明領域に分布 した。そして、それらの多 くは境界線よりも小原領域側に分布 した。健康村遺跡と

同 じように、前田遺跡にも信州側から土師器を持ち込んだ可能性は十分ある。

以上にみてきたように、山梨県側では大小久保住居跡群、長野県側では小原住居跡群、上ノ山遺跡でそれぞれ、

遺跡内で製作されたとみられる土師器が殆どであった。この結果から、山梨型胎土と信州型胎上の特性が明らか

になった。 このデータから山梨県北巨摩郡長坂町の健康村遺跡から出上 した土師器胎土をみると、地元、山梨型

ではなく、信州型か若 しくはそれに近い特性をもつことが明らかになった。 このことは健康村遺跡出土土師器は

胎上分析から、信州側からの搬入品であることを裏付けたことになる。同様なことは同じ北巨摩郡小淵沢町の前

田遺跡出土土師器についても認められた。これが本報告の結論である。
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第37表  蛍光 X線分析値

遺 跡 名 試 料 No K Ca Fe Rb Sr Na

大小久保 1号住居跡 5-4920 0357

(山梨型) 4921 0299

4922 0952

4923

0359

255 0698 0298

0453 0677

0305 122 0246

4928 0305 0422 1 18

0319 0420 0970

0395 0319 0280

0322

0336 0349 0457 0993

0310

0328 0453

0523

4936 160

4937 0393 149

0262

0312 0394

0422 277

0292 0336 0430 0880 0260

0296 0298 0456

0298

0476

0366 0366

4947 0386 0289 0922

4948 0765

4949 0312 0313 0254

4950 0328 0287

4951 0207

4952 0924 0274

0235 0329 0619

5-4954 0377

4955

0295 0489

4957 0436 1 12 0266

4959 0298 0837

359

258 0366

151

0608

0296 0282 0336

0310 0262

大小久保 4号住居跡 5-4967 0298 0292 163

(山梨型) 0263

0385

0285 151 0248

0292 0542

4972 157 0272

4973 0262

154 117 0225

4975 0248

4976 0327 0253

4977 0239
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遺 跡 名 試 料 No K Ca Rb Sr Na

0324 0259 0472 0886 0274

0360 0310 0544 0852 0266

0335 0320 0460 0249

4981 0316 0277 0470 0897 0273

4982 0283 225 0381 0832 0216

4983 0320 0461 101 0265

4984 0315 0295 0463 109 0246

4985 0277 0464 166 0331 143 0252

4986 0257 0296 225 0402 0849 0218

4987 0327 0386 0422 0984 0213

4988 0264 0378 211 0359 0988 0198

4989 0333 0359 155 0443 1 09 0244

0315 0379 169 0435 0244

大小久保 7号土坑 l層  5-4991 0267 0330 175 0452 0960 0255

(山梨型)

7号土坑 7層  5-4992 0272 0309 0458 0992 0240

21号土坑 5-4993 0379 214 0369 1 12 0266

長野 月ヽ原 8期 (1) 5-4994 05H 0236 215 0469 0546 0370

(長野型) 0505 0255 246 0622 0505

4996 0361 0379 287 0328 0665

4997 0417 0387 268 0488 0711

0394 0374 0393

0490 0368 319 0375 0596

0481 0323 2 16 0609

0393 0376 326 0314 0596

0303 0394 327

0314 0482 443 0786

0421 0423 295 0702

5005 0323 0480 438 0219 0746 0361

5006 0451 0331 310 0410 0573 0305

5007 0578 0492 296 0420 0734 0424

5008 0424 0449 0574 0291

0395 0313 243 0325 0622 0368

5010 04H 0421 0362 0672 0332

5011 0528 0451 0665 0255

5012 0296 427 0212 0604 0306

5013 0280 338 0237 0530 0320

5014 0432 320 0362 0897 0298

0430 281 0420 0265

0412 0454 0574 0225

5017 0436 271 0368 0779 0404

5018 0406 0296 0435 0557 0227

5019 0391 0706 0356

0453 0319 250 0382 0593 0384

0397 0463 305 0346 0752 0382

0472 0442 260 0469 0692 0438

0400 0490 243 0353 0736 0448

0469 0339 272 0425 0572

5025 0376 0434 234 0441 0697 0321

0369 0506 309 0331 0708

5027 0373 0467 272 0321 0700

0349 0344 320 0340 0291

5029 0438 0508 285 0317 0371

小原 8期 修) 5-5030 0460 0332 203 0526

(長野型) 5031 0429 0346 0237
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遺 跡 名 試 料 No K Ca Fe Rb Sr Na

小原 8期 鬱) 5032 0468 0416 0577 0397

(長野型) 0448 0352 0311

325 0316 0596 0309

5035 0416 289 0461 0672 0356

0319 326 0306 0309

5037 0387 0408 0400 0366

0373 0387 0329 0598 0345

5039 0440 0292 0490 0274

0387 0330 0460 0573 0227

0280 0499 0595 0280

5042 0868 0367 323 0316 0576 0347

0429 0345 229 0480 0596 0227

0377 299 0420 0394

0386 0455 0339 0736 0366

0270 0420 0182

5047 0352 0332 0578 0352

0463 0650 0242

0446 0445 0864

5050 0275

0452 0217 357 0358 0279

5052 0356 0577 0418

5053 0419 0430 0725 0372

0388 0315 0676 0359

5055 0382 0405 0358

5056 0339 256 0426 0183

233 0419 0595 0209

295 0327 0799 0377

249 0423 0185

5060 0475 0508 0273

小原 10～ 12期 (1) 5-5061 0423 0190 286 0438 0232

(長野型) 0412 0665 0298

0418 0182 298 0426 0215

0424 0222

0440 0193 293 0495 0438 0231

0467 0418 292 0497 0860 0313

小原 10～ 12期 12) 5-5067 0292 0329 0240

(長野型) 5068 0426 0196 0428 0439 0224

5069 0422 0186 287 0436 0232

0422 0206 0434 0436 0222

5071 0183 296 0425 0420 0228

5072 0323 0543 0295 0982 0323

0345 0354 292 0282 0635 0334

5074 0296 334 0327 0932 0243

5075 0261 0464 298 0260 0259

0268 0725 0272 0239

0560 0309 289 0473 0653

健康村 15号住居跡 5-5078 0534 0217 0960 0273

山梨県 5079 0198 0522 0178 0282

5080 0403 0290 336 0560 0213

0219 0578 293 0292

0233 0546 0186 0939 0258

19号遺跡跡 5-5083 0243 0337 0680 0240

0436 0319 0337

5085 0429 0316 0414 0324

0442 0308

0247 0325 0719 0236
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遺 跡 名 試 料 No K Ca Fe Rb Na

20号住居跡―a 5 -5088 253 0467 0780 0318

0303 0465 0308

0293 258 0365 0792 0338

5091 0262 245 0396 0262

5092 0388 0324

0284 0459 258 0485 0321

0287 0470 0469 0298

0305 0408 0423 0778 0360

0283 0418 0369 0316

5097 0275 0451 259 0472 0839

5098 0235 0602 290 0379 0311

5099 0219 0747 0290 0289

5 0270 0384 252 0495 0304

5 0310 0470 256 0468 0356

5 0267 0470 0483 0778

5 0281 0389 0886 0262

5 0312 0496 242 0571 0833 0307

5 0416 0821

5 0233 0490 0470 0857 0328

20号住居跡―b 5 -5107 0284 0422 0439

0270 0408 0364 0278

5109 0382 0303 0662 0296

0222 0509 0306 0315

0603 0416

0253 0408 0788 0287

0386 0458

0373 0419 0459 0233

0244 0622

0253 0440 0339

0416

0270 0797

0419 0305 0618

0406 0749 0278

20号住居跡―C 5 -5121 0453 0378 0447 0623

0289 0449 0606

0220 0372 0308 0566 0220

0319 0464 0636 0282

0405 0300 0438 0579 0237

0273 0398 0455 0302

0265 0448 0374 0770 0302

0416 0288 0606 0225

上ノ山 UEl1 5-5129 0292 0465 0596 0205

(長野型) 0413 0445 0412 0236

0402 0340 0478 0602 0230

0189 0344 0485

0393 0207 0388 0507 0263

0298 0478 0602 0208

0243 0413 0574 0265

0426 0420 0419 0233

0388 0187 0424 0508 0259

0385 0279 233 0473 0568 0219

5 0403 0244 0463 0528 0178

5 0442 0287 200 0586

5 1 0363 0518

5 0373 0288 242 0210

0423 0207 287 0531 0457

0258 0436 0559
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遺 跡 名 試 料 No K Ca Fe Rb Sr Na

上ノ山 0410 0225 0548 0225

(長野型) 0372 0217 0230

0499 0784

0686

0457 0210 0488 0212

5150 0625

0233 0562

5152 0166 0435 0156

5153 0418 0319 0655

0400 0284 0546 0644

5155 0259 0196 0331 0493 0189

0339 0240 0358 0616 0193

0408 0225

5 0407 0225 309 0486

5 0295 0495 0197

5 0396 0258 266 0540

5 265 0658 0225

0300 0658

0339 0238 257 0545

0406

0399 0229 0545

0452 0250 0506

0403

5168 0375 0295 0638 0223

223 0450 0204

0285 0176

0429 0482 0226

0417 0233 265 0556 0270

0599 0265

203 0437 0506 0171

5175 0436 171 0526 0222

0363 0443 0204

0395 0316 0469 0220

0398 0464 0250

5179 0374 0188 0418 0523 0227

0479 0203

0346 0210 0427 0170

0423 0224 0536 0215

0405 0284 274 0373 0623

0274 0515 0615 0229

5185 0405 0303 192 0463 0609 0223

0429 0221 0440 0484 0250

0358 0288 0680 0193

5188 0353 0386 0476 0884 0187

UE 10 5-5189(粘つ 0316 0246 0395 0578 0160

0221 0421 0526 0159

0437 0556 0138

前田   1号 住居 5- 0246 0280 0868

(山梨型)1号窯跡 5- 0612 0173 0669

2号住居 5- 0292 0389 0348

3号住居 5- 0215 0358 0136

0198 0464

0523 0220 0237

4号住居 5- 273 0280

0380 0426 271 0538 0912

6号住居 5-5200 0256 0922 0239

7号住居 5-5201 0347 273 0193

5202 0385 0492 0220
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遺 跡 名 試 料 No K Ca Fe Rb Sr Na

0289 281

10号住居 5-5204 0327 283 0192

宮間田  19号住居 5-5205 0230

(山梨型) 0219 0212

0277 0240

0222

0323 0312 0968

0320

50号住居 5-52 0356 151 0265

3 0282 0502

0335 0420 0240

0500

0303

5218 0361 0250

72号住居 5-5219 0306

5220 0218 0753 0219

5221 0295

5222 0290 0695 0236

0822 0204

0332 0545 0527 0219

5225 0338 0522

5226 0335 255 0498 0534 0229

5227 0390 0222

5228 0331 242 0505 0222
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0.5 sr  l・ 0

大小久保 1号住居跡出土上師器

の Rb― Sr分布図

0.5 sr  i.0

小原遺跡 8期 (1)出土土師器

の Rb― Sr分布図

10~1         100          101          102

第112図  大小久保 1号住居跡出上土師器胎上の分類

(K、 Ca、 Rb、 Sr因碓 用)

大小久保領域

小原遺跡 8期 (1)土師器胎土の分類

(K、 Ca、 Rb、 Sr因子使用)
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第115図 小原遺跡10～ 12期 (1)出土土師器のRb― Sr分布図 第116図
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小原10～ 12期 (lk確)の上師器胎上の分類

(K、 Ca、 Rb、 Sr因子使用)

大小久保領域
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第119図
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第121図 健康村遺跡19号住居跡出土土器の RO一 Sr分布図
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第118図  上ノ山遺跡出土土師器、

粘土のRb― Sr分布図

信州領域

□

第120図
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健康村遺跡15号住居跡の上師器
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0    0。 5 sr  i・ 0

第122図  健康村造跡20号住居跡―a出土土器のRb― Sr分布図
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健康村遺跡20号住居跡―b

出土土器の Rb一 Sr分布図
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健康村遺跡20号住居跡―C

出土土器のRb― Sr分布図
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健康村遺跡出土土師器胎上の分類
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第126図 宮間田遺跡出土土師器のRb― Sr分布図 第127図 宮間田遺跡出土土師器胎上の分類

(K、 Ca、 Rb、 Sr因子使用)
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第 3節 健康村遺跡出上の動物遺存体について
石川 郁

本遺跡においてA・ G調査区より少量の動物遺存体が検出された
ql)。 1号住居跡より検出された 1点を除い

てはすべて遺構外出土である。

1.1号 住居跡 出上 の動物遺存体

軟体動物門 Phylum Mollusca

斧足綱  Class Pelecypoda

古異歯目 Order Peleoheterdonta

カヮシンジュガイ科 Family h/1argaritiferidae

カワシンジュガイ ル筋rg9/rι 二″肥 ′α9υ jS

l号住居跡の遺構内土坑より検出された。左殻の殻頂部付近が残存 しているのみで、殻長、殻高は計測 し得な

かった。

カヮシンジュガイは主に北海道及び本州日本海側に生息する淡水産の貝である。現在は食用とされることはほ

とんどないが、アイヌでは身を食べ、殻はナイフとして用いていた。北海道の貝塚において報告例はあるものの、

主体をなすということはなく、また、本州において報告例は少ない。

2.遺構外出土の動物遺存体

脊椎動物門 Phyium Vertebrate

哺乳綱 Class Mammalia

資嗣帝目 Order Perissodactyla

ウマ科  Family Equidae

ウマ 】σレθcs cαbα′′,s

ウサギロ Order Lagomorpha

ウサギ科 Family Lepuridae

ノウサギ L鍛レsb胞の αtts

遺構外から検出された資料は、以下の 2種 3点である。いずれも破損 しており、詳細な計測はし得なか った。

第38表 遺構外出土動物遺存体一覧表

動物遺存体の同定にあたって、国立歴史民俗博物館考古研究部助教授 西本豊弘氏に御教示を賜わりま した。

記 して感謝申し上げます。

(註 1)本 節で記載 したほかに水洗選別により、 8遺構か らあわせて77点の貝片が検出されたが、 いずれ も細

片であり、種の同定はし得なかった。また、 2遺構か ら1点ずつ、鱗が検出された。

参 考 文 献

加藤嘉太郎  『家畜比較解剖図説 (上)』 〈第二次増訂改版〉 養賢堂,1979

波部忠重監修『学研中高生図鑑 貝五』 学習研究社,1975

検 出 地 点 種  名 部  位 計  測  値 備 考

A tt B-11グ リ ッ ド ウ マ 下 顎 骨 や や 小 さ め

A tt D-8グ リッ ド ノ ウ サ ギ 右 側 大 腿 骨 残 存 部 最 大 長 5 4 9 1 mlll 近 位 端 欠 損 ,表 土 一 括

G区 ウ マ 右 側 距 骨 最大 幅 62 09mm 底 側 欠 損 ,試 掘 資 料

謝辞
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第 7章 考

第 1節 山梨県における縄文時代前期末から中期初頭の様相

野 代 幸 和

はじめに

土器編年にはじまる該期の研究は、隣接する長野県を中心に研究されてはきたが、未だにその実態を掴むこと

ができず、遅れている分野の一つである。

山梨県においてもまた例外ではない。 しか し近年、該期に属する遺跡の発見が増加 しつつあり、空白地帯に近

かった様相が、徐々に明 らかになってきたように思われる。従来指摘されているように、関東地方では、土器が

数点 しか出土 しないといった、キャンプサイ ト的な遺跡が多い。本県においても、小林達雄氏によるセ トルメン

ト・ システムのDな いしFパ ターンに該当する遺跡も多 く発見されているが、それとは別に定住を示す しっかり

した住居を伴い、規模 。内容的にもかなり充実 した遺跡が存在する。また、 これらに加えて遺物についても、極

めて中部高地的な色彩が強いことがわかってきている。 ここでは、県内における遺跡の分布、土器の分類に基づ

く時間的な位置づけとその変遷を中心にふれることにする。

遺跡 の分布

第130図 (第39表)は山梨県内における前期末から中期初頭段階 (諸磯 C、 鍋屋町系 。十二菩億 五領ケ台 I・

Ⅱないしその併行式期)に位置づけられる土器出土遺跡分布図である。該期の遺跡は、現在79カ 所 (報告書化さ

れているものを中心)で発見されているが、この他には昨年 リエア関連で調査を行った中溝遺跡や九鬼遺跡でも

発見されているようである。その分布については、前述で指摘 したとおり、中部高地との関係を示すような在り

方を示している。八ケ岳南麓の釜無川流域と甲府盆地の笛吹川流域において濃密な分布を示 しているのがわかる。

しかし静岡方面に抜ける富士川流域では全く発見されていないのである。この分布の差は実に対称的である。笹

子峠を越え郡内地方に目を向けてみると桂川流域においてやや集中して分布 していることがわかる。次に後述す

る土器の変遷に基づいて作成 した分類図の第 7類の99に ついては、関東方面との関係をを色濃く残すものである。

この遺跡分布図が示すように、中部 。北陸地方や関東地方との交流を裏づけるような分布状況を示し、やや異な

る文化が各方面から流入 しあい、互いに影響しあうとともに、中継地点としての重要な位置を占めていたことが

わかる。

土器の変遷に基づく分類 (第 131～ 133図 )

ここでは、土器の変遷に基づいて分類する。第39表 は遺跡一覧表であり、後述の分類を基に継続性を示 したも

のである。分類上、特に土器様相に激しい変化を持つ中期に転換する直前段階の土器群、つまり前期末葉段階

(4～ 6)の ものについては、山口 明氏①①の分類を参考にしたことを記 しておく。

第 1類 (第 131図 1～ 3);今村啓爾氏②による (古)段階に位置づけられる一群。口縁部に沿って多数の耳状

突起などの大型貼付文やボタン状・棒状貼付文が発達しているものである。本県においては長沢宏昌氏③によっ

ても指摘されているが、群馬県がその分布の中心と考えられる耳状突起などの大型貼付文を施す一群は、皆無に

等しい状態なのである。 しかし、分類図のほうには未報告であるため掲載 しなかったのであるが、八ケ岳南麓に

存在する天神遺跡をはじめ、甲ッ原遺跡などでは発見されている。 しかしその数はとても少ない。本遺跡におい

ても同様の状況が伺える。本県ではボタン状 。棒状貼付文を回縁部に施すものが、主体を占めているようである。
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なお、耳状突起などの大型貼付文を施す一群については、長野県で下島式①と称 されているものである。

第 2類 (第 131図 4～ 6);今村氏による (新)段階に位置づけられる一群。貼付文に結節浮線文が発達するも

の。本遺跡からは、 この時期に主体をなす集落が存在 していることがわかる。

第 3類 (第 131図 7～ 13);山 口氏による第一段階に位置づけられる一群。平行集合沈線文によって弧状・渦巻

状の文様が施されているもの。扇平 Ⅱ類③、日向Ⅱ式⑥、桜沢式①などに該選する。日縁部が肥厚するものにつ

いては、鍋屋町 正式の影響を受けているとされるものである。14に ついても極めてこの段階に近いものと考えら

れる。

第 4類 (第 131図 14～ 44);山 口氏による第二段階に位置づけられる一群。弧状・渦巻状の平行沈線文に沿って

凹線文が加えられているもの (15～ 16)。 平行沈線文を主体として弧状や曲線的な文様構成に、三角印刻文が組

み込まれたもの (17～ 44)。 これ らのものについては、鍋屋町Ⅱ式の影響が見 られるものとされている。 また扇

平 Ⅱ oⅢ 類、籠畑Ⅱ式③に該当するものである。

第 5類 (第 131・ 132図45～65);山 口氏による第二段階に位置づけられる一群。まずはじめに外来系 (畿 内)

の土器として、大歳山式ないしこの模倣土器 (45～ 49)を 紹介 しておく。次に、太めの粘土紐の貼付による押圧

隆帯文が施されているもの (50～ 57)。 日辺部に刺突文が施されているもの (58～ 61)。 これらのものは扇平V類、

室ノ木Ⅱ群 DttQの、晴ケ峰式 Qり に該当する。また縄文地や無文地に粘土紐を貼付 して、結節浮線文や無節浮線文

によって文様を構成するもの (62～ 65)。 これらのものは十二菩提式に該当する。

ここからは中期初頭段階に位置づけられるものである。五領 ケ台式ないし梨久保式については、今村氏QD、 三

上徹也氏Qう の論文を参考にしている。

第 6類 (第 132・ 133図 45～65);大きく縄文系 (68～ 71・ 80)の ものと沈線文系 (72～ 79・ 81)の ものとに分

けることができる。縄文系の特徴は、日縁部に細線文、三角印刻文、瓦状押 し引き文、三角列点文が施される。

胴上部には横方向に「 Y」 ないし「 V」 字状文の連続配置するものが多 く、その下部には結節を伴 う羽状縄文が

間隔をもって施されている。沈線文系は、日唇部に連続爪形文が施されている。日縁部には沈線文によって格子

日、羽状、斜めなどの文様が、また一単位の渦巻状突起がつくものがある。いわゆる五領 ケ台 I式ないしその併

行期に該当するものである。

第 7類 (第 133図 45～65);縄文系 (83～ 88)に ついては、まず口縁部に無文帯が存在するもの (83)が 出てく

る。また第 6類に見 られた「 Y」 ないし「 V」 字状文が連続的につながって、小型の半円弧文が施されるように

なる (84)。 次の段階として、沈線による半円弧文 (87)が大型化 して回縁部で発達 し、玉抱 き三叉文を持つ も

のが多 くなる。やがてこの半円弧文ないし波状文が隆帯によって表現されるようになり、重三角文となるものが

あるようで、この三角区画内に玉抱 き三叉文を持つもの (85)が 出現するようである。また、図版内では扱わな

かったが、今村氏によって提唱された回縁部に「 T」 字状文が連続 して施される大石式についても共伴関係にあ

ることが知 られている。沈線文系 (82～ 100)1こついては、第 6類よりも胴部に構成される文様帯が減少 して簡

略化される。次の段階としては、前段階まで用いられていた沈線による斜格子目文が無 くなり、交互刺突文が用

いられるようになる。胴部には 4単位の垂線が入ってくるのが特徴である。

以上のような変遷過程を辿ることが指摘されている。これらのものは、五領 ケ台 Ⅱ式ないしその併行期に該当

するものである。

健康村遺跡 における概要

前述のような変遷過程を辿るなかで、健康村遺跡において出土 した土器の位置づけを行ってみる。第131～ 133

図を参考にして作成 したものが第134図である。第 1類では県内ではほとんど出土例の無い耳状突起を持った回

縁部破片や大型のボタン状貼付文を持つものが第 9号土坑より若干出上 している。第 2類では、住居址が伴った

こともあって、かなり充実 した資料が得られている。日辺部の文様構成が異なるので分けておいた。これは貼付
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文に結節浮線文がかなり発達する一群で、渦巻や同心円状に文様を構成するものは、より十三菩提式に近いとす

る認識のもとに分類 した。次はやや途切れて第 5類が認められる。全て遺構外か らの出土であり、極めてその数

は少ない。最初に載せたものは、縄文地や無文地に粘土紐を貼付 して、結節浮線文によって文様を構成するもの

である。つづけて掲載 したものは、押圧隆帯文が施されているものとその系統にある胴部破片である (23～ 26)。

一番右にあるもの (27)は、北陸地方の影響が強いものと考えられるものである。第 6類 は全て遺構外か らの出

土であり、破片資料 しか認められなかった。第23号土坑より出土 したものについては、第 6類から第 7類へ移行

する過渡期の段階のものと考えられる。第 7類の埋甕 (40)に ついては、胴部の文様帯が減少 しており、五領 ケ

台Ⅱ式の併行期にあたる。第 6・ 7類については、沈線文系が主体であり、まさしく中部高地的な色彩が強いよ

うである。

全体をとおして見てみると、第 3～ 4類に属するものが全 く出土 していないことに気がつく。つまり、今村 Qつ 。

山口①両氏による鍋屋町系土器群 とされるものが皆無の状態なのである。時間的な流れとしては、前期末の諸磯

C段階でピークを迎えたのち、その直後段階では全 く痕跡すらなくなって しまうのである。再び現れるのは十二

菩提式併行期の第 5類か らであるが、未定住状態である。五領 ケ台 正式併行期の第 6類においても同様の状態が

続き、五領 ケ台 Ⅱ式併行期において再び若干の定住化の傾向が伺えるようになる。 これらのことからも、該期に

おける本遺跡の規模はとても小規模なものと考えられる。

問題点 の再認 識

健康村遺跡か ら発見された第 1類、第 2類 に属する土器群については、長野県において指摘 されているよ う

にQ)、 山梨県においても集合沈線と浮線文を中心とする一群が分布 している。第 1類に示 した耳状突起を持つ も

のは少なく、健康村遺跡を含めた北巨摩郡を中心にその分布が知 られているが、その数は少なく、皆無に等 しい

状態である。例えば花鳥山遺跡 (東八代郡八代町御坂町・ 30)に おいては、棒状貼付の施されるものはあるが、

大部分のものは結節浮線文と結節沈線文を施すものに占められているのである。つまりこれらは (新)段階に位

置づけられるものである。そもそも下島式系の色合いが濃い (古)段階とされる土器群については、群馬県地方

で多 く発見されており、分布に偏 りが在るのではないかと考えられるのである。山梨県内の様相を見る限りでは、

あまりに分布の偏 りがあることから、地域差と編年差に関 して考える必要性があるように思われる。またこのこ

とについて検討を講 じてみたいと考えているのであるが、未報告が多 く存在するため、今後の課題として取 り組

んでいかなければならないと考えている。また、 この後に続 く第 3～ 5類については、分類方法としては非常 に

有効なのであるが、 この分類が遺物の変遷を示 したものであるという考え方には鍋屋町系土器群との間で、矛盾

があり決着 していないQ。。 このように、土器の編年的な位置づけが定まらぬ今、分類をとおして並べざるをえな

いと思 う。

山梨県の立地が指 し示すことは、遺跡の分布からもほば明 らかであるが、文化のパイプとしての重要な役害1を

果たしていることである。当時の文化の交流を考える上には非常に興味深い地点なのである。昨年、中道町の上

ノ平遺跡 (33)で、 日本海沿岸部の特に北陸地方で多 く発見されている「の」字状石製品が出土 した点である。

また第132図の66・ 671こ 示 したような朝日下層式、新保式の影響を多分に受けた資料 も発見されているのである。

大泉村の甲ッ原遺跡 (73)では第 7類の五領 ケ台Ⅲ式の併行期に属する琥珀製の玉とその破片が多数出土 してい

る。 これは東北地方の久慈・ いわき、関東地方の銚子などか らもたらされたものと考えられるのである。第 5類

で示 した45～ 491こ ついては畿内地方から流入 したものである。 このようなことから小笠原諸島の八丈島にある倉

輪遺跡の様相に近い在 り方を示 しており、送時の活発な交流関係を伺い知ることができるのである。

今後の問題としては、編年的・ 分布的な点で多 くの間題点が指摘されている点について、 これらの早期解決が

望まれる。山梨県の場合、関東的な在 り方に比べれば、かなり濃密な分布と内容を持っており、研究対象 として

は大変興味深い所であると思 う。 このことは、未開拓分野の一つである本県の動向について研究に当たっていけ

ば、前述の問題点解決 と文化的な内容の解明につながっていくものと思われるのである。
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第130図  前期末～中期初頭段階の遺跡分布図
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第133図  土器分類図 (3)
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第39表  山梨県内縄文前期末～中期初頭段階の遺跡―覧

血 遺 跡 名 所在地 分類
一 二 三 四 五 六 七

備 考 (文献)

穴 沢

桜 ケ丘

宮 谷

原 平

沢 中原

宝 司 ケ塚

田野 倉

久 保 地

山梨 原

馬 々舟

おい しがね

安 道 寺

町 田

獅 子 之 前

天 神 前

西 田

中村
意 見 堂

釈 迦 堂

寺 平

宮 の上

田野 平

桜 井 畑

善 光 寺

宮 の裏

荒 神 原

北 堀

上 の平
三 光 神
(下長崎)

花 鳥 山

下 向 山

東 原

上 の平

東 山北

上 野 原

上 芦 川

宇 山平

米 倉 山 B

立 石

辻

寺 平

北都留郡上野原町桐原字小伏

北都留郡上野原町上野原

大月市富浜町宮谷字白山

大月市大月町真木字原平

大月市大月町沢中原

南都留郡河口湖町小立字宝司
ケ塚

都留市田野倉

都留市大幡

都留市夏狩字山梨原

都留市十日市場字馬々舟

都留市十日市場

塩山市中萩原

塩山市下於曽字町田

塩山市千野字獅子之前

塩山市三日市場字天神前

塩山市熊野字西田

塩山市上萩原字中村

山梨市東後屋敷字意見堂

東八代郡一宮町東山梨郡勝沼

町

東山梨郡勝沼町藤井字寺平

東山梨郡勝沼町勝沼字宮の上

東山梨郡大和村田野

甲府市和戸町字桜井畑

北甲府市善光寺 3丁目

東八代郡御坂町八千蔵字宮の

異

東八代郡御坂町上黒駒字荒神

原

東八代郡一宮町塩田字北掘 。

中新居・桜地蔵

東八代郡八代町米倉字上の平

東八代郡八代町永井字荒神原

下長崎

東八代郡八代町竹居字花鳥

御坂町

東八代郡中道町下向山

東八代郡中道町下向山字東原

東八代郡中道町下向山

東八代郡中道町下向山字東山

東八代郡中道町右左口字上野

原

東八代郡芦川村芦川

東八代郡豊富村大鳥居字宇山

平

東八代郡中道町米倉山字下向

山

東八代郡中道町上向山字小林
の上

東八代郡境川村藤全字辻

東八代郡境川村小黒坂字手古

松

°

:°

°

:。 :|

○

○    ○

○

○   ○
※大木7a系

○

○ ○

○

○

　

　

○

○

○

○

○

　

　

○

Ｏ ○

※篭畑系あり

○ ○

○

○

○

○ ○ ○

○
○

○

○

○

○  ○   ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○  ○ ○

※畿内系あり

○

中期初頭もあり?

○ ○

○

○ ○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○  ○ ○
※瓢 北白川系土器出土

上野原町教育委員会『穴沢・ カイル遺跡』上野原町埋蔵文化財調査

報告書 第 3集 (1992)

上野原町教育委員会『桜ケ丘遺跡』上野原町埋蔵文化財調査報告書

第 5集 (1992)

大月市教育委員会『宮谷遺跡発掘調査報告』(1973)

山梨県教育委員会『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書
一大月地内2-』 (1975)

山梨県教育委員会『昭和46年度発掘調査報告書 沢中原 。寺門』

(1972)

山本寿々雄「南都留郡河口湖町小立字宝司ケ塚出上の上器について」

(『富士国立公園博物館研究報告』第15号、1966)

山本正則「都留市田野倉出上の縄文式上器」 (『 甲斐考古』第12巻、

第 1号、1975)

奈良泰史「都留市久保地遺跡における縄文時代中期集落址の様相」

(『山梨考古』第 2号、1980)

都留市史編纂委員会『都留市史資料編』(1986)

都留市教育委員会『山梨原遺跡』都留市埋蔵文化財調査報告 第9集 (1982)

都留市教育委員会『馬々舟遺跡』(1976)

山梨県教育委員会『安道寺遺跡調査報告書 (概報)』 (1978)

住居跡あり

中期初頭

山梨県教育委員会『獅子之前遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査

報告 第61集 (1991)

前期末 未報告

山梨県教育委員会『西田遺跡一第一次発掘調査報告書―』(1978)

中期初頭

中期初頭

山梨県教育委員会『釈迦堂遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報

告書 第21集 (1987)

五領ケ台Ⅱ式期の住居 1軒

寺平遺跡調査会『寺平遺跡発掘調査報告書』(1977)

中期初頭 未報告

大和村教育委員会『田野平遺跡』(1984)

山梨県教育委員会『桜井畑遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報

告 第54集 (1990)

山梨県教育委員会『善光寺北遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査

報告 第69集 (1992)土坑あり

末木 健「東八代郡御坂町八千蔵字宮の裏遺跡出上の上器」(『甲斐

路』 第30号、1977)

保坂和博他「八ケ岳東南麓地遺跡分布調査報告書」山梨県埋蔵文化

財センター調査報告 第85集 (1993)

山梨県教育委員会『北堀遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報告

第 7集 (1985)土坑あり

八代町教育委員会『上の平遺跡』(1985)

八代町教育委員会『三荒神遺跡』(1987)

山梨県教育委員会『花鳥山遺跡 水呑場堀遺跡』山梨県埋蔵文化財センター

調査報告 第45集 (1989)

八代町『八代町誌』(1975)

吉田 格「山梨県東八代郡中道町下向山」 (『考古学雑誌』第48巻、

第 3号、1963)

山本寿々雄「山梨県東八代郡中道町東原の中期初頭の縄文式土器一

その後判明するもの」 (『富士国立公園博物館研究報告』 2、 1959)

山梨県教育委員会『上の平遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報

告 第29集 (1987)住居址あり

山梨県教育委員会『東山北遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報

告 第79集 (1993)

金井安子他「山梨県上野原遺跡第 4号住居跡出上の土器について」

(『青山史学』第■号、1989)住居跡あり

今福利恵「東八代郡芦川村上芦川出上の縄文土器について」 (『 山梨

縣考古學協曾誌習創刊号、1987)

山梨県教育委員会『金川曽根地区大規模農道建設及び畑地帯土地総

合改良事業関係埋蔵文化財緊急発掘調査概報』(1973)

未報告 住居址あり

山梨県教育委員会『辻遺跡と莉在家遺跡』(1970)

境川村教育委員会『小黒坂遺跡群』境川村埋蔵文化財調査報告書第

3輯 (1986)住居跡あり
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No 追 跡 名 所在地 分類
一 二 三 四 五 六 七

備 考 (文献)

42

43

44

45

46

47

５‐

　

５２

５３

５４

５５

　

５６

　

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

　

６３

６４

６５

　

６６

６７

　

６８

　

６９

　

７０

　

７‐

７２

　

７３

７４

　

７５

７６

　

７７

　

７８

７９

　

８０

亀 の子 A

机

砂 原 山

一 の沢 西

柳 原

京 原

金 の尾

上 野 原

一 条 氏 館

上 野

曽根

長 田 口

〆木

宇 波 円井

中尾 根

坂 井

宮 の前

唐 松

机 腰
上 平 出

沢 の 田

小 荒 間

健 康 村

中込

上 北 田 3

丘の公園第 5

当 町

旭 東 久 保

持 井

樫 山

小 坂

甲 ッ原

天 神

御 所

寺 所

塚 田

塩 川

宮 地 第 3

柳 坪

東八代郡境川村小黒坂字手古

松

東八代郡境川村小黒坂字手古

松

東八代郡境川村小黒坂字手古

松

西東八代郡境川村小黒坂字―

の沢

東八代郡境川村小黒坂字柳原

東八代郡境川村小山字京原

中巨摩郡敷島町大下条字金の

尾

中巨摩郡三珠町大塚字上野原

中巨摩郡三珠町上野字一条林

中巨摩郡三珠町上野

中巨摩郡櫛形町上宮字曽根

中巨摩郡櫛形町平岡字長田□

中巨摩郡櫛形町下市之瀬字〆木

韮崎市宇波円井

韮崎市穂坂町柳平

韮崎市藤井町坂井

韮崎市藤井町宮の前

北巨摩郡双葉町宇津谷字唐松

北巨摩郡明野村小笠原字机腰

北巨摩郡小淵沢町上平出

北巨摩郡小淵沢町岩久保字沢
の田

北巨摩郡長坂町小泉字小荒間

北巨摩部長坂町中丸字藤塚

北巨摩部長坂町大井ケ森字中込

北巨摩郡白州町横手字上北田

北巨摩郡高根町清里

北巨摩郡高根町村山北害1序当町

北巨摩郡高根町村山北割字旭

東久保

北巨摩郡高根町村山引陪叫

北巨摩郡高根町樫山

北巨摩郡大泉村谷戸字小坂

北巨摩郡大泉村西井出字大林

北巨摩郡大泉村西井出字天神

北巨摩郡大泉村西井出字御所

北巨摩郡大泉村西井出字寺所

北巨摩郡須玉町大蔵字塚田

北巨摩郡須玉町比志3870外

北巨摩郡大泉村西井出1793外

1北 巨摩部長坂町大八田字秋田

○

○

○

○

OOO

○

OO

○

○

○ ○ ○

○

○ ○  ○

OOO
畿内系・北陸系土器伴出

○  ○   ○

○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○  ○
※畿内系慎仕 器

○ ○   ○  ○

○

○

○

○ ○

○ ○

○  ○

○ ○ ○ ○
※畿内系模倣土器あり

○ ○    ○ ○

○

○

○

○

○

○
○
　
○

○ ?

○

○

　

○

○

　

○

　

○

○

○

　

，
　
　
　
Ｏ
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第 2節 中期後半の上器

今 福 利 恵

本遺跡の中期後半の上器は17号住居跡と遺構外より少数みられる。限 られた資料で、多 くを語るのは困難であ

るが、近年の曽利式土器研究の動向の中で問題点をしばってそれぞれ考えていくことにする。

17号住居跡出上の上器は地文に斜行する条線と縄文がみられる。斜位の条線が施されるものは胴部に隆線によ

る懸垂文がみられ、蛇行するものを基本としている。また地文に縄文を持つものはX字状の把手を持つ型式の破

片と考えられる。 1(第 11図)は時期的に新 しく位置付けられ、曽利Ⅲ式に比定されるもののその他はいずれも

曽利Ⅱ式土器に位置付けられる。

遺構外出土の土器 (第27図)については、おおよそ曽利Ⅱ式を中心として、一部曽利Ⅲ式がみられる。 2は斜

格子目文土器の口縁部にあたる。 5は地文に結節縄文がみられ、これは曽利Ⅱ式のメルクマールとなる文様であ

る。 4は櫛歯状工具による縦位の条線を地文としている。 6は 17号住居跡の 4、 5(第11図)と 同じX字状把手

を持つ大甕の破片と考えられ、地文が刺突文となるものである。 8は胴部が渦巻のモチーフとなり、曽利Ⅲ式に

位置付けられる。

本遺跡においては以上のように曽利 H式土器が中心にみられる。 しか し、曽利Ⅱ式土器は後述するようにその

内容において未だ不明確な部分を残 している。本遺跡出土の上器からこの点を明確にするのは困難であるが、こ

れらの土器をふまえて問題点を考えてみたい。

曽利式土器は縄文時代中期後半に山梨県を中心として諏訪、静岡、神奈川、東京埼玉西部にかけて分布 し、関

東地方に広範囲に分布する加曽利 E式上器と長野県の伊那地方から諏訪にかけ分布する唐草文土器と併行関係に

あり、一部で分布域が重なる。 この土器群は八 ケ岳山麓の井戸尻遺跡群の調査により1965年 藤森栄一 らによる

『井戸尻』の中で曽利式土器として設定され曽利 I式からV式まで細分された。その後、米田明訓や末木健 らに

より曽利式上器についてその内容が明確にされてきた (米田1978、 86、 長崎 。末木他1979、 末木1981、 88)。

しか し、曽利式土器の編年は大枠で確立 したものの、その細分においてまた様々な見解が示された。米田は曽

利Ⅱ式とⅢ式の関係において、地文に注目し、曽利Ⅱ式にみられる結節縄文と曽利Ⅱ式とⅢ式にみられる刺突文

について時間差を設定 した。つまり結節縄文がみられる段階と結節縄文が消失 して刺突文が多用され、弧線文土

器が出現する段階に細分 したのである。 しか し該期において地文となる刺突文は八 ケ岳周辺より北にみられ、八

ケ岳周辺から甲府盆地北部は縄文、甲府盆地東部は条線になる。 これらは地域的な特徴として捉えることができ、

明確な時間差となりえるかどうか、両者の関係は時間的な差異よりも地域的な差異の可能性がある。

17号住居跡にみられる 4・ 5(第11図)の ように地文に縄文を持つものは八 ケ岳西麓から甲府盆地の北西部に

多 く分布 し、さらに結節縄文となるものもみられる。結節縄文は八 ケ岳西南麓にのみ特徴的にみられ、茅野から

諏訪周辺では地文には刺突文が多 く、X字状把手の付き方 も横 S字の連続するものとはならない。また甲府盆地

から関東西部にかけては結節縄文はほとんどみられずに地文に条線を用いるものが多数をしめ、地文による時間

的な差異よりも地域的な差異と捉えることができる。地文に刺突文を持つX字状把手付土器はそのX字状把手が

胴部にかけてのU字状のモチーフで連結されるという特徴を持つ。 これは曽利 I式からの人体文の変化として捉

えることができ、比較的古い様相を示すものと考えられる。八 ケ岳西南麓においても結節縄文を持つものと刺突

文を持つものを比較 してみた場合、地文の他、大きな違いはみられず、併行関係にあるとするのが妥治のように

思われる。

本遺跡にみられる櫛歯状工具による条線文について、三上徹也は唐草文土器に起源をおき、この上器のⅡ段階

で成立 したとする (三上1986)力 式、すでに曽利 I式の段階からみられる技法である。また曽利式上器と唐車文土

器を分離する根拠に施文順序をあげているが、曽利式土器においても隆線→地文の充填が一般的で、その逆は限
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られた型式にみられるものである (山形 1989)。 地文→隆線という施文順序をとるものは、例えば 2(第27酌 の

斜格子目文土器や斜行沈線文土器等にみられるもので、加曽利 E式土器の流入に伴 って成立 し、本来の曽利式土

器の周辺的なものとして捉えられている (谷井 1987)。

参考文献

藤森栄一、武藤雄六1964「信濃境曽利遺跡調査報告」F長野県考古学会誌』 1

藤森栄一、武藤雄六1965『井戸尻』中央公論美術出版

米田明訓1978「曽利式土器編年の基礎的把握」『長野県考古学会誌』30

長崎元広他1979『中部高地縄文土器集成第 1集』

長崎元広、末木健他1980、 1981「 シンポジウム縄文時代中期後半の諸問題」『ネ申奈川考古』 10、 11号

末木健1981「曽利式土器」『縄文文化の研究』 4雄山閣出版

三上徹也1986「唐草文土器の成立とその分布」『歴史手帖』 14・ 2
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米田明訓1986「中期後半の土器の諸問題」『柳坪遺跡』山梨県埋蔵文化財センター

小野正文1987「曽利式土器」『釈迦堂』 Ⅱ 山梨県埋蔵文化財センター

末木健1988「曽利式土器様式」『縄文土器大観』 3小学館

山形真理子1989「曽利式上器における施文順序の意義」『甲斐の成立と地方的展開』角川書店

櫛原功-1993「 X字状把手付土器の分析」『研究ノー ト』甲斐丘陵考古学研究会
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第 3節 縄文時代晩期終末の上器群について

小 林 青 樹

はじbに

健康村遺跡の浮線文土器群は、 E地区を中心に集中 して検出された。いわゆる氷 I式土器と呼ばれる土器に相

当するものである。土坑一括の他は遺構外出土のものが大半であるが、近接する時期の土器群は検出されておら

ず、時期的にもまとまっている。

さて、氷 I式土器といっても、 この中には数段階の変遷が捉えられる。本遺跡で得 られた資料は、山梨県の特

に八 ケ岳南麓地域における該期の変遷を捉える上で良好な資料であり、中部高地における状況 (設楽 1982・ 1990、

石川1985、 中沢1991)と の比較によりその位置づけが可能である。今回の報告では、様式を構成する器種の全貌

を明らかにし、技法の特徴、そして他の遺跡の資料と比較 して、編年的位置についての見通 しを述べる。以下の

上器番号の表記は、それぞれ試掘 (試)、 A・ E・ G地区 (AoECG)、 遺構内 (内 )、 遺構外 (外)と 簡略化

した。数字は各土器の実測図の番号を示す。

器種 分類

鉢A(E-1～ 3・ 試 -10):口 縁部が内湾気味に立ち上がる鉢。

Al(E-1～ 3):口縁端部に眼鏡状付帯をもつ。端部は丸い。

A2(試 -10):日 縁端部加飾なく、頸部が無文の鉢。

鉢 B(E-4・ 6・ 13):回縁部が内湾気味に立ち上がり、端部が外反する鉢。頸部無文帯がやや幅広い。

口縁端に突起または刻みを有する。

鉢 C(E-11・ 12)i肩部で屈曲し、日縁部の外反する鉢。

Cl(E外 -11):日 縁部と肩部に沈線による眼鏡状付帯を有する。口縁部の外反度が強 く、長 い。

C2(E外 -12):口 縁部に沈線による眼鏡状付帯を有する。 日縁部は短 く外反する。体部 に浮線文を

もつ。

鉢D(E外 -14):体部が丸みをもち、日縁部の外反する鉢。頸部に凹線状の凹みをもち、肩部でやや屈曲

する。日外帯を有する。体部は無文である。

鉢 E(E外 -16・ 17):体部は直線的に立ち上がり、日縁部が外反する鉢。頸部に凹線状の凹みを もつ。 日

外帯をもつ。

鉢 F(E外 -18・ 19):回縁部がやや内湾気味に立ち上がる無文の鉢。

壺A(E内 -5):口縁部に眼鏡状付帯を有 し、頸肩界に文様をもつ壺。

壺B:突帯文を有する壺。

Bl(E外 -21):日 縁部下に突帯文をもつ。端部が前方に突出するもの。

B2(E外 -22):口 唇部の押圧、日縁部下に突帯文をもつ。端部が前方に突出し、日縁部は外反する。

B3(E外 -24):口 唇部の押圧、日縁部下に突帯文をもつ。口縁部は直立気味。

B4(E外 -20)1体部に太目の突帯文を有する。 Blの体部の可能性あり。

B5(E外 -23):口 縁部がくの字に外反 し、頸部に細い突帯を有する。突帯上に刻みをもつ。

B6(E内 -6):口縁部の直回する、小形の壺。

甕A:頸胴界に屈曲をもつ深鉢を便宜的に甕と呼ぶ。甕Aは体部に丸みをもつ中形の甕。

Al(E外 -25):平縁の回縁で、日縁部 と体部に文様を有する。体部以下に細密条痕文を有す る。

A2(E外 -26):平縁の口縁で、回縁部と体部に文様を有する。体部以下は無文。
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甕B:大形の甕。

Bl(E外 -27・ 39):端部に 2山 1単位の突起と、体部文様をもつもの。

B2(E外 -70):端部に 1山 1単位の突起をもつ。体部文様なし。ヘラケズリ・ ヘラナデ調整。

B3(A内 -4号埋甕 2・ E外 -35～ 37・ 40):平縁のもの。ヘラナデ・ ナデ ミガキ調整。

B4(E外 -28):口 縁部に沈線による眼鏡状のモチーフをもつ。回縁部の外反がやや強めのもの。

甕 C:やや粗製の甕。体部に細密条痕を施す。

Cl(E外 -41・ 42):口縁部と体部上位にヨコ方向の細密条痕文をもつ。頸部に無文帯をもつ。

C2(E外 -59):頸胴界の屈曲以下に細密条痕文をもつ。

C3(E内 -47):全面に細密条痕文をもつ。

甕D(E外 -38):平縁の甕。口縁部は内湾する。

深鉢A:体部に屈曲をもたない深い鉢を深鉢とした。Aは山形の突起をもち、日縁部に凹線文をもつ深鉢。

Al(E外 -30・ 34):体部に細密条痕文をもち、雷状ジグザグ文を有する。

A2:体 部が無文のもの。

深鉢B:口縁部の外反する深鉢。

Bl(E内 -29・ E外 -44・ 45):口唇部に加飾なく、体部に細密条痕文をもつ。

B2(A外 -18・ 19・ E内 -30・ 40・ E外 -46～ 48・ 50・ 51・ 55):日唇部に加飾し、体部に細密条痕をもつ。

B3(E内 -31・ 33):無文の深鉢。口唇部に加飾なし。

B4(E外 -49・ 52・ 53):口唇部に加飾 し、体部無文のもの。

B5(E内 -32・ 45):回縁端部がはみ出しをもつ。無文。

B6(E外 -43):口 縁部が肥厚 し、日唇上に沈線、日縁部下に隆線状の突帯をもつもの。体部に細密条

痕文をもつ。

深鉢 C:日縁部の内湾する深鉢。

Cl(E内 -34・ E外 -54):回 縁部はやや肥厚 し、体部に細密条痕をもつ。

C2(E外 -56):口 縁部の内湾がきつ く、端部に前方に突出する突起を有する。無文。

器種組成

本遺跡で検出した晩期終末の土器群について、先の分類に基づき個体数を算出した (第40表 )。 1個体の認定

については、日縁部の残存しているものを基準とし、有文の鉢で個体の識別が可能なものは、 1個体とした。底

部片は個体数にいれていない。

算出の結果、確認できた個体は、総数141個体である。内訳は、甕56個体 。深鉢53個体・鉢25個体・壺 7個体

である。それぞれの比率は、甕 (約39,7)・ 深鉢(約376)。 鉢 (約17.7)・ 壷 (約 5)パーセントである。

出土地点 について

晩期終末の上器群は、A・ E・ G各地区で出土 したが、遺物の大半はE地区において検出された。E地区にお

いては特に地区の南東部のE-2・ 3で集中し、同時期の土坑群も存在しており、この付近に包含層が広がって

いたようである。やや谷部に廃棄され、集積された状況を呈 している。検出時の状況や層位については、第 4章

第 1節ですでに述べた通りである。

大半の土器がE-2・ 3の出土であるが、これにはずれた地点、あるいはやや離れた地点や周辺から出土した

土器も小量存在する。傾向としては、深鉢B類で口唇部に加節をもつ一群の土器、たとえばB2・ B4類が遺物

の集中地点からやや離れた周辺から検出されている。このように出土地点を違えて出土するというのは、一つの

解釈として時期差を示すと考えることもできるが、他方の解釈として、出土地点の差は生活空間の機能差を示す

と考えることも可能である。なお、前者の可能性については後述する。

いずれにしても、晩期終末の上器群がE-2・ 3に集中しているということを強調 しておく。
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写真1 浮線文 〔1(E外 -27)。 2(E外 -1)・ 3(E外 -25)・ 4(E外 -2)〕 、

各種調整 〔ナデミガキ(5・ 8)。 ケズリ(9)・ ヘラナデ(10)。 複合(7)
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写真2 細密条痕文 〔a種 (1・ 2)・ b種 (3・ 4)。 c種 (5・ 7)・ d種 (6)、

タイミング 〔イ種(8)。 口種(10)・ ハ種(6)。 二種(9)〕 、

工具圧痕例(11・ 12)、 複合(13・ 14)、 絡状体条痕(15)

-159-



技法の特徴

土器にみられる様々な技法についていくつかみてみよう。

1.各種文様の施文技法

(1)浮線文の描出

浮線文の描き方には大きく2種類がある。 1つ は、沈線を多状に平行に引き、溝の間の隆線を上下に連結させ

レンズ状や入り組み文を形成する描き方 (1種)。 もう一つは、あらかじめ、基本となる単位文様 ごとにモチー

フのアウトラインを描き、その中に浮線文を描き込んでいくというものである (2種 )。 前者は大洞A式の工字

文の描き方に由来し、後者は氷 正式に典型的なものである。 1種が古く2種の方が新 しいという傾向はあるが、

1種の描き方は各期にみられ、実際には両者は氷 正式期においては同時に存在する。両者に共通するのは、文様

内のミガキ込みである。おそらくやや太目の竹管状の工具、あるいは小石で、乾燥が進んだ段階でなされるが、

特に2種の場合に効果的となる。このミガキ込みの度合いやタイミングが文様の出来栄えを左右する。

これらの描き方について具体的にみよう。写真 1-1は 1種の技法によるもので溝が深く、隆線は鋭角的で丸

みをもたず平坦にされている。 2・ 4は基本的には 1種によるが、隆線間が幅広くなり、 2種の技法を採用して

描いている。氷式の場合、隆線間は幅広く、隆線は山形でやや丸みをもつが、実際には2・ 4の ように隆線がわ

ずかに平坦になっていたり、低い山状になっている場合が多い。先に述べたミガキ込みの度合いの差を示すので

あろう。 2は乾燥があまり進んでいない段階の施文でミガキ込みがないためやや稚拙な表現となってしまった例

である。本来はレンズ状に展開していくが、すでに丸みを失い、菱形の構成になっている。 4は完全に直線的な

菱形を構成するもの。 3は、 2種のなかでも他と異なり、氷遺跡の氷式上器に典型的な浮線文の描き方である。

変形工字文を模 したモチーフのアウトライン内を工具でZ状に切り込んでいくものの一種である。施文順序はモ

チーフの複雑なものは上→下 。下→上と繰り返すものが多く、単純になるほど上→下に統一されていく傾向にあ

る。この種のモチーフは新 しくなると、モチーフの一部が独立し、切り込む数が増えて、単位数が増加していく

傾向がある。ただし、 3の場合は、隆線間が狭く、工具を引いただけで終わらせている点が氷遺跡のものとは異

なる。

(2)細密条痕文

今回得られた資料中には、多数の細密条痕文をもつ土器片が存在するが、それら土器片にみられる細密条痕文

を分類 し、工具圧痕例と施文の仕方について確認できたいくつかの点について簡単に述べておく。

①種類

細密条痕文は、木板状工具で施文されたと考えられ、柾目材の木日の突出した冬目の部分が溝を作り出す。以

下では、溝の幅を基準に、他の条痕をも含めて分類した。

a(写真 2-1・ 2):溝幅約 l mm程度かそれ以下。細密条痕文。

b(写真 2-3・ 4):溝幅約 2 mm程度のもの。これより太目のものも含める。細密条痕文。

C(写真 2-5。 7):溝幅約 3 mm以上のもの。棒状工具のようなもので施文。

d(写真 2-6):溝幅を計測できないほど不均質なもの。ヘラケズリやヘラナデの際偶然生 じたもの。

これらはさらに施文のタイミングや器面に当てる角度や強弱により、変化し、バ リエーションが生じる。

②施文のタイミングと強弱

イ (写真 2-8):器面の柔らかい段階での施文で、軽 く引いたもの。砂粒の移動は少ない。条痕は浅 く、

不鮮明である。

口 (写真 2-10):やや乾燥の進んだ段階の施文で、強く引いたもの。砂粒の移動がみられる。条痕はやや

深く、鮮明である。

ハ (写真 2-6)i乾燥の進んだ段階の条痕で、部分的に条痕が残るのみ。

工 (写真 2-9):意図的にかすれたように施文するもの。
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③施文の仕方 。方向

細密条痕文は基本的に、土器の口縁部を上とした場合に下か ら上に施文 している。器面上の細密条痕文をみる

と、なかには 1単位の端を走る条痕に深 く施されたものがある。 こうした一本だけ深い条痕は器面の横方向に所々

みられる。おそらく、工具を手にもち引く際に力が強 く入 ったほうに生 じたものであろう。 この際、工具を左右

どちらの手にもっていたかは、完形土器で確認する必要がある。また、器面に残る 1単位の幅には上下幅がある

ようで、必ず しも工具全体が器面に接地 していたとは限 らない。

④工具の圧痕

器面に残存 している工具の圧痕は、極めてわずかである。そんななかで確認 しえたものの観察によれば、木口

の先端は比較的平 らに整えられているが、突出した夏目の部分が明瞭に器面に突き刺さっており、きれいに切 り

揃えられてはいない (写真 2-H)。 また、内面に残存 していたおそらくヘラケズリかヘラナデ用の工具の側面の

圧痕 も確認 した (写真 2-12)。 この圧痕は工具の側面とはいえ、器面に突き刺 し、引き抜 く際に条線を生 じさせ

るほど冬目の突出が激 しい。 このような圧痕の例は先端部分の加工に際 して冬目の突出を避ける細工があまりな

されていなかったことを暗示 している。 こうした工具の先端部分の加工について考える上で、福岡県福岡市の比

恵遺跡で出土 した弥生時代前期の刷毛目板の例 (福岡市教育委員会1991)は 重要な示唆を与えてくれるだろう。

この刷毛目板は、割 り板をそのまま使用 したのではなく、平の一面には表面を削 り整えた刃物の痕が残 り、他面

も同様に仕上げている。器面に接地する面が当初か ら平 らに切 り揃えられ、擦過の過程で、 この面が平均的に擦

り減 っていくため冬日の突出が抑えられるのである。つまり、元から条線を器面に生 じさせることを目的として

いないことを示すのではないか。 これに対 し細密条痕文の原体は、本遺跡の工具の圧痕例のように冬目の突出が

明瞭であるので、はじめから器面に条線を残すことを目的としていたのである。

かつて筆者は、細密条痕について触れた折に、細密条痕の主に調整技法としての側面を強調 した。 しか し、細

密条痕の成立は、主に深鉢における撚糸文施文の模倣にあり、背景に施文の間略化 。手抜きがあった (小林 1991)

のであり、本来、文様 として「細密条痕文」を評価すべきである。ただし、地文としての細密条痕文は、ヘラナ

デや刷毛目のように器面を整えるなどの実用的な機能 ももつことは明 らかであり、実際に、ヘラケズリの後に施

す場合が多いので、器面調整としての側面をもっていたことは疑いないであろう。 しかし、中部高地においては、

細密条痕文が出現する以前、突帯文土器の影響を受けてケズリ→ナデという調整法が定着 したにもかかわ らず、

大洞 A′ 式の古段階になり、一気に細密条痕文が盛行する現象は、土器の無文化傾向に逆行 したものである。 ま

さにこうした現象は、細密条痕文が文様であったからこそ起 きたのであろう。

細密条痕文は、A地区の 4号埋餐の土器 1の ように新 しくなると条痕がかすれて残るようになる (写真 2-9)。

細密条痕文は氷式の段階のように細密で整ったものが徐々に乱れ、かすれたような施文になり、再葬墓の土器棺

などに引き継がれていく。 このように細密条痕文が変化 していく過程で、西方の刷毛目との接点があったことが

考えられるが、細密条痕文は文様としての側面をもつかぎり、両者は全 く異なるものである。刷毛目が工具の擦

過の過程で生 じたものであるとすれば、細密条痕文ははじめか ら条痕を器面に刻み込むことを意識 したもの一文

様である。

2.調整技法

調整技法には、ナデ・ ヘラナデ・ ナデミガキ・ ミガキ・ ケズリがある。これらのうちナデ ミガキは馴染みのな

いものだが、乾燥の進んだ段階にナデで器面に光沢を生 じさせるものである (写真 1-6・ 8)。 半精製 の甕や

深鉢に特にみられる技法で、おそらく丹念なケズリに伴 う技法であろう。ケズリは、器面を強 く快るように削る

例が多 く (写真 1-9)、 砂粒の移動が激 しい。ヘラナデは、基本的に器面に条線を発生することは少ないが、

写真 1-10の ように条線の残るものもある。ナデ以外の調整は基本的に同じような工具でなされていると考えら

れ、写真 2-12はその圧痕例である。工具幅約 l cmと 厚めであり、工具の器面に接地 しない面とはいえ、つ くり

は粗い。写真 2-7は 甕あるいは深鉢の底部付近であるが、体部の最下位を横方向のケズリ、上にいくにしたがっ
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てヘラナデ、ナデと変化 していく様子が観察できる。おそらく、力の入れ方や工具の当て方をかえることにより

臨機応変に使用 していたのであろう。

編年的位置について

1.氷 I式上器の細分と健康村遺跡段階

長坂町は長野県に近接 しており、中部高地における土器編年との比較が有効であろう。設楽博己は、松本盆地

という限られた地域における、松本市女鳥羽川遺跡、穂高町離山遺跡、大町市 トチガ原遺跡の 3遺跡の浮線文土

器について、鉢類に施される文様の分析からそれぞれに時期差を認め、 3段階の分期を行った (設楽1982・ 1990)。

今回 E地区で得 られた資料は、 これらのうち、第 3段階に相当する。

トチガ原遺跡の土器は、浅鉢においては口縁部の内湾するものがほば消滅 し、新たに日外帯と頸部に無文帯を

有する浅鉢が、日縁部と肩部に文様をもつものとともに出現する。さらに、 この段階には日外帯をもつ特徴的な

甕が新たに加わる。氷 正式の主体的な部分は、 この第 3段階に位置づけられる。また、細密条痕文 もこの段階か

ら出現 し、東海地方の樫王式土器が伴出する。

第 3段階は、さらに細別が可能であり、中沢道彦が指摘 したように少な くとも前半 と後半 に分かれる (中沢

1991)。 しかし、 この分期はまだ確定 していない。前半は氷遺跡の第一群土器、そして、第一群に平行する第 2・

3群の土器が相当 しよう。ただし、氷 正式のなかには、入 り組み文や平行線のモチーフをもつ土器があり、大洞

A式の新段階に遡る可能性がある。 これに関 して、最近、石川日出志が新潟県の六野瀬遺跡の土器の分析のなか

で、従来の鳥屋 2b式のなかか ら大洞A式新段階に遡る一群の上器を分離 した (石川1993)が、 この段階と直接

比較 しうる良好な資料がいまのところないので、将来の単純資料の出現まで結論は出せない。

第 3段階の後半は、松本市石行遺跡の土器集中区の資料が典型的である。浅鉢にみられる頸部無文帯の発達、

無文の浅鉢の増加、日唇部に刻みをもつ餐の出現、などの特徴がある。特に際だつのは、ケズリだけの賽が増加

し、浅鉢の組成比が著 しく減少することである。浅鉢の比率は氷遺跡で約30パ ーセント、石行遺跡で約11パーセ

ントであり、いかにその変化が著 しいかがわかる (第41表 )。 この段階にみ られる在地型の突帯文壼が、果た し

てこの段階から出現 したかどうかについては、まだ確定 していない。

本遺跡で得 られた資料は、結論的に述べると第 3段階でも後半までは下が らない段階に位置づけることができ

る。浅鉢をみてみると、鉢A・ Bのモテーフは単段化の傾向にあり、また、先に述べたように直線的な菱形の構

成をとっており、第 3段階でも前半の様相を呈 している。他の浮線文については、典型的な氷 I式は少ないが、

鉢Aな どは静岡県山王遺跡のものに類似 し、山梨県でもよくみられ、中部地方を南北に分割すれば南部型の特徴

をもつといってよい。氷式は主に北部型の典型である。第 3段階にこうした地域色があるとすれば、他の浮線文

も、おおむね同時期 とみた方がいいだろう。また、土坑群の一括出上の土器群を参考とすれば、大部分の器種が

ほぼ同時期である可能性が高い。ただし、先に、出土地点のところでも述べたが、日唇部に押圧をもつ土器群で

ある深鉢 B8・ 4類は、やや時期的に後出する可能性もある。なぜなら、押圧の仕方 も回唇部の上か ら施すもの

とやや斜め上、あるいは横から押圧するものの 2種類があるが、石行遺跡において後者が多 く、本遺跡でも後者

が地点的に離れて出土 しているか らである。いずれにしても、これ ら新 しい様相の土器群を差 し引いた残 りは、

1段階を構成する土器群として構わないであろう。器種組成 も先にみたように石行遺跡よりも古い様相を示す。

さて、山梨県においてこの健康村遺跡段階はどのように位置づけられるのであろうか。八ケ岳南麓地域にかぎつ

てみてみると中山誠二が指摘 した金生遺跡17号住出土資料に近い (中山1985)。 ただし、この住居には様々な時

期のものが混在 しており、良好とはいえない。また、浅鉢は単位数が多 く上下に切 り込む浮線文であり、やや新

しい様相を呈 し、石行遺跡により近い様相を示す。在地型突帯文壺 も突帯の押圧が弱 く、横に延びており、本遺

跡のものより後出的である (第 136図 -22)。 この段階の資料としては、他に韮崎市宮の前遺跡の土器のうち、中

山が宮の前 1期 とした土器群の一部が相当 しよう (中山1993)(第 136図 -16～ 21・ 23～ 29)。 ところで、この地域

では、健康村段階に遡る資料はかつて長坂上条遺跡において出土 していた (大山他1931)(第 135図 )。 その報告
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＼`、分贖   A D E F 小計

奪 2 2 1 2 1 1

深 鉢 101 7 4 411
鉢 3 1 1 1 I 2 2

1 111 1 1  1｀ (ヽ 1 7

個体数 (上)・ 第41表 器種組成グラフ (右上)

水
(Ⅲ 期～ )

健康村
(11期前 )

石行
(Ш 期後 )

第135図  長坂上条遺跡出土第 4類土器 (大山他 1931を 改変 )
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第136図  八ヶ岳南麓地域における浮線文土器第3段階の細別と直後段階

上段 〔第3段階前半(健康村 1～ 15)〕、中段 〔第3段階後半(宮の前16～

21・ 23～ 29。 金生22)〕 、下段 〔直後段階(柳坪A30・ 31・ 宮の前32・

健康村33・ 34)〕 、〔中山1985。 1991・ 1993を改変〕
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時の図をみるかぎりにおいて、入 り組み文や匹字文の土器がみられ、大洞A式に遡ることがわかる。

以上から、八 ケ岳南麓地域においては、長坂上条遺跡 (第 2段階)→健康村遺跡 (第 3段階前半)→金生遺跡

17号住 (第 3段階後半)と いう変化が捉えられ、金生遺跡段階は宮の前遺跡の資料で補 うことができる (第 136

図)。 健康村遺跡段階の東海地方の影響については、壺 B2・ B3・ B4、 深鉢 B5。 B6の資料が注意される。

こについては、 B2は押圧が しっかりしておりやや古い様相を呈する。 B5の タイプは、樫王式の壷を模倣 した

ものである。 このタイプは新 しくなると端部 と突帯の間が広 くなり、外反する日縁部 となる。押圧 もこじんまり

となっていき、刻みもみられるようになる。深鉢 B5の端部のはみだす特徴は、東海では古 くからみられ、樫王

式段階でもみられる。また、 B6の ように口縁部が肥厚 し、口唇部に沈線を施すものも東海でみられる特徴であ

る。 この段階に壺以外の器種に東海の影響がみられることは注意される。

次に、この段階以降、つまり氷式の終末については、宮の前遺跡の 2号水田を切 っている4号溝状遺構中の資

料の位置づけが問題となるが、第 3段階の終末に位置づけることができる可能性がある。 この直後の段階には、

長坂町柳坪遺跡A地区16号住の資料が相当 し、本遺跡A地区の 4号埋甕が同時期にあたる。群馬県の沖Ⅱ式段階

に平行 し、弥生時代前期におさまるであろう。宮の前遺跡の水田直上の在地型突帯文土器 もこの段階に相当する。

在地型突帯文土器は、先に述べたような変化の方向性からみれば、かなり端部と突帯の間が広がり、押圧 もこじ

んまりとなっている。樫王式に類似 していたものから、在地で変化 していく過程が読み取れよう (第136図 )。

2.ま とめ

以上、簡単に健康村遺跡出土の晩期土器について述べてきたが、 E地区で集中 して出土 した土器群は、健康村

遺跡段階として一段階を画する資料であり、中部高地における浮線文土器の第 3段階の前半に位置づけられるこ

とを指摘 した。

ところで、山梨県においては、韮崎市宮の前遺跡において、第 3段階の後半、あるいはその直後の段階の水田

が発見されており、他にも、さらに遡る時期の籾痕土器や、土器胎土中のプラントオパールもみつかっている。

これらの存在から、山梨県では古 くとも第 3段階には水稲耕作が開始されていた可能性があるが、土器の組成を

みると、浅鉢の急激な減少を評価すれば、第 3段階の直後に画期が想定される。 しか し、浅鉢の減少傾向は第 3

段階の後半から顕者になるので、ゆるやかな変化の過程を経たことがわかる。さらに、本遺跡でみられたように、

東海系の土器の影響が少 しずつ浸透 していき、在地で変化 していく様相がみられることは、水稲農耕の開始にあ

たって東海地方の影響が重要な要素であったことを物語っている。八 ケ岳南麓地域においては、まだ、第 3段階

以前の資料が良好ではないので、今後の資料の増加をまって浮線文土器全般にわたる編年の確立をする必要があ

ることを最後に記 しておく。

資料の検討に際 し、設楽博己氏、田多井用章氏には多 くの御教示を得た。感謝申しあげる。
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第 4節 健康村遺跡出上の上師器について

瀬 田 正 明

健康村遺跡では平安時代に属する住居l■が14軒検出された。山梨県における当該期の土器については既に多 く

の研究がなされてきている①。 ここではそれらの研究成果をもとに各遺構から出土 した土器を概観 し、 その編年

的位置付けを見ていく。そのうえで、健康村遺跡の上器群が示す問題点について考察 していきたい。

1.土 器 の分類

健康村遺跡か ら出上 した土器の種類は土師器・ 須恵器・黒色土器・灰釉陶器が認められる。黒色土器はいずれ

も内面のみを黒色処理 した黒色土器Aのであり、以下の記述では繁雑さを避けるためすべて黒色土器の名称で統

一 していく。 ここでは器種、大きさ、整形及び器面調整の技法によって分類を行 った。胎土・ 色調などもまた重

要な観察事項であるが、それらについては特に問題とすべきであろうと思われたときに述べていくことにした。

(1)土師器

土師器には郭・ 皿・椀・甕・小形甕 。小形壺 。羽釜・ 置きカマ ドの各器種がある。

a.郭 いずれもロクロ整形による必で、底部や内面の調整技法によって次の 3つ に分けられる③。

郭A ロクロ整形で作 られ、底部及び口縁部外面下半にヘラ削 りを施すのを特徴とする。内面に放射状の暗文

を持つものもある。いわゆる甲斐型郭である。甲斐型郭は大きく次の 3期 に分けられている。

1期 器体部内外面の横ヘラミガキ、同下半の小幅の横位ヘラ削 り、同内面及びみこみ部の暗文。

2期 みこみ部の暗文及び器体部のヘラミガキが消失 し、器体部下半斜めヘラ削 りと同内面放射状暗文の盛行す

る段階。

3期 甲斐型郭の要素のうち、器体部下半斜めヘラ削 りが残るのみで、内面の放射状暗文が消滅する時期、 とし

ている。

ここではそれぞれAl、 A2、 A3と細分 して記述 していくが、本遺跡からはAlは出土 していない。

郭 B ロクロ整形で作 られ、底部外面に回転糸切 り痕を未調整のまま残すが、内面にヘラミガキあるいは粗雑

な暗文を施 している。必Aの暗文と異なる点は、第 1に原体が太 くて粗雑なことと、第 2に郭 Aの暗文がみこみ

部と口縁部との区別を明確にして、それぞれ独自に施 しているのに対 して、郭 Bで は両者の区別が明瞭でなく、

日縁部からみこみ部まで連続するか、両者にまたがるように施されている点にある。

必 C 内外面 ともロクロナデで仕上げられ、底部外面に回転糸切 り痕を未調整のまま残す。法量、口縁部・ 体

部の形態、胎土など細部にわたって非常にバラエティーに富んでいる①。

b.皿 皿 も芥 と同様にすべてロクロ整形によって作 られている。底部の調整技法から次の 2つ に分類できる。

皿A ロクロ整形による皿で、底部及び体部外面下半にヘラ削 りを施 している。甲斐型の皿である。底部のヘ

ラ削 りが回転ヘラ削 りによるもの (Al)と 手持ちヘラ削りによるもの (A2)と に細分できる。

皿 B ロクロ整形による皿で、底部に回転糸切 り痕を未調整で残すもの。tt Cと 同様に、胎土 。色調などバラ

エティーに富んでいる。

C.椀  ロクロ整形による椀で、高台は底部端に貼り付けている。内外面ともロクロナデで仕上げた後、内面に

はヘラミガキあるいは暗文を施す。暗文は郭 Bの ものと技法・形状が類似 している。

d.甕 甕は器面調整の技法によって次の 2つ に分類できる。

甕A 器面調整は外面が頸部から底部端まで縦方向のハケロ、内面は回縁部か ら底部まで横方向のハケロが施

され、日縁部には内外面とも横ナデが施される。底部には木葉痕が無調整で残 っている。胎土は石英・ 長石・雲

母など花聞岩系の鉱物粒子が多量に含まれ、特に金色をした雲母が目につ く。甲斐型の甕である。保坂康夫氏は

回縁部の形態によって薄口縁型 。厚口縁型・ 末広口縁型に分類 しているが③、 ここではそれぞれをAl・ A2・
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A3と細分 しておく。

甕B 体部内外面ともナデ調整による甕で、 1点だけ出土 している。日縁の形態は甕A2の厚口縁に類似 して

おり、甲斐型の系譜上にあるものと考えられる。

e.小形甕 口径が15cm以下のものを小形甕とした。整形 。調整技法によって次のように分類される。

小形甕A 調整・胎土ともに甕Aに類似する。甲斐型の小形甕である。

小形甕B ロクロ整形による小形甕。底部には回転糸切 り痕が無調整で残 る。日縁・ 体部内外面ともロクロナ

デで仕上げられるものが多いが、体部外面にカキメが施されるものが 1点だけある。

小形甕 C 体部外面に横方向のヘラ削 りが施される。全体に丸みを帯びた体部である。

f.小形壺 口径5.8cmの 小さな壷で、丸い体部から口縁が短 く外反 している。内外面 とも横方向のヘラミガキ、

体部外面下半と底部にはヘラ削 りを施 している。

g.羽釜 口縁から鍔部にかけての破片が 1点だけ出土 している。内面に横方向のハケロを施 し、外面は口縁部

から鍔部にかけて横ナデ。胎土は石英 。長石・雲母など花南岩系の鉱物粒子が多量に含まれ、特に金色をした雲

母が目につく。甲斐型の羽釜である。

h.置きカマ ド 鍔部の破片が 1点だけ出土 している。内面には斜め方向のハケロを施 している。甕Aや羽釜と

同様に石英 。長石 。雲母などを多量に含んだ胎土で、甲斐型の置きカマ ドである。

(2)黒色土器

黒色土器には郭 。皿・ 椀の各器種がある。

a.郭 いずれもロクロ整形によって作 られ、底部や内面の調整技法によって次の 2つ に分けられる。

郭A ロクロ整形の邪で、底部及び口縁部下半に手持ちヘラ削 りを施 している。内面には暗文が施される。郭

Aに類似 しており、「甲斐型系黒色土器」①と呼ばれるものである。

郭B ロクロ整形で、底部に回転糸切 り痕を未調整で残す。内面にはヘラミガキや暗文を施 している。暗文は

土師器郭 Bの ものに類似する。

b.皿 ロクロ整形の皿である。内外面ともロクロナデで、底部には回転糸切 り痕が未調整で残る。

C.椀 ロクロ整形の椀で、高台を底部端に貼 り付けている。外面はロクロナデ、内面にはヘラミガキか暗文を

施 している。暗文は土師器郭 Cの ものに類似する。

(3)須恵器

本遺跡から出土 した須恵器は非常に少なく、郭と甕の破片が出土 しているが、図示 したのは郭だけである。

(4)灰釉陶器

灰釉陶器は皿と椀が数点ずつ出土 している。詳細については各遺構 ごとに概観 していく。

2.出 土土器 の概観

次に各遺構から出土 した遺物について概観 していきたい。

2号住居跡

土師器堺A2と甕Alが出土 している。郭Aの中には内面の暗文を持たないものもあるが、法量からみても同

時期のものとして間違いはないだろう。郭A2の法量は口径が10,7～ 11 3cm、 器高4.0～ 4.3cm、 底径4.6～ 5,7cmで、

底径/口径比が41.1～ 52.3%の範囲にある。甕Alは 口縁部が体部と厚さがほとんど変わらない薄口縁で、端部

は角形となる。日径24.3cm。

3号住居跡

土師器皿A2と甕A2が出土 している。皿A2は 日縁部が肥厚せず丸いままで、内面の口縁部と底部の境は不

明瞭である。底部及び体部外面に手持ちヘラ削 りが施される。日径12 2cm、 器高2.4clll、 底径3.2 cm。 体部外面に

墨書「伴」が逆位で記される。甕A2は 3個体が図化されている。日縁部はいずれも体部より厚めで厚口縁 と考

えられる。日径29,0～ 31 6cm。 底径9,lcm。
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11号住居跡

土師器郭A2の破片のみ出土 している。口径10.5cm、 器高4 2cm、 底径5 0cm。 底径/口径比は476%。

13号住居跡

土師器皿 Bが 1点だけ出土 している。口径に比較 して大きな底部から、日縁部が短 く開 く。回縁端部の外面が

大きく内彎 して仕上げられている。全体的に厚手の皿である。日径8 2cm、 器高2.4cln、 底径5,4cm。

15号住居跡

この住居は新旧 2つ の住居址が重複 していた。遺物は現場では一括 してとりあげ、整理段階になって 2つ に分

けたものである。それぞれ15号住居跡古期・ 新期として説明する。

古期には須恵器郭、土師器郭 A2、 甕 Al、 小形甕A・ Cが出土 している。

須恵器郭は内外面ともロクロナデを施 し、底部外面に回転糸切 り痕を未調整で残す。色調は黄褐色を呈する。

日径13.2cm、 器高4.lcm、 底径7.6cm。

土師器郭A2は 日径10.8～ 11.2cmの ものと口径約13cmの 大型のものとが図示されているが、大型のものはいず

れも破片から復元 したものであるため確実な資料ではない。全体が復元できるものは日径10.8～ 11 2cm、 器高

4.1～ 4 3cm、 底径4.8cmで 、底径/口径比が429～ 444%に なる。甕Alは薄回縁で、日縁部が緩やかにカーブし

て外反する。口径26 6cm。 小形甕Aは回縁部 と体部がほぼ同じ厚さで、日縁端部が角口縁となる。口径16.2 cm。

小形甕 Cは全体に丸みがあり、日縁部が緩やかに外反 している。日径12.Ocm。

新期には土師器郭C・ 皿B。 椀・ 甕 A2、 黒色土器郭A・ 郭B・ 椀が出土 している。

土師器郭 Cは 回径14.9～ 15,Ocm、 器高4.3～ 5 1cn、 底径68～7.lcmの ものと口径11.6～ 12.6cm、 器高3.2～ 3.8cm、

底径5.2～6 5cmの ものに分けられる。日縁部は直線的で、端部がわずかに肥厚するものが多い。胎土に赤色粒子

を含むものが多い。皿 Bについては郭 との区別が不明瞭であるが、 ここでは先に甲斐型土器の皿で検討 したよう

に器高が日径の1/4以下のものを皿 としている⑭。口縁部は直線的で、郭 Cと 同様に胎土に赤色粒子を含むもの

が多い。口径11,9cm、 器高2.5cm、 底径6.Ocal。 椀は底部の破片だけである。高台はやや高めで、端部 は丸い。 内

面にミガキを施 している。高台径6.Ocmo ttA 2は 日縁部の形態が厚口縁であるが、体部 との接合部分でやや肥

厚 し、下膨れ状になっている。日径28.0～ 31.Ocm。

黒色土器郭Aは体部外面下半にヘラ削 りを、内面に放射状や東状・ 螺旋状の暗文が施されている。体部は全体

に内彎 し、日縁端部がわずかに肥厚 している。日径16.0～ 17 0cm、 器高6 7cm、 底径6.4cmo tt Bは 郭 Aに くらべ

て浅めの形態をとり、全体に内彎 している。内面にはヘラミガキが施される。日径17.3～18 4cm、 器高51～ 5,4cm、

底径6.8～ 8.Ocm。 椀は土師器 と同様に底部だけしか出土 していないが、高台もやや高めで、端部は丸い。 内面 は

全面にヘラミガキか、底部中央に粗い放射状の暗文を施 している。高台径60～ 6.4cm。

16号住居跡

土師器甕A2の み出土 している。日縁部は体部より厚い厚口縁である。日径31,7cm。 底径8.4～ 9 8cm。

18号住居跡

土師器甕Aの底部破片が出土 している。器壁はやや厚手で、わずかに内彎 しながら開いている。底径10 0cm。

19号住居跡

土師器堺B・ 甕Al・ 小形甕A・ B、 黒色土器郭 Bが出土 している。

土師器郭 Bは内面にヘラミガキが施されている。体部がやや内彎する。口径 12.7cm、 器高3.9cm、 底径6 2cal。

同 じ住居から出土 した黒色土器郭 Bに技法・形態ともに類似 している。黒色土器の雰や椀が多 く出土する松本周

辺では、黒色土器の内面が埋蔵状態によつては消失することもあり、内面の ミガキをもって土師器と区別 してい

るという。そうなればこの上師器郭 も黒色土器と考えるべきなのかもしれない。甕Alは薄口縁の甲斐型甕で、

端部が角回縁となっている。体部の開きは少ない。直線的に伸びる。口径23.6cm、 底径9 8cm。 小形甕 Aは体部

が直線的で、やや外傾 して開 く。日径14.8cm。 小形甕 Bは内外面ともロクロナデが施され、底部には回転糸切 り

痕が未調整で残る。口径11 0cm、 底径6.7cm。
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黒色土器郭 Bは先述 したように土師器堺 Bと 類似する。回径13.2cm、 器高4 3cm、 底径5 7cm。

20号住居跡

土師器郭B・ 郭 C・ 椀 。小形壺 。甕A・ 甕B。 小形甕A・ 羽釜、黒色土器皿・ 郭B。 椀、灰釉陶器椀・皿が出

土 している。

土師器郭 Bは図示できたのは 1個体だけで、みこみ部中央から回縁部にかけて十字状暗文を施すものもある。

郭 Cは破片が多い。口径が小さく身の深いものと、回径が大 きくて身が浅 く皿に近いものとがある。前者には全

体を窺えるものはない。後者は口径119～ 12.8cm、 器高3.1～ 3 2cm、 底径5 4cm。 口縁端部は比較的尖形である。

胎上に赤色粒子を含むものはほとんどない。椀は口縁部が内彎するものとやや直線的なものとがあるが、端部 は

いずれも外反 している。高台は幅広で端部が丸いものと、断面三角形になるものとがある。内面には暗文を施 し

たものとヘラミガキを施 したものとがあり、暗文は粗い放射状のものと、放物線状の もとがある。 日径13.8～

14.Ocal、 器高5,4～ 6.Ocm、 高台径65～ 6 8cm。 小形壼は丸い体部に短い口縁部がついた もので、底部及び体部下

半はヘラ削 り、外面上半及び内面には横方向のヘラミガキを施 している。口径5.8cm、 器高5,7cm、 底径5.Ocm。 甕

Aは底部の破片だけが出土 している。底径9 2cmo ttBは 体部内外面 ともナデで仕上げられており、 甲斐型 とは

異なる。 しか し口縁部は甲斐型の厚口縁に類似 しており、甲斐型の系譜を引くものと考えられる。小形甕Aは短

い口縁部がやや丸みを持 った体部か ら外反 しており、日径は13 4cmに 復元できる。羽釜は日縁部から鍔部の破片

であり、外面は横ナデしか見 られないが、体部は内外面ともハケロ調整が行われているものと考えられる。

黒色土器皿は 1点のみ出土 している。無高台の皿で、厚めの底部か ら口縁部が開 く。体部外面がやや屈曲気味

に外反する。内外面 ともロクロナデを施 し、底部外面には回転糸切 り痕が未調整で残る。日径13.5cm、 器高2 2cm、

底径5.6cmo ttBは 内面横ナデの後、みこみ部周辺に暗文を施すものが多い。暗文は放物線のように描かれるも

のが多い。完形品が無 く全体の様子は不明であるが、日径■.4cmと 14 3cmの 2種があるようだ。底径は5 5cm～ 5。 9cm。

椀は内面横ナデの後、みこみ部を中心に十字状あるいは放射状の暗文、体部上半から回縁部にかけて横方向のヘ

ラミガキを施すものがある。高台は断面三角形を呈するものが多い。日縁端部 は外反する。 口径 14 7cal、 器高

6.Ocm、 高台径6.5～ 7 8cm。

灰釉陶器の椀は 1点だけ出上 している。体部はやや内彎 し、高台は幅広で端部が丸い。日径16 0cm、 器高4.8cm、

高台径8.Ocm。 皿 も高台は低 く、幅広で端部が丸いものが多いが、断面三角形になるものもある。日径12.3～ 13.6cm、

器高23～ 2 8cm、 高台径6.4～ 7.3cm。

21号住居跡

須恵器郭、土師器郭A3・ 邦 C・ 甕A2・ 置きカマ ド、灰釉陶器皿が出土 している。

須恵器郭は底部の破片である。

上師器堺A3は体部が丸みを持って内彎 し、日縁端部は肥厚 して玉縁になる。郭 Cも 体部が丸みを持って内鸞

し、日縁端部が肥厚 して玉縁になり、郭A3に類似 している。甕A2は厚口縁の甲斐型甕で、日径29 6cm。

置きカマ ドは鍔部の破片である。

灰釉陶器皿は口縁端部に強いナデを施 している。高台は低 く、外面を面取 りをしている。釉薬は口縁部内外面

にハケ塗 り。内外面 とも硯に転用 し、墨痕が見 られる。日径15 8cm、 器高3.Ocm、 底径7.8cm。

3号石組土坑

土師器皿Alと 甕A2が出土 している。

土師器皿Alは底部に回転ヘラ削 りを施 した皿で、内面の底部 と口縁部の境は不明瞭。口径12 4cal、 器高2.4cm、

底径4 9cmo ttA 2は 厚口縁の甲斐型甕であるが、日縁と体部の接合部分がやや下膨れ状を呈している。日径郷 6cm。

3号石組土坑は16号住居跡 と重複 した石組土坑であり、遺物 も16号住居跡のものが混入 しているようなので、

以下では一括 して扱 う。
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3.編 年

前節では各遺構か ら出土 した土器を概観 してきた。次にこれまでの研究成果を参考に本遺跡出土土器を時期別

に分類 し、その変遷を見ていきたい。本遺跡出土の上器は次のように 5期 に分けられた。

健康村 1期

2号住居跡、11号住居跡、15号住居跡古、19号住居跡が該当する。須恵器郭、土師器郭A2・ (郭 C)・ 甕Al・

小形甕A・ B・ C、 黒色土器郭 Bが出土 している。土師器郭A2の底径/口径比は 2号住居跡で411～ 52.3%、

11号住居跡で476%、 15号住居跡古で429～ 444%で ある。また甕Aの 日縁部の形態 もすべて薄口縁であ り、 甲

斐編年Ⅷ期に相当するものと思われる。須恵器の界は坂本美夫氏の分類による邦 C2類に相当 し④、 甲斐編年Ⅶ

期に伴うものとされて、土師器と若子のずれが生 じている。先に甲斐編年Ⅷ期には820～ 840年 と考えておいた

が①、健康村 1期 の年代は 9世紀の前半から中頃にかけてと推定できる。

健康村 2期

3号住居跡、16号住居跡 (3号石組土坑を含めて)、 21号住居跡が該当し、図示されなかった破片遺物か らは1

8号住居跡、10号住居跡 もその可能性がある。灰釉陶器皿、土師器皿Al・ 皿A2・ 郭A3・ 邦 C・ 甕 A2・ 置

きカマ ドが出上 している。出土遺物の中には少ないが、土師器郭A3に特徴付けられる時期である。21号住居跡

からは須恵器の底部 も出土 しているが、時期的には須恵器が消滅 した後なので混入の可能性が高い。

この時期には 3軒の住居址を一括 した。 しかし3号石組土坑では土師器皿Alと甕A2が出土 しているので、

甲斐編年X期の終わりから�期の始め、 3号住居跡では土師器皿A2と 甕A2か ら�期、21号住居跡では堺A3

とよく似た郭 Cが出土 しているので、�期の終わり頃といったように、かなりの年代幅があると思われる。その

ため年代についても甲斐編年�期の 9世紀末頃から�期の10世紀中頃までという幅広い年代を推定しておきたい。

この時期に各住居址が 2軒以上併存 していた可能性は薄 く、それぞれ独立 して営まれていたのではないかと考え

られる。

また、21号住居跡からは灰釉陶器の皿が出土 しているが、 これは内外面に釉薬をハケ塗 りしていることか ら篠

岡 4号窯式第 2型式に位置付けられるQの。篠岡 4号窯式に併行する猿投窯K-90号窯式は研究者によって 9世紀

後半から10世紀初頭まで多 くの年代観が提出されているが、 この皿を出土 した21号住居跡は健康村 2期の中でも

終わり頃、10世紀中頃に位置付けられるので、転用硯として使用されていることからも伝世 したものと考え られ

る。

健康村 3期

15号住居跡新の遺物が該当し、破片遺物からは 1号住居跡、12号住居跡、14号住居跡 もその可能性がある。土

師器皿B・ 邦 C・ 椀・甕A2、 黒色土器郭A・ 郭B・ 椀が出土 している。

これらの遺物の中で年代を推定する資料としてあげるのは土師器皿 Bと 邦 Cで ある。 これらの土器は口縁端部

が肥厚 し、胎土にも赤色粒子を多 く含むなど、甲斐型界の要素をよく受け継いでおり、甲斐型郭からヘラ削 りが

消失 した直後の段階であることが推定できる。一方、他の上器を見ると甕A2や黒色土器Aな ど甲斐型のまま維

持 している。 これ らのことから健康村第 3期 の年代を10世紀の後半と考えておきたい。

健康村 4期

20号住居跡が該当する。灰釉陶器皿・椀、土師器郭B・ 郭 C・ 椀・甕A・ 甕B。 小形甕A。 小形壺・ 羽釜、黒

色土器皿・郭B。 椀が出土 している。

土師器皿 B・ 邦 Cと もに胎土に赤色粒子を含むのがほとんどなくなり、甲斐型の系統から完全に脱却 した段階

と言える。また、同様に甕 も甲斐型の甕Aか らナデ調整の甕 Bへ と変化する。一方、土師器郭B・ 椀と黒色土器

椀が土器群に占める割合が多 くなっている。

灰釉陶器は破片ばかりであるが、椀 。皿ともに虎渓山 1号窯式の範疇でとらえることができる。

この時期の年代は必・ 皿から甲斐型土器が完全に消滅 し、甕 も甲斐型甕が衰退 していく段階である。また灰釉

陶器が虎渓山 1号窯式と推定されるため、10世紀の終末をあてておきたい。
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健康村 5期

13号住居跡が該当するが、遺物は土師器皿 Bが 1点だけ出上 している。

この皿は全体的に厚手で、大 きな底部から開 く口縁部にあまり鋭さは見 られない。類例をあげれば西田町遺跡

(勝沼バイパス319地点)4号 住や東畑遺跡 (勝沼バイパス279地点)3号 住などで、大きく12世紀中頃に位置付

けられるだろう。

4.甲 斐型土器 と長野 系 土器 につ いて

先に土器の分類を行 ったときそこには甲斐型土器が多 く見 られた。甲斐型土器は大きく郭類と甕類とに分かれ

る。郭類は緻密で赤色粒子を含む胎土で、赤褐色から黄褐色の色調、 ロクロ整形で、体部外面から底部にかけて

ヘラ削りを多 く施 し、内面に暗文を施すことが多いという特徴がある。必・皿 。蓋・鉢 。高台付郭・黒色土器堺・

同高台付郭の各器種がある。一方、甕類は金色雲母や白色粒子を多量に含む花南岩系の胎土で、色調は赤褐色か

ら黒赤褐色を呈 し、技法的には外面に縦方向、内面に横方向のハケメを施すことを特徴としている。器種として

は甕・小形甕 。羽釜・ 塙・ 置きカマ ドがあるω。健康村遺跡では土師器郭 A・ 皿A・ 甕A・ 小形甕A・ 羽釜・ 置

きカマ ド、黒色土器郭Aが甲斐型土器に相当する。

一方、健康村遺跡では、 ロクロ整形により、底部外面に回転糸切 り痕、内面にヘラミガキあるいは粗雑な暗文

を施すことを特徴とした一群の土器が出土 している。土師器邦B・ 椀、黒色土器郭B・ 椀がそれである。 このう

ち黒色土器郭 Bは長野県内で見 られる黒色土器と形態 。技法などが酷似 した土器で「長野系黒色土器」Q妙 とされ

たものに相当する。そこで技法的に共通 したこれらの土器を、「長野系土器」 と呼んでおくQO。

甲斐型土器 。長野系土器に属さない器種としては土師器郭 C、 皿 B、 甕 B、 小形餐 BoC、 小形壺、黒色土器

皿、それに須恵器、灰釉陶器がある。健康村遺跡出上の上器はこれら3つ の群に分けられる。次にこれらの 3群

の上器の構成が時期ごとにどのように変化 していくのか食膳具と煮沸具に分けて見ていきたい。

健康村第 1期では食膳具・ 煮沸具 ともに甲斐型土器が主体となっている。長野系土器は土師器・黒色土器の郭

Bが 1点ずつ見 られるだけである。それ以外の上器としては須恵器郭、土師器小形甕B・ Cが見 られるがいずれ

も 1点ずつの出土である。

健康村 2期 には食膳具 。煮沸具 ともに置きカマ ドを含めて、ほとんどが甲斐型土器のみで土器群が構成されて

いる。土師器郭 Cも わずかに見 られるが、赤色粒子を含んだ甲斐型の特徴を持つ胎上であり、甲斐型の系譜上に

あるものと考えられる。 このほかの上器としては灰釉陶器の皿が見 られるだけである。

健康村 3期 には甲斐型土器は土師器郭・皿が姿を消 し、食膳具では黒色土器の雰Aを残すだけとなる。食膳具

の主体をなすのは土師器の雰 C・ 皿 Bである。 しか しこれらの上器は編年の項でも述べたように、胎土・形態の

上で甲斐型土器の系譜上でとらえることができるものである。一方、長野系土器 も再び登場 してきて、土師器椀、

黒色土器郭B・ 椀が見 られるようになる。煮沸具のほうは依然として甲斐型土器の甕に占められている。

健康村 4期 には食膳具は土師器郭 C・ 皿 Bの一群と長野系土器との両者がほぼ半々で構成されるようになる。

土師器郭 C・ 皿 Bの胎土には赤色粒子が見 られなくなり、甲斐型土器の系譜か ら脱却 している。一方、煮沸具の

ほうも土師器甕 Bの ように甲斐型土器以外のものが登場 してくる。そのほかには土師器小形壺や灰釉陶器の椀・

皿が見 られる。特に灰釉陶器は破片が多いが、この時期になって増加 して くるようである。

以上をまとめると、煮沸具に関 しては 1期から4期まで一貫 して甲斐型土器に大部分が占められているが、 4

期には甲斐型土器の甕 (大形)が姿を消 し変化の兆 しが見 られる。一方、食膳具に関 しては 1期から3期 までは

甲斐型土器とその系譜を引 く土器群が主体をなす。長野系土器は 1期 に数点見 られた後は 2期に姿を消 し、 3期

になって再登場 してくる。そして 4期には甲斐型土器は完全に姿を消 し、長野系土器とロクロ未調整の邪・ 皿 と

で構成されるようになる。甲斐型土器と長野系土器との関係で言えば、 3期を境に甲斐型土器が消滅 し、長野系

土器の占める割合が増加 していることになる。

次に長野系土器について長野県地域の上器編年の中でどのように位置付けられているのか見ていきたい。
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健康村 1期 とした19号住居跡から出土 した黒色土器郭 Bについては、松本平を中心とした中央自動車道の調査

によって作成された編年と法量を比較 してみると中央道 6～ 7期 に相当する⑭。中央道松本地区の報告では中央

道編年の各期に伴 う甲斐型郭が集成されているが、中央道 5・ 6期 に伴 う甲斐型郭として甲斐編年Ⅶ～Ⅷ期の甲

斐型界があげられているのでCの、健康村 1期 との併行関係が確認できる。年代的にも中央道 6～ 7期 は 9世紀中

頃を中心とした年代が与えられており、問題は無い。 しか し、10世紀後半とした健康村 3期 にも黒色土器郭が存

在するが、中央道編年では黒色土器の雰は 9世紀代でほぼ消滅 しており、整合性が認められない。この第 3期 と

した15号住居跡新は健康村 1期の住居址と重複 しているため、遺物が混入 した可能性 もあるが、黒色土器の必は

次の健康村 4期にも存在 しているので、やはり10世紀末まで残る可能性が高い。この時期に郭や椀に施された暗

文の中には弧状のものなど他に例を見ないものもあり、在地産の可能性を否定できない。

今回の調査では黒色土器を中心にして胎上分析を行っている。詳細は別項に譲るが、 この分析では健康村遺跡

から出上 した資料が長野でサンプルとした資料に近 く、搬入品の可能性が高いということがわかってきた。 しか

し、今述べたように健康村 3期・ 4期に存在する黒色土器の中には在地産の可能性を否定できないものもある。

今後、この地域における長野系土器の在 り方を検討 して見る必要があるだろう。
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第 5節 水 洗 選 別

石 ナH 有Б

は じめ に

水洗選別法とは、サンプリングした土壌をウォーターセパ レーションにより洗浄 し、フルイを使用 して回収 し

た残澄遺物の中か ら微細遺物を選別する方法である。この方法は、かつては旧石器時代の遺跡や貝塚等において、

発掘調査時に検出が困難な微小な遺物を回収する目的でしばしば行なわれてきた。新宿区で行なった調査におい

ても、妙正寺川配 1遺跡eぅでこの目的により水洗選別を行ない、多 くの微細礫を検出することができた。

近年の発掘調査の成果により、調査方法が見直され、従来か ら行なわれていた旧石器時代の遺跡や貝塚以外の

遺跡においても水洗選別法が取 り入れられるようになった。新宿区で水洗選別法が盛んに行なわれるようになっ

たのは、平成元年 5月 から翌 2年 1月 まで発掘調査が行なわれた戸山遺跡eのからである。戸山遺跡では、炭化

種子等の採集を目的として水洗選別法を導入 した。その結果、炭化米319点を含む4,282点の炭化種子のほか、 ガ

ラス小玉 3点等が検出された。以後、下戸塚遺跡CD、 穴八幡神社遺跡につ、】ヒ新宿三丁目遺跡e)、 高田馬場三丁

目遺跡∝°、南町遺跡Qの等、弥生時代後期から古墳時代初頭の遺跡を中心に水洗選別を行ない、炭化種子やガラ

ス小玉が検出される等、多大な成果を納め、その有効性が確認された。

本遺跡においても、遺構総数71基のうち、住居跡 9基、焼土坑 2基、石組土坑 6基、土坑 1基、屋外炉 5基の

23遺構から土嚢袋にして649袋 と12号土坑出土土器 (第16図 -7)内土壌のあわせて650サ ンプルを採取 した。

本稿においては、本遺跡 とこれまで新宿区で行なってきた水洗選別の方法および成果を比較 しつつ、その問題

点等について検討 してみたい。また、炭化種子の検出状況についても、若干触れてみることにする。

なお、本稿で比較対象 とする遺跡は、新宿区内の遺跡で既に報告書が刊行されている戸山遺跡、下戸塚遺跡、

穴八幡神社遺跡、北新宿三丁目遺跡とする。また、本遺跡で行なったサンプルではサンプル方法の相違により遺

構間でサンプル数にかなりの差があるため、本稿における分析においては、遺構の帰属時期、性格およびサンプ

ル方法 ごとに行なった。

1.調 査方法

(1)サ ンプリング

これまで新宿区において行なってきたサンプリングは、その方法に多少の差異はあるものの、多 くの場合、セ

クションベル トを機械的に区切る柱状サンプリング法であった。また、通常はすべての住居跡についてサンプリ

ングを行なってきた。 しか しながら、本遺跡においては、人的 。時間的諸制約等 もあり、サンプリングを行なう

遺構を目的に応 じて抽出せざるを得なかった。

本遺跡においても、従来行なってきた水洗選別と同様に、その目的は炭化種子等、微細な遺物の検出にあった。

従って、住居跡、土坑 (石組土坑は除 く)については、炭化種子検出の可能
J性が比較的高いと思われる炉、カマ ド、

焼土を中心としたサンプリングを行なった。但 し、15号住居跡に関 しては、本遺跡で検出されたなかで最 も遺存

状況が良好な住居跡であり、また、中層より炭化材が検出されたため、幅30cmに設定 したセクションベル トを利

用 した柱状サンプ リングを行なった。長 さ30cm、 厚 さ 5 cmに 機械的に区切 って、計298サ ンプルを採取 した

(第138図 )。 石組土坑に関 しては、発掘当初は墓と考えられていたため、炭化種子の検出に加え、装飾品等の検

出の可能性 も想定 して、検出された 6基についてすべての遺構から全土壌をサンプリングした。

なお、遺構 ごとのサンプリング方法を別表に記 した(第42表 )。

(2)水洗選別

採取 した土壌は、以下の手順をおって処理 した。
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遺 構 名 時代 サ ン プ リ ン グ 方 法

1号住居跡 平安 2か所の焼土の広がりを分けてサンプリング

6号住居跡 縄文 炉跡及び南北それぞれの焼土だまりをサンプリング

13号住居跡 平安 2つの炉跡をそれぞれサンプリング

14号住居跡 平安 焼上が検出されたピットのみ一括サンプリング

15号住居跡 平安 十字のセクションベル トを利用 した柱状サンプリング,カ マ ドの一括サンプリング

17号住居跡 縄文 ピットー括サンプリング,炉跡セクション面を基準に南北に分け,裏込土もサンプリング

19号住居跡 平安 カマドの一括サンプリング

20号住居跡 平安 カマド,炉跡, ビット,焼上の拡がりをそれぞれ一括サンプリング

21号住居跡 平安 カマド,炉跡をそれぞれ一括サンプリング

2号土坑 時期不明 焼上部分を一括サンプリング

12号土坑 縄文 土器 (第 16図 -7)内土壌

1号焼土土坑 縄文 焼土を中心に一括サンプリング

2号焼土土坑 縄文 焼上を中心に一括サンプリング

を号石組土坑 中世 セクション面を基準に南北に分け、更に裏込土も順次土嚢につめた

3号石組土坑 中世 覆土を一括して順次土嚢につめた

4号石組土坑 中世 覆土を順次土嚢につめた

5号石組土坑 中世 セクション面を基準に東西に分け、順次土嚢につめた

6号石組土坑 中世 セクション面を基準に南北に分け、順次土嚢につめた

7号石組土坑 中世 セクション面を基準に南北に分け、順次土嚢につめた

6号屋外炉 時期不明 焼土を中心に一括サンプリング

7号屋外炉 時期不明 焼土を中心に一括サンプリング

8号屋外癖 時期不明 焼上を中心に一括サンプリング

9号屋外炉 時期不明 焼土を中心に一括サンプリング

10号屋外炉 時期不明 焼土を中心に一括サンプリング
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第43表 水洗選別残澄遺物記録用紙

サンプルNo 炭化種子 炭化物 土器片 石器 陶磁器類 石 骨 貝 そ   の   他

粗

中

細

①水洗作業

採取 した土壌に任意のサンプリング番号を振りながら、市販のセパレーターを使用してウォーターセパレーショ

ンを行なった。その際、残澄遺物回収のために 5 mm、 2.5mm、 l mlllメ ッシュのフルイ鮭0を使用した。

②乾燥

フルイにたまった残澄遺物を乾燥させた。

③選別作業

乾燥作業終了後、各残澄遺物をメッシュサイズごとに選別作業を行なった。選別作業にはピンセットを使用 し、

炭化種子、炭化物αの、土器片、石器、陶磁器類、石、動物遺存体、その他の遺物に分類 し、カウントして記録

用紙(第43表)に記録した。なお、炭化物に関しては、大半のサンプルで確認されたものの、かなり脆弱なために

作業中に破損することも多く、その量を大量、多量、中量、少量に分けて記録するにとどめた。また、石の中に

は自然石および黒曜石を含み、石器は定形的な石器のみとしている。

なお、選別 した炭化種子は、パリノ・サーブェイ株式会社に同定を依頼した (第 6章第 1節参照)。

2.調査結果

本遺跡において採取したサンプル数は土嚢袋で650袋 を数える。また、水洗選別によって得られた残澄遺物は、

炭化種子594点、動物遺存体79点、土器片2,361点、石器 2点、陶磁器類 。金属製品13点、石10,111点 であった。

遺構別の詳細は別表の通りである(第44表 )。

また、柱状サンプルを行なった15号住居跡は単独に考え、遺構の帰属時期および遺構の性格ごとの組成は、石

組土坑(中世)お よび時期不明遺構で炭化種子の占める割合がやや高いほかは、ほとんどが土器片であった(第139

図)。

(1)遺物検出状況

①住居跡 (縄文)

6号住居跡

炉跡、 2か所の焼土だまりからそれぞれ 1袋ずつ、計 3サ ンプルを採取したが、炭化物が少量検出されたのみ

である。

17号住居跡

炉跡から17袋分、ビットから1袋分の計18サ ンプルを採取した。炭化物少量と土器片が検出されたほか、同定

不能な炭化種子が 1点、炉跡より検出された。

②住居跡 (平安)

1号住居跡

2か所の焼上の拡がりからそれぞれ 1袋ずつ、計2サ ンプルを採取したが、炭化物が少量検出されたのみである。

13号住居跡

2つの炉跡からそれぞれ 1袋ずつ、計 2サ ンプル採取したが、炭化物が少量検出されたほか、貝片が 3点検出

された。

14号住居跡

焼土が確認されたピットからのみ、 3袋分採取した。炭化物が少量検出されたほか、土器片少量と炭化種子 1
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点が検出された。

15号住居跡

柱状サンプルにより298サ ンプル、カマ ドより2袋分、計300サ ンプル採取 した。

本遺構は34号土坑を切 り、また、構造が若干異なる 2つ の住居が重複 していた。サンプリングを行なったカマ

ドは上部住居に属するものである。 この 3つ の遺構は、セクション面からも確認できたが、一部に上部住居と下

部住居の境界が明瞭にし得ない箇所があり、また、機械的な区分を行なったために、どの遺構のサンプルか不明

瞭なもの、 2遺構にまたがるサンプルもあり、純粋な遺構覆土と考えられるサンプル数は、上部住居 166、 下部

住居75、 34号土坑 6の計247で あった。

第44表  遺構別サンプル数および残澄遺物一覧表

縄文・住居跡 平安 。15号住居跡 縄文・上坑

麗
炭化種子 石  器

囲
動物遺存体

臣ZZZ囲
陶磁器・鉄

時期不明

第139図 残潜遺物組成

サンフリレ数 炭化種子 動物遺存体 土 器 片 石 器 陶磁器・鉄 石

1号住居跡 2 0 0 0 0 13

6号住居跡 3 0 0 0

13号住居跡 2 0 3 0 0 0 5

14号住居跡 3 1 0 7 0 0 4

15号住居跡 300 93 41 1, 076 1 1 2. 829

17号住居跡 18 1 0 315 0 0 607

19号住居跡 1 l 0 3 0 0 0

20号住居跡 10 4 1 150 0 0 398

21号住居跡 2 0 0 0 0

1号焼土土坑 1 0 ユ 0 0 2

2号焼土土坑 1 0 0 0 0 0 12

12号土坑土器内 1 1 0 0 0 10

1号石組土坑 13 149 0 0 627

3号石組土坑 5 3 0 110 0 3 92

4号石組土坑 27 8 65 0 0 945

5号石組土坑 79 8 0 8 1, 089

6号石組土坑 121 291 8 164 1 0 2, 633

7号石組土坑 3 37 l 71 0 1 449

6号屋外炉 0 0 0 0 0 2

7号屋外炉 5 0 0 0 0 17

8号屋外炉 2 0 0 0 0

9号屋外炉 ユ 0 0 0 0

10号屋外炉 1 0 0 0 0 1

2号土坑 10 2 1 1 0 0 331

合  計 650 594 79 2, 261 2 13 10, 111

中世・石組土坑
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第140図  15号住居跡炭化物および炭化種子検出状況

炭化種子は同定可能55点、同定不能 6点、不明32点eOの計93点が検出された。 1サ ンプルで検出された炭化

種子数は最高 5点 と、特に集中した傾向はみられなかったが、全体的にみると、東西ベル ト東側にやや集中 した

傾向がみられた。また、炭化物に関 しては東側の上部住居と下部住居の境界付近に集中 した傾向が認められた。

更に、全 く検出されないサンプルおよび極少量 しか検出されないサンプルは西側にやや集中 した傾向がみられた

(第140図 )。 炭化物の同定は行なわなかったが、本遺構の北東部中層より炭化材 (コ ナラ属)が検出されてお り建め

(第47図 )、 これらも同様のものと思われる。

また、動物遺存体 も全体の半数以上にあたる41点が検出された。 このうち40点 は貝片、 1点 は魚鱗であった。

19号住居跡

カマ ドから1袋分採取 した。炭化物少量 と土器片が 3点検出されたほか、不明な炭化種子が 1点検出されたの

みである。

20号住居跡

カマ ド、炉跡、 ピットから1袋ずつと焼土の拡がりから7袋分の計10サ ンプル採取 した。炭化物の検出状況は、

他の住居跡よりやや多い。炭化種子は不明なものが 4点検出されたのみである。

21号住居跡

カマ ドと炉跡から1袋ずつ、計 2サ ンプル採取 したが、炭化物が少量検出されたのみである。

③焼土坑 (縄文)

2基の焼土坑から1袋ずつサンプリングしたが、炭化物が少量と1号焼土坑から土器片が 1点検出されたのみ

である。

④土坑

12号上坑 (縄文)

縄文土器(第16図 -7)内の土壌をサンプリングした。炭化物が多量に検出されたが、炭化種子は同定不能なも

のが 1点検出されたのみである。

2号上坑 (時期不明)

覆土を10袋分サンプリングした。炭化物が少量検出されたほかは土器片 1点、魚鱗 1点、炭化種子 2点、貝片

1点が検出された。

⑤石組土坑 (中世)

1号石組上坑

覆±14袋分、裏込±10袋分の計24サ ンプル採取 した。炭化物は少量の検出であった。動物遺存体は13点 と、本

遺跡のなかでは15号住居跡に次いで多い。すべて同定不能な貝片である。炭化種子は45点検出された。

3号石組土坑

覆土を 5袋分採取した。炭化物は少量の検出であり、炭化種子も3点検出されたのみである。

4号石組上坑

30袋分採取 したが、このうち遺構覆土は10袋分であり、20袋分は自然層のものである。炭化物は少量検出され、

炭化種子は遺構内で 7点、自然層で20点検出された。
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5号石組上坑

覆土を80袋分採取 した。炭化物は少量の検出であり、炭化種子が79点検出されたほか、 8点と、本遺跡におい

ては比較的多 くの動物遺存体が検出された。すべて同定不能な貝片である。また、鉄片が 8点検出された。水洗

選別により鉄片が検出されたのは本遺構のみである。

6号石組上坑

覆土を121袋分採取 した。炭化物は、石組土坑のなかでは多 く検出された方である。また、炭化種子は291点 と、

本遺跡のなかでは最も多く検出された。そのうち、同定 し得た炭化種子の9割以上に当たる208点 はアカザ属で

あった。また、貝片が 8点検出された。

7号石組土坑

覆土を31袋分採取 した。炭化物は少量の検出であり、炭化種子は37点検出された。

⑥屋外炉 (時期不明)

6号～10号屋外炉

覆土を 1袋分ずつ採取した。いずれも炭化物が少量検出された。炭化種子は6号では検出されなかったが、 7

号で 5点、 8号で 2点、 9号と10号で 1点ずつ検出された。

(2)残澄遺物回収率

遺構の性格 。時代別に、水洗選別によって回収された遺物をメッシュの大きさで比較してみる(第 141図 )。 但

し、柱状サンプリングを行なった15号住居跡は単独で考えることにする。また、石は自然石と黒曜石が含まれて

おり、今回の分析からは除外 した。

粗 。中で回収された遺物はほとんどが土器片である。炭化種子も検出されているが、モモ、ウメの核等であり、

炭化種子のほとんどが細で検出された。サンプルを多く採取 した15号住居跡、石組土坑においては細の炭化種子

が占める割合が高 く、特に石組土坑に至っては8割以上が炭化種子となっている。サンプルを多く採取 した遺構

は炭化種子が多 く検出されており、また、炭化種子はほとんど細で採取されているため、細における炭化種子の

占める割合が高 くなっているといえる。

3. 文寸    上ヒ

これまで新宿区が調査を行ない、既にその成果が報告されている遺跡と本遺跡について、その方法、成果等を

比較してみる。更に、植物遺存体の検出傾向についてもここで若千触れてみることにする。

(1)サ ンプル方法

新宿区で行なったサンプル方法には若千の相違点はあるものの、主に次の4方法で行なわれてきた。即ち、 1)

セクションベル トを利用した柱状サンプル、五)セ クションベル トを利用 した層位サンプル、�)覆土全サンプル、

�)付帯施設の全土壌サンプル、である。

炭化種子

動物遺存体

土器片

石器

陶磁器・鉄

粗 中 細

縄文・住居跡

圏
圏
鰯
□
�

粗 中 細 粗 中 細 粗 中 細
平安・住居跡 平安・1碍住居跡縄文・土坑

第141図 残潜遺物回収率

粗 中 細 粗 中 細

中世・石組土坑 時期不明
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1)の方法でサンプルを行なったのは戸山遺跡、下戸塚遺跡である。戸山遺跡では 1)の ほかに�)を併用 した。

下戸塚遺跡では基本的には 1)お よび�)で あるが、遺構によっては�)や �)、 あるいは 1)と �)の併用といった

方法で行なった。特に、 1号住居跡および 3号住居跡で行なった覆土全サンプルは、新宿区で初めての試みであっ

た。穴八幡神社遺跡では�)の方法で行なっている。また、北新宿三丁目遺跡では、独自の方法でサ ンプ リング

を行なった。住居跡に小グリッドを設定 し、それぞれのグリッドごとの床面直上約10cmの 覆土を採取するとい

う方法である。本遺跡では、15号住居跡で 1)、 石組土坑で�)の方法でサンプリングを行なったほかは付帯施設

のサンプルであった。

サンプル方法による植物遺存体検出頻度をみてみると、当然のことかも知れないが、覆土全サンプルを行なっ

た遺構からは多 くの植物遺存体が検出されている。つまり、本遺跡では石組土坑で全体の約44.8%に あたる291

サンプルを採取 し、同 じく約811%に あたる482点 の炭化種子が検出されている。また、下戸塚遺跡の 1号住居

跡および 3号住居跡では全体の約46.6%に あたる1,630サ ンプルを採取 し、同 じく約60.4%に あたる2,813点 の炭

化種子が検出されている。 このことだけをみると、サンプル数と植物遺存体の検出数は比例 していることになる。

(2)覆土と付帯施設

本遺跡は、15号住居跡および石組土坑以外は付帯施設のサンプルが中心であった。それぞれのサンプル数は、

遺構覆±546、 付帯施設103で あった。そのうち、付帯施設から検出された炭化種子は14号住居跡から検出された

1点 (ア カザ属)の みであった。 これまで炉跡、カマ ド等からは炭化種子等が検出される可能性が高いと考え、付

帯施設は全サンプルを行なってきたが、この結果からは必ず しも付帯施設から植物遺存体が多 く検出されるとは

言い難い。また、今回比較対象とした遺跡のなかには、遺構覆土と付帯施設それぞれのサンプル数を報告 したも

のはなく、サンプル数に対する炭化種子検出数は明確にできない。 しかし、戸山遺跡および下戸塚遺跡では検出

された炭化種子を覆土と付帯施設に分けて報告されている。

戸山遺跡からは付帯施設から5種55点に対 して覆土からは10種480点、下戸塚遺跡では付帯施設から2種223点

に対 して覆土から10種4,431点 検出された。この結果からみると、付帯施設からはそれほど検出されていないよ

うに思われるが、当然、覆土と付帯施設は採取 したサンプル数にかなりの差があるため、 この結果からは一概に

は付帯施設から検出されにくいとはいえない。また、本遺跡の結果からも分かるように、付帯施設の結果だけみ

ても、全体的な傾向を知ることはできない。

儒)サ ンプル数と植物遺存体の検出状況

遺跡全体のサンプル数と検出された炭化種子の状況を観察 してみると、戸山遺跡では5,290サ ンプル採取 し、

検出された炭化種子は45種4,282点であった。戸山遺跡は埋没谷を伴 う弥生時代後期の遺跡であり、住居跡 と谷

部のサンプルを行なった。検出された植物遺存体は、住居跡ではイネが圧倒的に多 く住居跡全体の約57.7%に あ

たる305点であった。また、谷部は住居跡ではほとんどみられなかったモチノキ属、ホタルイ属、 タデ科、 スゲ

属等が多 く検出されている。下戸塚遺跡では詳細なサンプル数は報告されていないが、約3,500サ ンプル採取 し

た。その結果、炭化種子が11種4,654点 検出された。そのうち、種の同定をし得たものは11種973点であり、 その

なかで約97.3%に あたる947点がイネであった。穴八幡神社遺跡では703サ ンプルを採取 し、 4種44点の炭化種子

が検出された。同定可能であったもののほとんどがイネであった。北新宿三丁目遺跡では1,242サ ンプルを採取

し、 6種277点の炭化種子が検出された。 このうち、約37.9%に あたる105点がイネであった。本遺跡は、650サ

第45表 遺跡別炭化種子検出状況表

遺跡名 時 代 /力唆 炭化種子数 同定司越 主 要 種 名  (検出数 )

戸山遺跡 彼居嚇 弥生 奈良

埋没谷

5.290 45種 4,282 4,132 (住居跡)イ ネ (305), アカメガシヮ (37), アカザ属 (34),

(埋没谷)モ チノキ属 (1,022), ホタルイ属 (489), タデ科 (442), スゲ属 (328),ニ フトコ (170,

サ ンショウ (148),カ ナムグラ (129),ス ミレ属 (117)

下戸塚遺跡 弥生,奈良 11種 4,654 イネ (947), ブ ドウ属 (7), タデ科 (5)

穴八幡神社遺跡 弥生 4種  44 17 イ ネ

北新宿三丁 目遺跡 弥生 1,242 6種 277 イネ (105), アカザ科 (96), ブ ドウ属 (6),モ モ (4)

健康村遺跡 縄文,平安,中世 12種 594 アカザ科 (345),ア ワ (22),イ ネ (16),オ オムギ (15),モ モ (4),タ デ科 (3),ク リ (3)

―-179-―



ンプル採取 し、12種 594点の炭化種子が検出された。そのうち、約581%に あたる345点 がアカザ属であり、 ほか

の遺跡で最 も多 く検出されたイネは17点 と少なかった(第45表 )。

多 くの遺跡で検出された炭化種子のうち、食用となり得るものはイネ、オオムギ、アヮ、ウメ、モモ、サンショ

ウである。また、本遺跡で多 く検出されたアカザ属は食用になるものもあり、人為的に住居に持ち込まれた可能

性も否定できないが、雑草として普通にみられる種類が多 く、また、本遺跡の場合はその大半が石組土坑から検

出されており、当時の植生によるものと思われる。

これらの食用となり得る植物遺存体がどのような検出状況を示すのか、今までの結果からはデータが不足 して

おり、明確にはし得ない。

は)炭化種子の同定可能度

炭化種子の同定可能度をみてみることにする。戸山遺跡では4,282点 のうち同定可能なものは4,132点 あり、約

96.5%の炭化種子が同定できたことになる。下戸塚遺跡では4,654点 のうち973点 しか同定できず、全体の約20.9

%しか同定できなかったことになる。穴八幡神社遺跡では44点中約38.6%に あたる17点が同定できた。北新宿三

丁目遺跡では277点中全体の約77.3%に あたる214点が同定できた。本遺跡の場合は594点中約695%に あたる413

点が同定できた。炭化種子のなかには炭化が著 しく、同定が困難なものも少なくない。また、ウォーターセパレー

ションは土壌サンプルに水を注ぎながら攪拌するわけであるが、その際、脆弱な炭化種子が破損 してしまうこと

もあり得る。 この、同定可能度の差は何に由来するものかは一概にはいえないが、例えば、戸山遺跡では一部に

セパ レーションを併用 した。90%を越える同定可能率はこの成果かも知れない。

4。 ま とめ

新宿区内の遺跡で行なってきた水洗選別では、炭化米・炭化種子等の植物遺存体のほかに、ガラス小玉等、微

細な遺物の検出といった成果が報告されている。本遺跡においては、その主目的が炭化種子の検出にあり、サン

プル数 も少なかったため、微細な遺物の検出には至 らなかった。 しかしながら、合計594点 の炭化種子を検出す

ることができ、当初の目的は十分に達することができたといえる。ただ、本遺跡で唯一柱状サンプリングを行なっ

た15号住居跡からは約15%の炭化種子 しか検出することができず、覆土をすべてサンプリングした石組土坑から

は約81%の炭化種子を検出することができた(第142図 )。 このことは、当然のことであるが、覆土すべてをサ ン

プリングした方がより多 くの資料を得ることができるということを示 している。

当初は炭化種子が検出される可能性が高いと思われていた炉跡、カマ ド跡、焼上の拡がりのサンプルしか行な

わなかった住居跡からの検出は少なかった。このことは、それらのサンプルだけでは決 して十分といえるもので

はないということを示 している。

また、本遺跡において最 も多 くのサンプルを採取 した遺構は15号住居跡であるが、検出された炭化種子が最 も

多かったのは 6号石組土坑であった。 このことは、単にサンプル数の多さと炭化種子の検出状況は必ず しも比例

するものではないということを示 している。ただ、 6号石組土坑 もサンプル数が決 して少なかったわけではない。

石組土坑のなかでも、 3号石組土坑は採取サンプル数 も5袋分と少なく、検出炭化種子 も3点と、少ない。全体

的にみて覆土をすべて採取 した石組土坑からは検出数が多い傾向にあるのは確かであるが、炭化種子の検出数は、

むしろ、遺構の遺存状況、遺構の体積に対するサンプル体積の占める割合に比例するのではないだろうか。今回

の調査では明らかにし得なかった今後の検討課題でも

ある。

今回検出された炭化種子は11種594点であるが、 そ

のうち、約68%に あたる406点 は同定可能なものであっ

た。 この数は比較的保存状況が良好であったと言えよ

う。より多 くの且つ正確なデータを得るには、サンプ

ル、水洗選別、あるいは保管といった作業において、

匡重目縄文・住居跡

El平 安・住居跡

E至置]平安■5号住居跡

国露目縄文・土坑

駿焔吻 中世 石組土坑

匪Z□ 時期不明

サンプル数       炭化種子

第142図 サンプル数および炭化種子検出数
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十分な注意が必要である。また、本遺跡 も含めて、 これまでサンプルを行なってきた遺跡において も言えること

であるが、それらか ら検出された植物遺存体のなかには覆土上面から検出されたものもみられる。 これは後世の

落ち込みによるものも含まれている可能性 も否定できない。サンプル採取にあたつては、攪乱中の不純物が混入

しないように、サンプリングを行なう際の層位の十分な認識と慎重さが必要である。

おわりに

サンプリング、ウォーターセパ レーションには多大な労力と時間を費やすものである。 しかし、そこから得 ら

れる成果 も大きい。今回の調査では、覆土をすべて採取 した石組土坑において炭化種子が特に集中 した検出がみ

られた。 しかし、時間的 。人的諸制約がある遺跡調査においては、遺構すべての覆土を採取することはほとんど

不可能なことである。そのためにも、サンプリング、水洗選別を行なう際には、計画性と十分な注意が必要となっ

てくる。

新宿区の調査における水洗選別は、弥生時代が中心であり、本遺跡で行なった縄文時代や平安時代、中世に関

しては、該期の遺跡が希薄なこともあり、あまり行なわれていない。本調査においては、検出された炭化種子の

8割以上が中世の遺構であり、縄文の遺構か らはたった 2点検出されたのみであった。また、炉跡やカマ ド跡等

からの検出数 も少ない。 しかし、水洗選別の有効性は既に確認されており、縄文時代の遺構からも炭化種子が検

出される可能性は十分に考えられる。また、サンプル方法、遺構の時期・ サ
14格、更に、遺構の遺存状況と炭化種

子の検出状況の問題 も含めて、今後 も水洗選別による比較データが得 られることを期待 したい。

(註 1)妙 正寺川 配 1遺跡調査会『妙正寺川 N61遺跡』,1987

(註 2)戸 山遺跡調査会『戸山遺跡』,1991

(註 3)新 宿区西早稲田地区遺跡調査会『下戸塚遺跡』,1993

(註 4)穴 八幡神社遺跡調査団『穴八幡神社遺跡』,1993

(註 5)新 宿区福祉部遺跡調査会『北新宿三丁目遺跡』,1993

(註 6)1994年 3月 、報告書刊行予定

(註 7)1994年 3月 、報告書刊行予定

(註 8)便 宜上、 5m■ メッシュを粗、2.5mlnメ ッシュを中、 l mmメ

(註 9)炭 化種子以外の炭化物を総称 して炭化物 とした。

(註10)不明とは、選別作業中は炭化種子 としたが、同定の結果、

(註11)本遺跡において炭化材35点を同定 した(第 6章第 1節参Ю 。

ッシュを細とした。

炭化種子と確定 し得なかったものを示す。

その結果、ほとんどがコナラ属の一種であった。

参考文献

石川郁「水洗選別」『下戸塚遺跡』新宿区西早稲田地区遺跡調査団,1993

富田達也「水洗選別の方法と成果」『北新宿三丁目遺跡』新宿区福祉部遺跡調査会

戸山遺跡調査会『戸山遺跡』,1991

妙正寺川 配 1遺跡調査会『妙正寺川 配 1遺跡』,1987

諸田康成「微細遺物」『穴八幡神社遺跡』穴八幡神社遺跡調査団,1993
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第 8章 総括

谷 川 章 雄・板 倉 歓 之

はじめに

健康村遺跡の調査成果について、時代毎にその概観と問題点を述べると共に、遺跡の立地という点から全体を

まとめることとする。

縄文 時代

縄文時代の遺構 としては、A・ E・ Gと いう3つ の地区全体で24基を紹介 した。

前期末 (諸磯 C式期)の ものとしては、A地区の 6号住居跡、土坑群 (1・ 3～ 12号土坑、 1・ 2号焼土坑)

があり、中期初頭 (五領 ケ台Ⅱ式期)の ものとしては、A地区の 2号埋甕、 E地区の23号土坑がある。また、中

期後半 (曽利Ⅱ～Ⅲ式期)の ものとしては、A地区の17号住居跡 と 1号埋甕がある。さらに、晩湖末 (氷 I式期)

のものとしては、A地区の 4号埋甕、 E地区の26号土坑、28号土坑、29号土坑、30号土坑、 G地区の13号竪穴状

遺構、14号竪穴状遺構がある。

A地区において検出された、前期末の住居跡と土坑群との関係及び、中期後半の住居跡と埋甕との関係は、住

居跡の軒数が少ないものの、一般的に見 られる様相であると考えられる。 しかし、中期初頭の単独で存在する埋

甕は、とても一般的なものとは言えないようである。というのは、屋外に営まれている埋甕は、普通、住居群 と

の関係の中で捉えられることが多 く、本遺跡の様に、埋甕だけが検出されることはあまり多 くないものと考えら

れるからである。

野代氏は、土器の変遷に基づ く分類によって、前期末のものと、中期初頭のものとの間に時間差を想定 してい

る (第 7章第 1節)が、 この間の上器については、地域差 として捉える考え方 もあり、研究者の一致 した見解 と

はなっていないようである。仮に、 この間に時間差が無 く、継続するものと考えると、中期初頭の埋甕は、前期

末の集団が最後に残 したものと考えられないこともない。

前期末 (諸磯 C式期)か ら中期初頭 (五領 ケ台 H式期)に かけては、全国的にも、遺構の掘り込みが浅いなど、

遺構の遺存状態が悪いようである。 これは、定住期間が短いことによるものと考えられており、社会的に不安定

な時期であるとされている (註 1)。 なぜ、このような状況になるのかは不明であるが、植生や気候の変化 は理

由にならないようである。

晩期末の遺構・遺物は、 E地区においてその大半が検出された。小林氏による土器群の検討から、 これらはい

わゆる氷 I式土器 と呼ばれるもので、中部高地における浮線文土器の第 3段階の前半に位置づけられ、八 ケ岳南

麓地域においては、健康村遺跡段階として、一段階を画する資料であることが判明した (第 7章第 3節 )。 また、

A地スの 4号埋甕は、ほかの上器とは多少の時間差をもち、第 3段階末に位置づけられるものであると共に、土

器棺墓として捉えられることが可能なもので、山梨県内では初めての検出例となった。遺構としては、A地区の

土器棺墓、 E地区の土坑、 G地区の竪穴状遺構であり、全体的に貧弱である。さらに、 ECG地 区の遺構とA地

区の遺構との間にも、時間差があるようで、A地区に土器棺墓を営んだ集団の生活痕跡は、見いだせなかった。

今回、縄文時代晩期末として報告 した土器群の作 られた時期は、西 日本の様子から、弥生時代前期中葉 (板付

Ⅱ式期、幾内第 I様式期)に比定される時期である。本遺跡の出土資料の中にも、東海地方 (樫王式)か らの影

響を受けたと考えられるものがあると共に、籾圧痕を有する土器が検出されて tヽ る (図版96)。 また、土器の器

種組成に壺が加わり、本遺跡を営んだ集団も弥生文化の風を受けていたと考えられる。 このため、時代呼称 とし

ては、弥生時代前期としても良いと考えるが、時代区分論における尺度が共通認識となっていない (註 2)と考

えられるため、今回は、従来どおりの時代呼称を用いた。
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平 安 時代

平安時代の遺構は、A地区において検出された住居跡14軒のみであった。 これらの住居跡はA地区の平坦部に

位置するもので、 3号住居跡 と16号住居跡は埋没谷を覆 う黒色土中に、12号住居跡 も同様の黒色土中に営まれて

いた。

出土遺物は全体的に少なく、それぞれの住居跡の帰属時期を決定するのに苦慮 したが、土器の検討を行った瀬

田氏によると、 これらは 5期に分けられるようである (第 7章第 4節 )。 健康村 1期か ら4期 にかけては、 ほば

9世紀前半から10世紀終末にあたるもので、住居跡は同時に 1・ 2軒が営なまれただけであったが、細々とだが

継続 していたと考えられる。健康村 5期 はほぼ12世紀中頃にあたるもので、前 4期 とは時間差をもっており、集

団の断絶があったことが考えられる。なお、15号住居跡は 2軒の住居が重複 した状態で検出されているが、その

時期は健康村 I期 (9世紀前半～中頃)と 3期 (10世紀後半)と 考えられており、その差は 1世紀以上ある。出

土遺物の編年観に間違いがない限 り、同一の住居の建て替えとは考えられない。

14軒の住居跡のうち、確実にカマ ドを伴うものは、 3・ 10・ 11・ 14・ 15。 16・ 18・ 19・ 20・ 21号住居跡の10軒

であり、カマ ドとは判断できなかったものの、石を配置 していたものが 2・ 12号住居跡であり、 1・ 13号住居跡

にいたっては、一般的な住居 とは構造から異なるものであると考えられる。 1号住居跡は、帰属時期を決定する

ことが不可能な状態であったが、遺物としては鉄片または鉄滓と考えられるものが多 く検出されている。また、

13号住居跡からは鉄鏃が 2点検出されており、周辺からも鉄滓が検出されている。 このことから、 1・ 13号住居

跡は、鍛冶関連遺構として捉えることが可能なものと考えられる。 この遺構の性格が、時期的にほかの住居跡 と

時間差をもつことに関連するものかは不明である。

3号住居跡から「伴」 と読める文字の書かれた墨書土器が検出された。文字の鑑定を行 った平川 南氏は、大

伴氏が伴氏に姓名変更すること (823年)に関連することを示唆されたが、土器そのものが健康村 2期 (9世紀

末か ら10世紀中頃)に比定されるものであることと飢鯖はなく、今後の地域史研究に新たな光を与えるものと考

えられる。

15。 20号住居跡を中心に、内面黒色処理の行われた土師器が検出されている。 これらの上器は、長野県内で見

られる黒色土器と形態・技法などが類似 したもので、「長野系土器」 と呼ばれるものである。 この上器は、「甲斐

型土器」における黒色土器とは胎土・ 製作技法が異なるものであるが、「甲斐型土器」の影響 も多少見 られるこ

とか ら、在地産であるのか、長野からの搬入品であるのかが注目されていた。

今回、 これらの「長野系土器」について、蛍光X線による胎土分析を実施 した (第 7章第 2節 )。 この際には、

集落内に土器焼成遺構をもつ山梨県北巨摩郡須玉町の大小久保遺跡 と、長野県松本市の小原遺跡を、山梨と長野

の基準資料とし、その他、数件の遺跡の黒色土器を比較資料 として利用 した。 この結果、それぞれの基準資料は、

その遺跡内で製作されたと考えられるほど分析データーにまとまりをもち、かつ、双方の差は明瞭であり、山梨

型、信州型と分けられる状態であった。健康村出上の上器は、若干、信州型の範疇に入るものがあるものの、大

半は不明領域に含まれるものであった。全体としては、より信州型に近い傾向を示 しており、信州側からの搬入

品であったことが考えられる。

胎土分析の結果から、「長野系土器」が信州からの搬入品であることが想定されることとなったが、 このこと

は日で見て分類するという考古学特有の方法と、自然科学の分析結果とが一致 した例として大きな意義をもつ も

のである。この問題については、今後、不明領域の究明を行 うことによって、更に進展するものと考えられる。

中世

中世の遺構としては、A地区の 6基の石組土坑と2基の内耳土鍋を出土 した土坑があげられる。石組土坑は長

径126～ 27m、 短径 11～ 2.Om、 深さ20～70cmと 規模にはややばらつきが見 られるが、長径 1.3～ 1,4m前 後、

短径 11～ 1.3mの ものが半数を占めている。いずれも覆土中に自然の礫を組み、かつ積んだものである。 この

石組土坑の分布を見ると、 1号石組土坑だけが東にやや離れているが、他はD～ F-6～ 8グ リッドの範囲に集

中 している。遺物は 7号石組土坑から内耳土鍋の回縁部から底部の破片が出上 しており、 このことから石組土坑
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の時期を中世と判断した。

さて、この石組土坑の性格については調査時の所見からは確定できなかった。墓の可能性もあるが、人骨は骨

片も含めて全 く検出されていない。遺物も上記の内耳土鍋の破片のみであるところから、石組土坑の性格を決す

るのは難 しいのである。

以上のように、健康村遺跡の調査の成果を時代ごとにとりまとめてきたが、この遺跡の特徴のひとつは標高約

750～ 780mと いう高地に立地 していることであろう。そのため、遺跡のある丘陵および斜面は著しい侵食作用の

影響下にあったと言える。A地区で検出された住居跡が浅い埋没谷の谷底周辺に集中して分布していたのは、あ

るいは侵食を受けながらも削り残された結果を示しているのかもしれない。モヽずれにしても、こうした標高の高

い丘陵および斜面の遺跡を考える上で、侵食作用の影響は無視できないと思われる。

また、遺跡周辺の環境を復元する目的で、埋没谷の黒ボク土中の植物珪酸体の分析を試みた (第 6章第 1節 )。

その結果黒ボク土の上部ではクマザサ属の減少が顕著であり、畑作や森林伐採など人間による植生に対する干渉

が考えられるという。この植生干渉の年代を詳しく知ることはできないが、石組土坑の覆土から栽培植物の炭化

種子が多く検出されていることを考えると、中世の可能Jl■が高い。おそらく朔っても住居が継続的に営まれる平

安時代のことであったと考えられる。

(註 1) 山梨県埋蔵文化財センター 野代氏の御教示による。

(註 2) 時代区分をする際に、新しい文化要素が揃うことを条件にする点では一致していると考えられるが、

そのスタートを全国一律とするのか、地域差を認めるのか、また、その場合前期、中期といった呼称を

全国的に揃えるのか否かといった点で、研究者の間で共通認識が形成されているとは認められないの力＼

現状のように感じられる。
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図版 l A地区遠景 (南面から) 図版 2 B地区遠景 (南から)

図版 3 E地区遠景 (西から)
G地区遠景

図版 5 6号住居跡・土坑群 図版 6 17号住居跡
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図版11 4号埋甕 図版 12 35号土坑

図版 13 1号住居跡 図版 14 1号住居跡 ピッ ト

図版 15 2号住居跡 図版 16 2号住居跡カマ ド



図版 17 3号住居跡 図版 18 10号住居跡

図版 19 11号住居跡 図版20 12号 住居跡

図版21 13号 住居跡 図版22 14号 住居跡

図版24 16号 住居跡図版23 15号 住居跡



図版25 16号 住居跡カマ ド

図版27 19号住居跡 図版28 20号 住居跡 炭化物出土状況

図版26 18号 住居跡

図版29 20号 住居跡 図版30 21号 住居跡

図版31 1号石組土坑 図版32 3号石組土坑
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5号石組土坑図版33 4号石組土坑

図版35 6号石組土坑 図版36 7号石組土坑

図版37 36号土坑 図版38 37号 土坑

図版39 22号 土坑 図版40 23号 土坑



図版41 24号 上坑 図版42 25号 土坑

図版43 26号 土坑 図版44 28号 土坑

図版46 30号 土坑

図版47 13号 竪穴状遺構 14号竪穴状遣構



図版49 試掘調査出土土偶

図版51 6号住居跡出上土器

図版53 17号 住居跡出土土器 (2)

図版50 試掘調査出土石器

図版52 17号住居跡出土土器 (1)

図版54 9号土坑出土土器

図版55 6号土坑出土土製品

図版56 1号焼土坑出土土器 (1)



図版58 1号焼土坑出土
土器 (2)

図版60 2号焼土坑出土土器 (1)

図版59 12号 土坑出土土器

図版61 2号焼土坑出土土器 (2)図版62 35号土坑出土土器
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図版71 E地区遣構外出土石器 (2) 図版72 E地区遺構外出土石器 (3)



図版74 3号住居跡出土土器
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図版77 15号 住居跡出土土器 (3) 図版78 16号住居跡出土土器
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図版81 20号 住居跡出土土器 (1)

図版83 20号 住居跡出土灰釉陶器

図版85 3号石組土坑出土土器
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図版84 A地区遺構外出土土器

図版82 20号 住居跡出土土器 (2)

図版86 36号 土坑出土土器
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図版88 37号 土坑出上土器図版87 7号石組土坑出土土器



図版90 3号住居跡出土墨書土器

図版94 土器細部写真 (第 62図 9 輪積み痕 )

図版91 土器細部写真 (第 49図 9 線刻 )

図版93 土器細部写真 (第 62図 3

図版95 土器細部写真 (第 63図 31 輪積み痕 )

図版92 土器細部写真 (第70図 2 爪状圧痕 )

図版96 親圧痕土器 図版97 動物遺存体
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